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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昆虫類を防除するための組成物であって、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）及びバシルス・スブ
チリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－
５０４２１）からなる群から選択される少なくとも１種類の生物的防除剤及びベータ－シ
フルトリン、テフルトリン及びデルタメトリンからなる群から選択される少なくとも１種
類の殺虫剤を含んでいる、前記組成物。
【請求項２】
　少なくとも１種類の殺菌剤をさらに含んでいる（但し、前記生物的防除剤と前記殺菌剤
は、同一ではない）、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記殺菌剤が、以下のものからなる群から選択される、請求項２に記載の組成物：
エルゴステロール生合成の阻害薬、複合体Ｉ又はＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、複合体Ｉ
ＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、宿主の防御を誘発し得る
化合物、アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、ＡＴＰ産生の阻害薬、細胞壁
合成の阻害薬、脂質及び膜の合成の阻害薬、メラニン生合成の阻害薬、核酸合成の阻害薬
、シグナル伝達の阻害薬、脱共役剤として作用し得る化合物。
【請求項４】
　前記殺菌剤が、以下のものからなる群から選択される、請求項２に記載の組成物：
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ビナパクリル、ジノカップ、フェリムゾン、フルアジナム、メプチルジノカップ、ベンチ
アゾール、ベトキサジン、カプシマイシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）、カルボン、キノメ
チオネート、ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））、クフラ
ネブ、シフルフェナミド、シモキサニル、シプロスルファミド、ダゾメット、デバカルブ
、ジクロロフェン、ジクロメジン、ジフェンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、
ジフェニルアミン、エコメイト、フェンピラザミン、フルメトベル、フルオルイミド、フ
ルスルファミド、フルチアニル、ホセチル－アルミニウム、ホセチル－カルシウム、ホセ
チル－ナトリウム、ヘキサクロロベンゼン、イルママイシン、メタスルホカルブ、イソチ
オシアン酸メチル、メトラフェノン、ミルディオマイシン、ナタマイシン、ジメチルジチ
オカルバミン酸ニッケル、ニトロタル－イソプロピル、オクチリノン、オキサモカルブ（
ｏｘａｍｏｃａｒｂ）、オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）、ペンタクロロ
フェノール及び塩、フェノトリン、亜リン酸及びその塩、プロパモカルブ－ホセチレート
（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、プロパノシン－ナトリウム（ｐｒ
ｏｐａｎｏｓｉｎｅ－ｓｏｄｉｕｍ）、プロキナジド、ピリモルフ、（２Ｅ）－３－（４
－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホ
リン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン、（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチル
フェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プ
ロパ－２－エン－１－オン、ピロールニトリン、テブフロキン、テクロフタラム、トルニ
ファニド、トリアゾキシド、トリクラミド、ザリラミド、（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－
８－ベンジル－３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリ
ジン－２－イル｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオ
キソナン－７－イル　２－メチルプロパノエート、１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（
２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、１－（４－｛４－［（
５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾー
ル－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－
メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、１－（
４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、１
－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル　１Ｈ－イミダゾー
ル－１－カルボキシレート、２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）
ピリジン、２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）
－オン、２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ
’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、２－［５－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－
５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾ
ール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェ
ニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４，５－ジヒ
ドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン
－１－イル｝エタノン、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４
－オン、２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェ
ニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、２－フェニルフェノー
ル及び塩、３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソ
キノリン－１－イル）キノロン、３，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジカルボニ
トリル、３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－１，２－オキサゾリジ
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ン－３－イル］ピリジン、３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジ
フルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、４－（４－クロロフェニル）－５－（２，
６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、５－アミノ－１，３，４－チ
アジアゾール－２－チオール、５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン
－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド、５－フルオロ－２－［（４－フルオ
ロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－フルオロ－２－［（４－メチルベン
ジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－メチル－６－オクチル［１，２，４］トリ
アゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３
－フェニルプロパ－２－エン酸エチル、Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－
１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メト
キシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（
４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イ
ン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリ
ジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－［１
－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロピリジン
－３－カルボキサミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチ
ル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－｛（Ｅ）－［（シ
クロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフ
ェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメト
キシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝
－２－フェニルアセトアミド、Ｎ’－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１
，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）
－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－
４－カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ
）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－
カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－
１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カル
ボキサミド、｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル
）メチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ペンチル、
フェナジン－１－カルボン酸、キノリン－８－オール、キノリン－８－オールスルフェー
ト（２：１）、｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニ
ル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ｔｅｒｔ－
ブチル、１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル
）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－クロ
ロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジ
フルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフル
オロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル
］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビフェニル
－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン
－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、５－フ
ルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（プロ
パ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、３－
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（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビ
フェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－［４
’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フル
オロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメ
チル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－（４’－
エチニルビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４
’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－
３－カルボキサミド、４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフル
オロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、５－
フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフ
ェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－
クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェ
ニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４
’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３
－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メ
トキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－
カルボキサミド、（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，
３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、Ｎ－［２－（４－｛［３－（４
－クロロフェニル）プロパ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エ
チル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド　４－オキソ－４－［（２－フェニル
エチル）アミノ］ブタン酸、ブタ－３－イン－１－イル　｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－
メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチ
ル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２－オ
ール、３，４，５－トリヒドロキシ安息香酸プロピル、及び、オリザストロビン。
【請求項５】
　前記生物的防除剤がバシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）Ａ
Ｑ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）である、請求項１～４のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項６】
　増量剤、溶媒、担体、乳化剤、分散剤、凍結防止剤（ｆｒｏｓｔ　ｐｒｏｔｅｃｔａｎ
ｔ）、増粘剤及びアジュバントからなる群から選択される少なくとも１種類の補助剤をさ
らに含んでいる、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物で処理された種子。
【請求項８】
　前記組成物の中の前記殺虫剤が、テフルトリンである、請求項７に記載の種子。
【請求項９】
　殺虫剤としての、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物の使用。
【請求項１０】
　昆虫類に起因する植物及び植物の部分の全体的な損傷並びに収穫された果実又は野菜に
おける損失を低減させる為の、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　昆虫類に起因する植物及び植物の部分の全体的な損傷並びに収穫された果実又は野菜に
おける損失を低減させる方法であって、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕ
ｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）及びバシルス・スブチリ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０



(5) JP 6242877 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

４２１）からなる群から選択される少なくとも１種類の生物的防除剤
及びベータ－シフルトリン、テフルトリン及びデルタメトリンからなる群から選択される
少なくとも１種類の殺虫剤
及び場合により少なくとも１種類の殺菌剤を、植物、植物の部分、収穫された果実、野菜
及び／又は植物の成育場所に対して、同時に又は順次に施用する段階を含んでいる（但し
、前記生物的防除剤と場合による殺菌剤は、同一ではない）、前記方法。
【請求項１２】
　昆虫類に起因する植物及び植物の部分の全体的な損傷並びに収穫された果実又は野菜に
おける損失を低減させるためのキット・オブ・パーツであって、バシルス・スブチリス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）
及びバシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（Ｎ
ＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４２１）からなる群から選択される少なくとも１種類の生物的防
除剤
及びベータ－シフルトリン、テフルトリン及びデルタメトリンからなる群から選択される
少なくとも１種類の殺虫剤を、空間的に分離された配置で含んでいる、前記キット・オブ
・パーツ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１種類の生物的防除剤（ここで、該生物的防除剤は、特定の微生
物、並びに／又は、それら微生物の個々の株の全ての識別特性を有している該株の突然変
異体、並びに／又は、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／若しくは植物病原体に対して活性を
示すそれら微生物の個々の株によって産生される代謝産物から選択される）及び少なくと
も１種類の特定の殺虫剤を相乗的に有効な量で含んでいる組成物に関する。さらに、本発
明は、該組成物の使用、並びに、植物及び植物の部分の全体的な損傷を低減させる方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　合成殺虫剤又は合成殺菌剤は、多くの場合、非特異的であり、従って、天然の有益な別
の生物を包含する、標的生物以外の生物に対しても作用し得る。それらは、その化学的性
質に起因して、有毒且つ非生物分解性でもあり得る。化学物質の残留物（特に、食品中の
残留物）に関連した潜在的な環境問題及び健康問題に対して、世界中の消費者の意識はま
すます高くなっている。その結果、化学的な（即ち、合成された）殺有害生物剤の使用を
低減させること又は少なくともその量を低減させることに対して、消費者の圧力が増大し
ている。かくして、有害生物を効果的に防除することを可能としながら、同時に、食物連
鎖における要件を成し遂げることが求められている。
【０００３】
　合成殺虫剤又は合成殺菌剤の使用に伴って生じるさらなる問題は、殺虫剤又は殺菌剤を
独占的に繰り返し施用することによって、多くの場合、抵抗性微生物が選抜されてしまう
ということである。通常、そのような微生物株は、同様の作用機序を有する別の活性成分
に対しても交差抵抗性を示す。従って、そのような活性化合物を用いた該病原体の効果的
な防除は、もはや不可能である。しかしながら、新たな作用機序を有する活性成分を開発
することは、困難であり、且つ、費用がかかる。
【０００４】
　病原体集団における抵抗性発達のリスク並びに環境及び健康に関する懸念によって、植
物病害を防除する為の合成殺虫剤及び合成殺菌剤に代わるものを確認することに関心が持
たれるようになってきた。生物的防除剤（ＢＣＡ）を使用することは、１つの代替案であ
る。しかしながら、殆どのＢＣＡ類の有効性は、特に、感染圧が高い場合には、慣習的な
殺虫剤及び殺菌剤と同じレベルにはない。従って、既知生物的防除剤、それらの突然変異
体及びそれらによって産生される代謝産物は、特に、低施用量の場合、完全に満足のいく
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ものであるとは限らない。
【０００５】
　かくして、少なくとも一部の領域において上記要件を満たすのに役立つ代替的な新規植
物保護剤を開発することが絶えず求められている。
【０００６】
　ＷＯ　２００９／０３７２４２Ａ２は、２種類の特定の殺菌性細菌株〔即ち、バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）及びバシルス・プミルス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）〕のうちの１種類と合成殺菌剤からなる、有害な植物病原
性菌類を防除するための殺菌剤組成物に関する。しかしながら、昆虫類の防除に関しては
、全く言及されていない。
【０００７】
　ＷＯ　２０１０／１０８９７３Ａ２には、少なくとも１種類の殺菌性生物的防除剤及び
少なくとも１種類の合成殺菌剤を用いた植物の種々の順次処理ブロックを含んでいる、有
害な菌類を防除する方法が記載されている。従って、この特許出願においては、昆虫類の
防除に関しては言及されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際特許出願公開第２００９／０３７２４２Ａ２号
【０００９】
【特許文献２】国際特許出願公開第２０１０／１０８９７３Ａ２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記に鑑みて、本発明の目的は、特に、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体
に対して活性を示す組成物を提供することであった。さらに、本発明のさらなる特定の目
的は、当該生物的防除剤と当該殺虫剤の施用量を低減させ且つ活性スペクトルを拡大し、
それによって、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体に対して改善された活性を
示す組成物、好ましくは、活性化合物の低減された総施用量で昆虫類、ダニ類、線虫類及
び／又は植物病原体に対して改善された活性を示す組成物を提供することであった。特に
、本発明のさらなる目的は、作物に対して施用されたときにその作物において残留物の量
が低減されている（それによって、抵抗性が形成されるリスクは低減される）が、それに
もかかわらず、病害を効率的に防除する組成物を提供することであった。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　従って、上記目的は、以下で定義されている本発明の組成物によって、少なくとも部分
的に解決されるということが分かった。本発明による組成物は、好ましくは、上記で記載
されている要求を満たす。驚くべきことに、本発明による組成物を植物、植物の部分、収
穫された果実、野菜及び／又は植物の成育場所に同時に又は順次に施用することによって
、好ましくは、一方では、該株、それらの突然変異体及び／又は該株によって産生される
代謝産物を単独で用いた場合に可能な防除と比較して、及び、他方では、個々の殺虫剤を
単独で用いた場合に可能な防除と比較して、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原
体の優れた防除が可能となるということが見いだされた（相乗作用的混合物）。本発明に
よる該生物的防除剤と該殺虫剤を施用することによって、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／
又は植物病原体に対する活性は、好ましくは、相加的なものを超えて増大される。
【００１２】
　結果として、本発明による組成物は、好ましくは、使用する活性化合物の総量を低減さ
せることを可能とし、かくして、該組成物によって処理された作物は、好ましくは、その
作物内の残留物の量が低下する。従って、有害な微生物の抵抗性が形成されるリスクが低
減される。
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【００１３】
　本発明は、少なくとも１種類の生物的防除剤〔ここで、該生物的防除剤は、バシルス・
キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）ＡＱ７４６（ＮＲＲ
Ｌ受託番号Ｂ－２１６１８）、バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄ
ｅｓ）ＡＱ７２６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６４）、バシルス・プミルス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７）、バシルス・プミルス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）ＡＱ７１７（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６２）
、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７５（ＡＴＣＣ受託番号５５６０８
）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７７（ＡＴＣＣ受託番号５５６０
９）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７８（ＡＴＣＣ受託番号５３５
２２）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７４３（Ｎ
ＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６５）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔ
ｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）、バシルス・スブチリス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ１５３（ＡＴＣＣ受託番号５５６１４）、バシ
ルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＢＤ＃３２
（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１５３０）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＡＱ５２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６１９）、ムスコ
ドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）６２０（ＮＲＲＬ受託番号３０５４７
）、ムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）Ａ３－５（ＮＲＲＬ受託
番号３０５４８）、ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｌｏｂｅ
ｒｕｌｕｓ）ＡＱ７１９（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６３）、ストレプトミセス・ガル
ブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号３０２３２）、ス
トレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３０
１４５）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）ＢＭＰ１２３、バシルス・
スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（ＮＲＲＬ受託番号
Ｂ－５０４２１）及びバシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）Ａ
Ｑ３０００４（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４５５）、並びに／又は、上記微生物の個々の
株の全ての識別特性を有している該株の突然変異体、並びに／又は、昆虫類、ダニ類、線
虫類及び／若しくは植物病原体に対して活性を示す上記微生物の個々の株によって産生さ
れる代謝産物からなる群から選択される〕及び少なくとも１種類の殺虫剤〔ここで、該殺
虫剤は、ナトリウムチャンネルモジュレーター及び電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
薬からなる群から選択される〕を相乗的に有効な量で含んでいる組成物を対象とする。
【００１４】
　さらに、本発明は、該特定の生物的防除剤のうちの少なくとも１種類及び該特定の殺虫
剤のうちの少なくとも１種類を含んでいるキット・オブ・パーツにも関する。本発明は、
さらに、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体に起因する植物及び植物の部分の
全体的な損傷並びに収穫された果実又は野菜における損失を低減させる為の該組成物の使
用も対象とする。
【００１５】
　さらに、本発明は、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体に起因する植物及び
植物の部分の全体的な損傷並びに収穫された果実又は野菜における損失を低減させる方法
も提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　生物的防除剤
　一般に、「殺有害生物性（ｐｅｓｔｉｃｉｄａｌ）」は、ある物質が植物有害生物の死
亡率を増大させる能力又は植物有害生物の増殖速度を抑制する能力を意味する。該用語は
、本明細書中においては、ある物質が昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体に対
して活性を示す特性について記載する為に使用される。本発明の意味において、用語「有
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害生物（ｐｅｓｔｓ）」は、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体を包含する。
【００１７】
　本明細書中で使用される場合、「生物的防除（ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）」は、第２の生物を使用することによる、病原体及び／又は昆虫及び／又はダニ及び／
又は線虫の防除であると定義される。生物的防除の既知機序としては、根の表面上の領域
に関して菌類と競合することによって根腐れを防除する腸内細菌などがある。病原体を防
除するために、抗生物質などの細菌毒素が使用されてきた。そのような毒素は、単離する
ことが可能であり、そして、植物に直接施用することが可能である。又は、そのような細
菌種を投与して、それらがその場で毒素を産生するようにすることができる。
【００１８】
　用語「代謝産物」は、殺有害生物活性を有する微生物の発酵に由来する任意の化合物、
物質又は副産物を意味する。
【００１９】
　用語「突然変異体（ｍｕｔａｎｔ）」は、親株の変異株、及び、その殺有害生物活性が
親株によって発現される殺有害生物活性よりも大きい突然変異体又は変異株を得るための
方法を意味する。「親株」は、本明細書中では、突然変異誘発以前の原株として定義され
る。そのような突然変異体を得るために、親株を、化学物質（例えば、Ｎ－メチル－Ｎ’
－ニトロ－Ｎ－ニトロソグアニジン、エチルメタンスルホン）で処理することができるか
、又は、ガンマ線、Ｘ線若しくは紫外線を照射することによって処理することができるか
、又は、当業者にはよく知られている別の方法で処理することができる。
【００２０】
　「変異株」は、本明細書中に示されているＮＲＲＬ受託番号又はＡＴＣＣ受託番号の全
ての識別特性を有していて且つ高ストリンジェンシー条件下で該ＮＲＲＬ受託番号又は該
ＡＴＣＣ受託番号のゲノムとハイブリダイズするゲノムを有しているものとして識別し得
る株である。
【００２１】
　「ハイブリダイゼーション」は、１以上のポリヌクレオチドが反応して、ヌクレオチド
残基の塩基の間の水素結合によって安定化されている複合体を形成するような、反応を意
味する。該水素結合は、ワトソン－クリック塩基対によって、又は、フーグスティーン結
合によって、又は、任意の別の配列特異的方法によって、生じ得る。該複合体は、二重鎖
構造を形成する二本の鎖、多重鎖複合体を形成する３本以上の鎖、自己ハイブリダイズす
る１本の鎖又はそれらの任意の組合せを含み得る。ハイブリダイゼーション反応は、種々
の「ストリンジェンシー」条件下で実施することができる。一般に、低ストリンジェンシ
ーハイブリダイゼーション反応は、１０×ＳＳＣの中で約４０℃で実施するか、又は、等
価なイオン強度／温度の溶液の中で実施する。中ストリンジェンシーハイブリダイゼーシ
ョンは、典型的には、６×ＳＳＣの中で約５０℃で実施し、及び、高ストリンジェンシー
ハイブリダイゼーション反応は、一般に、１×ＳＳＣの中で約６０℃で実施する。
【００２２】
　示されているＮＲＲＬ受託番号又はＡＴＣＣ受託番号の変異株は、示されているＮＲＲ
Ｌ受託番号又はＡＴＣＣ受託番号のゲノムと８５％を超える配列同一性（さらに好ましく
は、９０％を超える配列同一性、さらに好ましくは、９５％を超える配列同一性）である
ゲノム配列を有する株であると定義することもできる。ポリヌクレオチド又はポリヌクレ
オチド領域（又は、ポリペプチド又はポリペプチド領域）は、別の配列に対して特定の割
合（％）（例えば、８０％、８５％、９０％、又は、９５％）の「配列同一性」を有して
おり、このことは、アラインメントさせたときに、塩基（又は、アミノ酸）のその割合（
％）がその２つの配列を比較して同一であることを意味する。このアラインメント及び相
同性（％）又は配列同一性（％）は、当技術分野で知られているソフトウェアプログラム
〔例えば、「Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ　ｉｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏ
ｌｏｇｙ　（Ｆ．Ｍ．Ａｕｓｕｂｅｌ　ｅｔ　ａｌ．，　ｅｄｓ．，　１９８７）　Ｓｕ
ｐｐｌｅｍｅｎｔ　３０，　ｓｅｃｔｉｏｎ　７．７．１８，　Ｔａｂｌｅ　７．７．１
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．」に記載されているソフトウェアプログラム〕を用いて求めることができる。
【００２３】
　ＮＲＲＬは、「Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｕ
ｌｔｕｒｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ」の略称であって、これは、特許手続きを目的とした
微生物の寄託の国際的承認に関するブダペスト条約のもとで微生物株を寄託するための公
的な国際寄託機関であり、「Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌ
ｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｓｅｒｖｉｃｅ，　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇ
ｒｉｃｕｌｔｕｒｅ，　１８１５　Ｎｏｒｔｈ　ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，
　Ｐｅｒｏｉｒａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６１６０４　ＵＳＡ」に住所を有している。
【００２４】
　ＡＴＣＣは、「Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｙｐｅ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ
」の略称であって、これは、特許手続きを目的とした微生物の寄託の国際的承認に関する
ブダペスト条約のもとで微生物株を寄託するための公的な国際寄託機関であり、「ＡＴＣ
Ｃ　Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ，　１０８０１　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｂｌ
ｖｄ．，　Ｍａｎａｓｓａｓ，　ＶＡ　１０１１０　ＵＳＡ」に住所を有している。
【００２５】
　本発明で使用される生物的防除剤は、以下のように、当技術分野において既知である。
【００２６】
　バシルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）ＡＱ７
４６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６１８）（以下では、「Ｂ１」と称されることもある）
は、ＷＯ　９８／２１９６６Ａ２から知られている。それは、特に、線虫類及び昆虫類に
対して活性を示し、そして、その上清中に、非外毒素性非タンパク質性活性代謝産物を産
生する。それらの代謝産物は、線虫類及びギキブリ類に対しては活性を示すが、ハエ類、
コーンルートワーム（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）又はシロイチモジヨトウ（ｂｅｅｔ
　ａｒｍｙｗｏｒｍ）に対しては活性を示さない。
【００２７】
　バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）ＡＱ７２６（ＮＲＲＬ
受託番号Ｂ－２１６６４）（以下では、「Ｂ２」と称されることもある）及びその水溶性
代謝産物は、コーンルートワーム（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）幼虫及びアブラムシな
どの昆虫類を殺すか又はそれらの成育を阻害する（ＷＯ　９９／０９８２０Ａ１）。
【００２８】
　ＷＯ　００／５８４４２Ａ１に記載されているように、バシルス・プミルス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）ＱＳＴ２８０８（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７）（以下
では、「Ｂ３」と称されることもある）は、インビボで広範囲の真菌性植物病害を抑制す
ることができる。さらに、この株をバシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔ
ｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）と組み合わせると、後者の殺虫活性が増強される。この株の
市販製剤は、「ＡｇｒａＱｕｅｓｔ，　Ｉｎｃ．ＵＳＡ」から「ＳＯＮＡＴＡ（登録商標
）」及び「ＢＡＬＬＡＤ（登録商標）　Ｐｌｕｓ」の商品名で販売されている。
【００２９】
　バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）ＡＱ７１７（ＮＲＲＬ受託
番号Ｂ－２１６６２）（以下では、「Ｂ４」と称されることもある）は、ＷＯ　９９／１
０４７７Ａ１から知られている。それは、コーンルートワーム（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏ
ｒｍ）、線虫類及びシロイチモジヨトウ（ｂｅｅｔ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）に対して殺有害
生物活性を示す代謝産物を産生する。
【００３０】
　ＷＯ　９８／２１９６７Ａ１に記載されている細菌株バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｓｐ．）ＡＱ１７５（ＡＴＣＣ受託番号５５６０８）（以下では、「Ｂ５」と称される
こともある）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７７（ＡＴＣＣ受託番
号５５６０９）（以下では、「Ｂ６」と称されることもある）及びバシルス属種（Ｂａｃ
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ｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７８（ＡＴＣＣ受託番号５３５２２）（以下では、「Ｂ７」
と称されることもある）は、地上部の真菌感染及び細菌感染に対して植物を治療及び保護
する上で有効である。
【００３１】
　代謝産物産生株バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７
４３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６５）（以下では、「Ｂ８」と称されることもある）
は、コーンルートワーム（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）幼虫、シロイチモジヨトウ（ｂ
ｅｅｔ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）幼虫、ハエ成虫及び線虫類を殺すか又はそれらの成育を阻害
する（ｃｆ．ＷＯ　９９／０９８１９）。
【００３２】
　バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（受託番号
Ｂ－２１６６１）〔別名：バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ
）ＱＳＴ７１３〕（以下では、「Ｂ９」と称されることもある）は、広い殺菌活性及び殺
細菌活性を示し、そして、コーンルートワーム（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）に対して
も活性を示す（ＷＯ　９８／５０４２２Ａ１）。この株の市販製剤は、「ＡｇｒａＱｕｅ
ｓｔ，　Ｉｎｃ．ＵＳＡ」から、「ＳＥＲＥＮＡＤＥ（登録商標）　Ｍａｘ」、「ＳＥＲ
ＥＮＡＤＥ（登録商標）　Ｓｏｉｌ」、「ＳＥＲＥＮＡＤＥ（登録商標）　Ａｓｏ」、「
ＳＥＲＥＮＡＤＥ（登録商標）　ＣＰＢ」及び「ＲＨＡＰＳＯＤＹ（登録商標）」の商品
名で入手可能である。
【００３３】
　ＷＯ　９８／２１９６４Ａ１に記載されているバシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ１５３（ＡＴＣＣ受託番号５５６１４）（以下では、「Ｂ１
０」と称されることもある）は、植物病原性細菌類及び植物病原性菌類の増殖を阻害する
上で有効である。
【００３４】
　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＢＤ
＃３２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１５３０）（以下では、「Ｂ１１」と称されることもあ
る）は、殺虫活性を示す（ＵＳ　５，６４５，８３１Ａ）。それは、コーンルートワーム
（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）を殺す上で１００％の効果を示す溶媒抽出可能な非外毒
素性非タンパク質性代謝産物を産生する。この細菌株によって産生されるバイオ農薬は、
コーンルートワーム（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）に対して活性を示すが、ハエ類に対
しては活性を示さない。
【００３５】
　ＷＯ　９８／２１９６５Ａ１によれば、抗生物質を産生する株バシルス・ツリンギエン
シス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＡＱ５２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ
－２１６１９）（以下では、「Ｂ１２」と称されることもある）は、広い殺菌活性及び殺
細菌活性を示す。
【００３６】
　ＷＯ　０２／０２０８２８９８Ａ１には、菌類、細菌類、昆虫類、ダニ類及び線虫類に
対する活性を有する揮発性抗生物質の混合物を産生する、ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓ
ｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）６２０〔「ムスコドル・アルブス（Ｍｏｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂ
ｕｓ）ＱＳＴ２０７９９」としても知られている〕（ＮＲＲＬ受託番号３０５４７）（以
下では、「Ｂ１３」と称されることもある）及びムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏ
ｒ　ｒｏｓｅｕｓ）Ａ３－５（ＮＲＲＬ受託番号３０５４８）（以下では、「Ｂ１４」と
称されることもある）を包含する内生菌（ｅｎｄｏｐｈｙｔｉｃ　ｆｕｎｇｉ）が記載さ
れている。
【００３７】
　ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）ＡＱ
７１９（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６３）（以下では、「Ｂ１５」と称されることもあ
る）は、コーンルートワーム（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）に対する殺有害生物活性を
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示す代謝産物を産生する（ＵＳ　６，０２７，７２３Ａ）。
【００３８】
　ＷＯ　０１／７９４８０Ａ２には、鱗翅目昆虫に対して殺虫活性を示すストレプトミセ
ス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）の株（ＮＲＲＬ受託番号３０
２３２）（以下では、「Ｂ１６」と称されることもある）が記載されている。
【００３９】
　ＷＯ　０２／２６０４１Ａ２に記載されているストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏ
ｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）株（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３０１４５）（以下では、「Ｂ１７」と
称されることもある）は、アルテルナリア属（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）、フィトフトラ属
（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）、ボトリチス属（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）、リゾクトニア属（
Ｒｈｉｚｏｃｔｏｉｚｉａ）及びスクレロチニア属（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ）などの特
定の植物病原体に対して抗菌活性を示す。
【００４０】
　バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）ＢＭＰ１２３（以下では、「Ｂ１８
」と称されることもある）の市販製剤は、「ＡｇｒａＱｕｅｓｔ，　Ｉｎｃ．ＵＳＡ」か
ら「ＢＡＲＩＴＯＮＥ（登録商標）」の商品名で入手可能である。それは、殺虫活性を示
し、そして、シャクトリムシ、アワヨトウ及び蛾類などを包含する鱗翅目昆虫に対して有
効である。ＢＡＲＩＴＯＮＥ（登録商標）には、ＥＰＡ登録番号６２６３７－５－６９５
９２が割り当てられている。
【００４１】
　株バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（「
ＱＳＴ３０００２」としても知られている）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４２１；寄託日
　２０１０年１０月５日）（以下では、「Ｂ１９」と称されることもある）及びバシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００４（「ＱＳＴ３００
０４」としても知られている）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４５５；寄託日　２０１０年
１０月５日）（以下では、「Ｂ２０」と称されることもある）は、ＷＯ　２０１２／０８
７９８０Ａ１（これは、参照により本明細書に組み入れる）から知られている。その中に
記載され得ているように、これらのＢＣＡは、広範な殺菌活性及び殺細菌活性を示す。Ｂ
１９及びＢ２０は、ｓｗｒＡ遺伝子において突然変異を有しており、それによって、野生
型ｓｗｒＡ遺伝子を含んでいる株と比較して、遊走能力が損なわれており、そして、植物
の健康促進が増強されている。そのような突然変異によって、これらのＢＣＡは、野生型
細菌株よりも堅固なバイオフィルムを形成するようになり、その結果、それらの殺菌活性
及び殺細菌活性が高まる。
【００４２】
　好ましい実施形態では、本発明の組成物は、該生物的防除剤がバシルス・プミルス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７）及びバシルス・
スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－
２１６６１）並びに／又は上記個々の株の全ての識別特性を有している該株の突然変異体
並びに／又は昆虫類、ダニ類、線虫類及び／若しくは植物病原体に対して活性を示す上記
個々の株によって産生される代謝産物からなる群から選択されることを特徴とする。
【００４３】
　好まし別の実施形態では、本発明の組成物は、該生物的防除剤がバシルス・スブチリス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（「ＱＳＴ３０００２」として
も知られている）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４２１）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００４（「ＱＳＴ３０００４」としても知られ
ている）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４５５）若しくはｓｗｒＡ遺伝子において突然変異
を有している（それによって、野生型ｓｗｒＡ遺伝子を含んでいる細菌株と比較して、遊
走能力が損なわれており、そして、植物の健康促進が増強されている）バシルス・スブチ
リス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）株並びに／又は上記個々の株の全ての識別
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特性を有している該株の突然変異体並びに／又は昆虫類、ダニ類、線虫類及び／若しくは
植物病原体に対して活性を示す上記個々の株によって産生される代謝産物からなる群から
選択されることを特徴とする。
【００４４】
　好まし別の実施形態では、本発明の組成物は、以下のものからなる群から選択される少
なくとも２種類の生物的防除剤の組合せを含んでいる：バシルス・キチノスポルス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）ＡＱ７４６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６
１８）、バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）ＡＱ７２６（Ｎ
ＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６４）、バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌ
ｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７）、バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｐｕｍｉｌｕｓ）ＡＱ７１７（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６２）、バシルス属種（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７５（ＡＴＣＣ受託番号５５６０８）、バシルス属種（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７７（ＡＴＣＣ受託番号５５６０９）、バシルス属種（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７８（ＡＴＣＣ受託番号５３５２２）、バシルス・ス
ブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７４３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２
１６６５）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３
（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕ
ｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ１５３（ＡＴＣＣ受託番号５５６１４）、バシルス・ツリンギエンシ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＢＤ＃３２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ
－２１５３０）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅ
ｎｓｉｓ）ＡＱ５２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６１９）、ムスコドル・アルブス（Ｍｕ
ｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）６２０（ＮＲＲＬ受託番号３０５４７）、ムスコドル・ロセ
ウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）Ａ３－５（ＮＲＲＬ受託番号３０５４８）、ロ
ドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）ＡＱ７１
９（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６３）、ストレプトミセス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏ
ｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号３０２３２）、ストレプトミセス属種（
Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３０１４５）、バシルス・
ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
　ｓｕｂｓｐｅｃ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）ＢＭＰ１２３、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４２１）及び
バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００４（ＮＲＲ
Ｌ受託番号Ｂ－５０４５５）、並びに／又は、それらの個々の株の全ての識別特性を有し
ている該株の突然変異体、並びに／又は、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／若しくは植物病
原体に対して活性を示すそれらの個々の株によって産生される代謝産物。
【００４５】
　本発明の１実施形態では、該生物的防除剤は、個々の微生物の単離された純粋な培養物
のみではなく、全ブロス培養物中のそれらの懸濁液又は当該株の全ブロス培養物から得ら
れた代謝産物含有上清若しくは純粋な代謝産物も含んでいる。「全ブロス培養物（ｗｈｏ
ｌｅ　ｂｒｏｔｈ　ｃｕｌｔｕｒｅ）」は、細胞と培地の両方を含んでいる液体培養を意
味する。「上清」は、ブロス中で増殖した細胞が遠心分離、濾過、沈降又は当技術分野で
よく知られている別の方法によって除去されたときに残っている液体ブロスを意味する。
【００４６】
　非病原性微生物によって産生される上記代謝産物としては、以下のものなどがある：抗
生物質、酵素、シデロホア、及び、成長促進剤、例えば、ツヴィッターマイシン－Ａ、カ
ノサミン、ポリオキシン、酵素、例えば、α－アミラーゼ、キチナーゼ及びペクチナーゼ
、植物ホルモン及びその前駆物質、例えば、オーキシン類、ジベレリン様物質、サイトカ
イン様化合物、リポペプチド類、例えば、イツリン類、プリパスタチン類、又は、サーフ
ァクチン類、例えば、アグラスタチンＡ、バシロマイシンＤ、バシリシン、ジフィシジン
、マクロラクチン、フェンギシン、バシリシン、及び、バシラエン（ｂａｃｉｌａｅｎｅ
）上記リストの中の好ましい代謝産物は、リポペプチド類、特に、バシルス・プミルス（
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Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７）又はバシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ
－２１６６１）によって産生されるリポペプチド類である。とりわけ好ましい代謝産物は
、イツリンＡ、サーファクチン、プリパスタチン及びアグラスタチンＡである。一層さら
に好ましい代謝産物は、アグラスタチンＡである。
【００４７】
　本発明によれば、該生物的防除剤は、活動状態又は休眠状態などのいずれの生理状態に
おいても、利用又は使用することが可能である。
【００４８】
　殺虫剤
　「殺虫剤（ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ）」及び用語「殺虫性（ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄａｌ
）」は、ある物質が昆虫の死亡率を増大させる能力又は昆虫の成長速度を抑制する能力を
意味する。本明細書中で使用される場合、用語「昆虫」は、「昆虫綱」の全ての生物を包
含する。用語「前成虫期（ｐｒｅ－ａｄｕｌｔ）」昆虫は、成虫段階より前の段階にある
生物の全ての形態（例えば、卵、幼虫（ｌａｒｖａ）、及び、若虫（ｎｙｍｐｈ））を意
味する。
【００４９】
　「殺線虫剤（ｎｅｍａｔｉｃｉｄｅ）」及び「殺線虫性（ｎｅｍａｔｉｃｉｄａｌ）」
は、ある物質が線虫の死亡率を増大させる能力又は線虫の成長速度を抑制する能力を意味
する。一般に、用語「線虫」は、当該生物の卵形態、幼虫（ｌａｒｖａｅ）形態、幼若（
ｊｕｖｅｎｉｌｅ）形態及び成熟形態を包含する。
【００５０】
　「殺ダニ剤（ａｃａｒｉｃｉｄｅ）」及び「殺ダニ性（ａｃａｒｉｃｉｄａｌ）」は、
ある物質がクモ綱ダニ亜綱に属する外部寄生虫の死亡率を増大させる能力又はクモ綱ダニ
亜綱に属する外部寄生虫の成長速度を抑制する能力を意味する。
【００５１】
　本明細書中において「一般名」で特定されている活性成分は、既知であり、そして、例
えば、「Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」（“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎ
ｕａｌ”，　１４ｔｈ　Ｅｄ．，　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　
Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００６）に記載されているか、又は、インターネット（例えば、「ｈ
ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）で検索する
ことができる。
【００５２】
　本発明による少なくとも１種類の殺虫剤は、ナトリウムチャンネルモジュレーター及び
電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬からなる群から選択される。本発明によれば、ナ
トリウムチャンネルモジュレーターは、好ましくは、同時に、ナトリウムチャンネル遮断
薬でもあり得る／としても作用し得る。逆もまた同様である。
【００５３】
　好ましい実施形態では、ナトリウムチャンネルモジュレーター及び／又は電位依存性ナ
トリウムチャンネル遮断薬は、ピレスロイド系、ＤＤＴ（Ｉ１３９）、メトキシクロル（
Ｉ１４０）、インドキサカルブ（Ｉ２１９）及びメタフルミゾン（Ｉ２２０）からなる群
から選択される。
【００５４】
　好ましい実施形態では、ナトリウムチャンネルモジュレーター及び／又は電位依存性ナ
トリウムチャンネル遮断薬は、
アクリナトリン（Ｉ９６）、アレスリン（Ｉ９７）、ｄ－シス－トランスアレスリン（Ｉ
９８）、ｄ－トランスアレスリン（Ｉ９９）、ビフェントリン（Ｉ１００）、ビオアレス
リン（Ｉ１０１）、ビオアレスリン　Ｓ－シクロペンテニル異性体（Ｉ１０２）、ビオレ
スメトリン（Ｉ１０３）、シクロプロトリン（Ｉ１０４）、シフルトリン（Ｉ１０５）、
ベータ－シフルトリン（Ｉ１０６）、シハロトリン（Ｉ１０７）、ラムダ－シハロトリン
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（Ｉ１０８）、ガンマ－シハロトリン（Ｉ１０９）、シペルメトリン（Ｉ１１０）、アル
ファ－シペルメトリン（Ｉ１１１）、ベータ－シペルメトリン（Ｉ１１２）、シータ－シ
ペルメトリン（Ｉ１１３）、ゼータ－シペルメトリン（Ｉ１１４）、シフェノトリン［（
１Ｒ）－トランス異性体］（Ｉ１１５）、デルタメトリン（Ｉ１１６）、エムペントリン
［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］（Ｉ１１７）、エスフェンバレレート（Ｉ１１８）、エト
フェンプロックス（Ｉ１１９）、フェンプロパトリン（Ｉ１２０）、フェンバレレート（
Ｉ１２１）、フルシトリネート（Ｉ１２２）、フルメトリン（Ｉ１２３）、タウ－フルバ
リネート（Ｉ１２４）、ハルフェンプロックス（Ｉ１２５）、イミプロトリン（Ｉ１２６
）、カデトリン（Ｉ１２７）、ペルメトリン（Ｉ１２８）、フェノトリン［（１Ｒ）－ト
ランス異性体］（Ｉ１２９）、プラレトリン（Ｉ１３０）、ピレトリン（除虫菊（ｐｙｒ
ｅｔｈｒｕｍ））（Ｉ１３１）、レスメトリン（Ｉ１３２）、シラフルオフェン（Ｉ１３
３）、テフルトリン（Ｉ１３４）、テトラメトリン（Ｉ１３５）、テトラメトリン［（１
Ｒ）異性体］（Ｉ１３６）、トラロメトリン（Ｉ１３７）、トランスフルトリン（Ｉ１３
８）、ＤＤＴ（Ｉ１３９）、メトキシクロル（Ｉ１４０）、インドキサカルブ（Ｉ２１９
）及びメタフルミゾン（Ｉ２２０）からなる群から選択される。
【００５５】
　本発明の好ましい実施形態によれば、該少なくとも１種類の殺虫剤は、アクリナトリン
（Ｉ９６）、アルファ－シペルメトリン（Ｉ１１１）、ベータ－シフルトリン（Ｉ１０６
）、ビフェントリン（Ｉ１００）、シフルトリン（Ｉ１０５）、シペルメトリン（Ｉ１１
０）、デルタメトリン（Ｉ１１６）、ガンマ－シハロトリン（Ｉ１０９）、ラムダ－シハ
ロトリン（Ｉ１０８）、テフルトリン（Ｉ１３４）、インドキサカルブ（Ｉ２１９）及び
メタフルミゾン（Ｉ２２０）からなる群から選択される。
【００５６】
　本発明の好ましい別の実施形態によれば、該少なくとも１種類の殺虫剤は、ベータ－シ
フルトリン（Ｉ１０６）、デルタメトリン（Ｉ１１６）及びテフルトリン（Ｉ１３４）か
らなる群から選択される。
【００５７】
　本発明の１実施形態では、該殺虫剤（例えば、種子処理において使用するための殺虫剤
）は、シペルメトリン（Ｉ１１０）及びテフルトリン（Ｉ１３４）からなる群から選択さ
れる。本発明の１実施形態では、該組成物は、上記で定義されている殺虫剤及び生物的防
除剤とは異なるさらなる殺虫剤を含んでいる。
【００５８】
　好ましくは、このさらなる殺虫剤は、以下のものからなる群から選択される：
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、
　カーバメート系、例えば、アラニカルブ（Ｉ１）、アルジカルブ（Ｉ２）、ベンジオカ
ルブ（Ｉ３）、ベンフラカルブ（Ｉ４）、ブトカルボキシム（Ｉ５）、ブトキシカルボキ
シム（Ｉ６）、カルバリル（Ｉ７）、カルボフラン（Ｉ８）、カルボスルファン（Ｉ９）
、エチオフェンカルブ（Ｉ０）、フェノブカルブ（Ｉ１１）、ホルメタネート（Ｉ１２）
、フラチオカルブ（Ｉ１３）、イソプロカルブ（Ｉ１４）、メチオカルブ（Ｉ１５）、メ
ソミル（Ｉ１６）、メトルカルブ（Ｉ１７）、オキサミル（Ｉ１８）、ピリミカーブ（Ｉ
１９）、プロポクスル（Ｉ２０）、チオジカルブ（Ｉ２１）、チオファノックス（Ｉ２２
）、トリアザメート（Ｉ２３）、トリメタカルブ（Ｉ２４）、ＸＭＣ（Ｉ２５）、及び、
キシリルカルブ（Ｉ２６）；又は、
　有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート（Ｉ２７）、アザメチホス（Ｉ２８）、
アジンホス－エチル（Ｉ２９）、アジンホス－メチル（Ｉ３０）、カズサホス（Ｉ３１）
、クロルエトキシホス（Ｉ３２）、クロルフェンビンホス（Ｉ３３）、クロルメホス（Ｉ
３４）、クロルピリホス（Ｉ３５）、クロルピリホス－メチル（Ｉ３６）、クマホス（Ｉ
３７）、シアノホス（Ｉ３８）、ジメトン－Ｓ－メチル（Ｉ３９）、ダイアジノン（Ｉ４
０）、ジクロルボス／ＤＤＶＰ（Ｉ４１）、ジクロトホス（Ｉ４２）、ジメトエート（Ｉ
４３）、ジメチルビンホス（Ｉ４４）、ダイスルホトン（Ｉ４５）、ＥＰＮ（Ｉ４６）、
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エチオン（Ｉ４７）、エトプロホス（Ｉ４８）、ファムフール（Ｉ４９）、フェナミホス
（Ｉ５０）、フェニトロチオン（Ｉ５１）、フェンチオン（Ｉ５２）、ホスチアゼート（
Ｉ５３）、ヘプテノホス（Ｉ５４）、イミシアホス（Ｉ５５）、イソフェンホス（Ｉ５６
）、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピル（Ｉ５７）、イソキ
サチオン（Ｉ５８）、マラチオン（Ｉ５９）、メカルバム（Ｉ６０）、メタミドホス（Ｉ
６１）、メチダチオン（Ｉ６２）、メビンホス（Ｉ６３）、モノクロトホス（Ｉ６４）、
ナレド（Ｉ６５）、オメトエート（Ｉ６６）、オキシジメトン－メチル（Ｉ６７）、パラ
チオン（Ｉ６８）、パラチオン－メチル（Ｉ６９）、フェントエート（Ｉ７０）、ホレー
ト（Ｉ７１）、ホサロン（Ｉ７２）、ホスメット（Ｉ７３）、ホスファミドン（Ｉ７４）
、ホキシム（Ｉ７５）、ピリミホス－メチル（Ｉ７６）、プロフェノホス（Ｉ７７）、プ
ロペタムホス（Ｉ７８）、プロチオホス（Ｉ７９）、ピラクロホス（Ｉ８０）、ピリダフ
ェンチオン（Ｉ８１）、キナルホス（Ｉ８２）、スルホテップ（Ｉ８３）、テブピリムホ
ス（Ｉ８４）、テメホス（Ｉ８５）、テルブホス（Ｉ８６）、テトラクロルビンホス（Ｉ
８７）、チオメトン（Ｉ８８）、トリアゾホス（Ｉ８９）、トリクロルホン（Ｉ９０）、
及び、バミドチオン（Ｉ９１）；
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、
　シクロジエン有機塩素系、例えば、クロルダン（Ｉ９２）、及び、エンドスルファン（
Ｉ９３）；又は、
　フェニルピラゾール系（フィプロール系）、例えば、エチプロール（Ｉ９４）、及び、
フィプロニル（Ｉ９５）；
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
薬、例えば、
　ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン（Ｉ９６）、アレスリン（Ｉ９７）、ｄ－シ
ス－トランスアレスリン（Ｉ９８）、ｄ－トランスアレスリン（Ｉ９９）、ビフェントリ
ン（Ｉ１００）、ビオアレスリン（Ｉ１０１）、ビオアレスリン　Ｓ－シクロペンテニル
異性体（Ｉ１０２）、ビオレスメトリン（Ｉ１０３）、シクロプロトリン（Ｉ１０４）、
シフルトリン（Ｉ１０５）、ベータ－シフルトリン（Ｉ１０６）、シハロトリン（Ｉ１０
７）、ラムダ－シハロトリン（Ｉ１０８）、ガンマ－シハロトリン（Ｉ１０９）、シペル
メトリン（Ｉ１１０）、アルファ－シペルメトリン（Ｉ１１１）、ベータ－シペルメトリ
ン（Ｉ１１２）、シータ－シペルメトリン（Ｉ１１３）、ゼータ－シペルメトリン（Ｉ１
１４）、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］（Ｉ１１５）、デルタメトリン（
Ｉ１１６）、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］（Ｉ１１７）、エスフェンバ
レレート（Ｉ１１８）、エトフェンプロックス（Ｉ１１９）、フェンプロパトリン（Ｉ１
２０）、フェンバレレート（Ｉ１２１）、フルシトリネート（Ｉ１２２）、フルメトリン
（Ｉ１２３）、タウ－フルバリネート（Ｉ１２４）、ハルフェンプロックス（Ｉ１２５）
、イミプロトリン（Ｉ１２６）、カデトリン（Ｉ１２７）、ペルメトリン（Ｉ１２８）、
フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］（Ｉ１２９）、プラレトリン（Ｉ１３０）、
ピレトリン（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））（Ｉ１３１）、レスメトリン（Ｉ１３２）
、シラフルオフェン（Ｉ１３３）、テフルトリン（Ｉ１３４）、テトラメトリン（Ｉ１３
５）、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］（Ｉ１３６）、トラロメトリン（Ｉ１３７）、
及び、トランスフルトリン（Ｉ１３８）；又は、ＤＤＴ（Ｉ１３９）；又は、メトキシク
ロル（Ｉ１４０）；
　（４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド（Ｉ１４１）、クロチアニジン（Ｉ１４
２）、ジノテフラン（Ｉ１４３）、イミダクロプリド（Ｉ１４４）、ニテンピラム（Ｉ１
４５）、チアクロプリド（Ｉ１４６）、及び、チアメトキサム（Ｉ１４７）；又は、ニコ
チン（Ｉ１４８）；又は、スルホキサフロル（Ｉ１４９）；
　（５）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロステリック活性化薬、例
えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラム（Ｉ１５０）、及び、スピノサド（Ｉ１５１）；
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　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例えば、アバメクチン（Ｉ１５２）、エマメク
チン安息香酸塩（Ｉ１５３）、レピメクチン（Ｉ１５４）、及び、ミルベメクチン（Ｉ１
５５）；
　（７）　幼若ホルモンミミック、例えば、
　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン（Ｉ１５６）、キノプレン（Ｉ１５７）
、及び、メトプレン（Ｉ１５８）；又は、フェノキシカルブ（Ｉ１５９）；又は、ピリプ
ロキシフェン（Ｉ１６０）；
　（８）　種々の非特異的（多部位）阻害薬、例えば、
　ハロゲン化アルキル系、例えば、臭化メチル（Ｉ１６１）、及び、別のハロゲン化アル
キル；又は、クロロピクリン（Ｉ１６２）；又は、フッ化スルフリル（Ｉ１６３）；又は
、ホウ砂（Ｉ１６４）；又は、吐酒石（Ｉ１６５）；
　（９）　選択的同翅類摂食阻害薬、例えば、ピメトロジン（Ｉ１６６）；又は、フロニ
カミド（Ｉ１６７）；
　（１０）　ダニ成長阻害薬、例えば、クロフェンテジン（Ｉ１６８）、ヘキシチアゾク
ス（Ｉ１６９）、及び、ジフロビダジン（Ｉ１７０）；又は、エトキサゾール（Ｉ１７１
）；
　（１１）　昆虫中腸膜の微生物ディスラプター、例えば、バシルス・ツリンギエンシス
・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓ
ｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）（Ｉ１７２）、バシルス・ツリンギエンシス・
亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉ
ｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）（Ｉ１７３）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔ
ａｋｉ）（Ｉ１７４）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉ
ｓ）（Ｉ１７５）、及び、Ｂ．ｔ．作物タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒ
ｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ１Ａ．１０５、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｖｉｐ３Ａ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａ
ｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４Ａｂ１／３５Ａｂ１（Ｉ１７６）；又は、バシルス・スフ
ァエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）（Ｉ１７７）；
　（１２）　ミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害薬、例えば、ジアフェンチウロン（
Ｉ１７８）；又は、有機スズ系殺ダニ薬、例えば、アゾシクロチン（Ｉ１７９）、シヘキ
サチン（Ｉ１８０）、及び、酸化フェンブタスズ（Ｉ１８１）；又は、プロパルギット（
Ｉ１８２）；又は、テトラジホン（Ｉ１８３）；
　（１３）　プロトン勾配を破壊することによる酸化的リン酸化の脱共役剤、例えば、ク
ロルフェナピル（Ｉ１８４）、ＤＮＯＣ（Ｉ１８５）、及び、スルフルラミド（Ｉ１８６
）；
　（１４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャンネル遮断薬、例えば
、ベンスルタップ（Ｉ１８７）、カルタップ塩酸塩（Ｉ１８８）、チオシクラム（Ｉ１８
９）、及び、チオスルタップ－ナトリウム（Ｉ１９０）；
　（１５）　キチン生合成の阻害薬（タイプ０）、例えば、ビストリフルロン（Ｉ１９１
）、クロルフルアズロン（Ｉ１９２）、ジフルベンズロン（Ｉ１９３）、フルシクロクス
ロン（Ｉ１９４）、フルフェノクスロン（Ｉ１９５）、ヘキサフルムロン（Ｉ１９６）、
ルフェヌロン（Ｉ１９７）、ノバルロン（Ｉ１９８）、ノビフルムロン（Ｉ１９９）、テ
フルベンズロン（Ｉ２００）、及び、トリフルムロン（Ｉ２０１）；
　（１６）　キチン生合成の阻害薬（タイプ１）、例えば、ブプロフェジン（Ｉ２０２）
；
　（１７）　脱皮撹乱剤（ｍｏｕｌｔｉｎｇ　ｄｉｓｒｕｐｔｏｒ）、例えば、シロマジ
ン（Ｉ２０３）；
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、クロマフェノジド（Ｉ２０４）、ハロフ
ェノジド（Ｉ２０５）、メトキシフェノジド（Ｉ２０６）、及び、テブフェノジド（Ｉ２
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０７）；
　（１９）　オクトパミン受容体作動薬、例えば、アミトラズ（Ｉ２０８）；
　（２０）　ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、ヒドラメチルノン（
Ｉ２０９）；又は、アセキノシル（Ｉ２１０）；又は、フルアクリピリム（Ｉ２１１）；
　（２１）　ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン（Ｉ２１２）、フェンピロキシメート（Ｉ２
１３）、ピリミジフェン（Ｉ２１４）、ピリダベン（Ｉ２１５）、テブフェンピラド（Ｉ
２１６）、及び、トルフェンピラド（Ｉ２１７）；又は、ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）（Ｉ
２１８）；
　（２２）　電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、インドキサカルブ（Ｉ２
１９）；又は、メタフルミゾン（Ｉ２２０）；
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン（Ｉ２２１）
、スピロメシフェン（Ｉ２２２）、及び、スピロテトラマト（Ｉ２２３）；
　（２４）　ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、
　ホスフィン系、例えば、リン化アルミニウム（Ｉ２２４）、リン化カルシウム（Ｉ２２
５）、ホスフィン（Ｉ２２６）、及び、リン化亜鉛（Ｉ２２７）；又は、シアン化物（Ｉ
２２８）；
　（２５）　ミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　β－ケトニトリル誘導体、例えば、シエノピラフェン（Ｉ２２９）、及び、シフルメト
フェン（Ｉ２３０）；
　（２８）　リアノジン受容体モジュレーター、例えば、
　ジアミド系、例えば、クロラントラニリプロール（Ｉ２３１）、シアントラニリプロー
ル（Ｉ２３２）、及び、フルベンジアミド（Ｉ２３３）；
　作用機序が知られていないか又は確定していないさらなる活性成分、例えば、アミドフ
ルメト（Ｉ２３４）、アザジラクチン（Ｉ２３５）、ベンクロチアズ（Ｉ２３６）、ベン
ゾキシメート（Ｉ２３７）、ビフェナゼート（Ｉ２３８）、ブロモプロピレート（Ｉ２３
９）、キノメチオナート（Ｉ２４０）、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）（Ｉ２４１）、ジコ
ホル（Ｉ２４２）、ジフロビダジン（Ｉ２４３）、フルエンスルホン（Ｉ２４４）、フル
フェネリム（Ｉ２４５）、フルフィプロール（Ｉ２４６）、フルオピラム（Ｉ２４７）、
フフェノジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）（Ｉ２４８）、イミダクロチズ（Ｉ２４９）、イ
プロジオン（Ｉ２５０）、メペルフルトリン（Ｉ２５１）、ピリダリル（Ｉ２５２）、ピ
リフルキナゾン（Ｉ２５３）、テトラメチルフルトリン（Ｉ２５４）、及び、ヨードメタ
ン（Ｉ２５５）；　バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づく
さらなる製品（これは、限定するものではないが、以下のものを包含する：株ＣＮＣＭ　
Ｉ－１５８２、例えば、ＶＯＴｉＶＯＴＭ，　ＢｉｏＮｅｍ）（Ｉ２５６）、又は、以下
の既知活性化合物のうちの１種類：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［
（１－シクロプロピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－
２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（Ｉ２５７）（ＷＯ２００５／０７
７９３４から既知）、４－｛［（６－ブロモピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオ
ロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２５８）（ＷＯ２００７／１１５６４
４から既知）、４－｛［（６－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフル
オロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２５９）（ＷＯ２００７／１１５６
４４から既知）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］（２
－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２６０）（ＷＯ２００７／１
１５６４４から既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メチル］（２－フル
オロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２６１）（ＷＯ２００７／１１５６
４４から既知）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａｄｉｆｕｒｏｎｅ）（Ｉ２６２）、
４－｛［（６－クロル－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝
フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２６３）（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－
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｛［（５，６－ジクロロピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝
フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２６４）（ＷＯ２００７／１１５６４６から既知）、４－
｛［（６－クロロ－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミ
ノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２６５）（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、
４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン
－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２６６）（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、４－｛［（６
－クロルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（
Ｉ２６７）（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、｛［１－（６－クロロピリジン－３
－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（Ｉ２６８
）（ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）及びそのジアステレオマー｛［（１Ｒ）－１
－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリ
デン｝シアナミド（Ａ）（Ｉ２６９）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリジン－３
－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（Ｂ）（Ｉ
２７０）（同様に、ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）、並びに、ジアステレオマー
［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン
－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ１）（Ｉ２７１）及び
［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン
－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ２）（Ｉ２７２）（ジ
アステレオマーＡの群と称される）（ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７
４７５１から既知）、［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ
１）（Ｉ２７３）及び［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ
２）（Ｉ２７４）（ジアステレオマーＢの群と称される）（同様に、ＷＯ２０１０／０７
４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、並びに、１１－（４－クロロ－２，
６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４－ジオキサ－９－アザジスピロ［４
．２．４．２］テトラデカ－１１－エン－１０－オン（Ｉ２７５）（ＷＯ２００６／０８
９６３３から既知）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビフェニル－３－イル）
－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（
Ｉ２７６）（ＷＯ２００８／０６７９１１から既知）、１－｛２－フルオロ－４－メチル
－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（Ｉ２７７）（ＷＯ２０
０６／０４３６３５から既知）、アフィドピロペン　［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，１２ａ
Ｓ，１２ｂＳ）－３－［（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－６，１２－ジヒドロキ
シ－４，１２ｂ－ジメチル－１１－オキソ－９－（ピリジン－３－イル）－１，３，４，
４ａ，５，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベンゾ［ｆ］
ピラノ［４，３－ｂ］クロメン－４－イル］メチル　シクロプロパンカルボキシレート（
Ｉ２７８）（ＷＯ２００８／０６６１５３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメ
トキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼンスルホンアミド（Ｉ２７９）（ＷＯ２００６／０５
６４３３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンス
ルホンアミド（Ｉ２８０）（ＷＯ２００６／１００２８８から既知）、２－シアノ－３－
（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（Ｉ２８１）（ＷＯ２００
５／０３５４８６から既知）、４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－
１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン　１，１－ジオキシド（Ｉ２８２）（ＷＯ２００
７／０５７４０７から既知）、Ｎ－［１－（２，３－ジメチルフェニル）－２－（３，５
－ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－アミン（
Ｉ２８３）（ＷＯ２００８／１０４５０３から既知）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－
クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３
，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン
（Ｉ２８４）（ＷＯ２００３／１０６４５７から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニ
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ル）－４－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン
－２－オン（Ｉ２８５）（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、３－（２，５－ジメ
チルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３
－エン－４－イル　エチル　カルボネート（Ｉ２８６）（ＷＯ２００９／０４９８５１か
ら既知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－６－（３，５－ジメチルピペリジ
ン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（Ｉ２８７）（ＷＯ２００４／０９９１６０か
ら既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，３，３
－トリフルオロプロピル）マロノニトリル（Ｉ２８８）（ＷＯ２００５／０６３０９４か
ら既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，３，４
，４，４－ペンタフルオロブチル）マロノニトリル（Ｉ２８９）（ＷＯ２００５／０６３
０９４から既知）、８－［２－（シクロプロピルメトキシ）－４－（トリフルオロメチル
）フェノキシ］－３－［６－（トリフルオロメチル）ピリダジン－３－イル］－３－アザ
ビシクロ［３．２．１］オクタン（Ｉ２９０）（ＷＯ２００７／０４０２８０から既知）
、フロメトキン（Ｉ２９１）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－
６０－２）（Ｉ２９２）（ＪＰ２０１０／０１８５８６から既知）、５－［５－（３，５
－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキ
サゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニト
リル（Ｉ２９３）（ＷＯ２００７／０７５４５９から既知）、５－［５－（２－クロロピ
リジン－４－イル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリ
ル（Ｉ２９４）（ＷＯ２００７／０７５４５９から既知）、４－［５－（３，５－ジクロ
ロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール
－３－イル］－２－メチル－Ｎ－｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチ
ル）アミノ］エチル｝ベンズアミド（Ｉ２９５）（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知
）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝－
１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２９６）、４－｛［（６－クロロピリジン
－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－
２（５Ｈ）－オン（Ｉ２９７）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（
エチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン（Ｉ２９８）、４－｛［（
６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－
２（５Ｈ）－オン（Ｉ２９９）（これらは、全て、ＷＯ２０１０／００５６９２から既知
）、ピフルブミド　Ｎ－［４－（１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロ－２－メトキ
シプロパン－２－イル）－３－イソブチルフェニル］－Ｎ－イソブチリル－１，３，５－
トリメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（Ｉ３００）（ＷＯ２００２／０９
６８８２から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロロ－３－メチルベ
ンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（Ｉ３０１）（ＷＯ２００５／０８
５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベ
ンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（Ｉ３０２）（ＷＯ２００５／０８
５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベ
ンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（Ｉ３０３）（ＷＯ２００５／０８
５２１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロ
ロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイ
ル］－１，２－ジエチルヒドラジンカルボン酸メチル（Ｉ３０４）（ＷＯ２００５／０８
５２１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロ
ロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイ
ル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（Ｉ３０５）（ＷＯ２００５／０８５２１
６から既知）、（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７ＳＲ）－１－（６－クロロ－３－ピリジル
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メチル）－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒドロ－７－メチル－８－ニトロ－５
－プロポキシイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン（Ｉ３０６）（ＷＯ２００７／１０１３６
９から既知）、２－｛６－［２－（５－フルオロピリジン－３－イル）－１，３－チアゾ
ール－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（Ｉ３０７）（ＷＯ２０１０／００６
７１３から既知）、２－｛６－［２－（ピリジン－３－イル）－１，３－チアゾール－５
－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（Ｉ３０８）（ＷＯ２０１０／００６７１３か
ら既知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６
－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テ
トラゾール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（Ｉ３０９）
（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ
－［４－シアノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（
トリフルオロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－
５－カルボキサミド（Ｉ３１０）（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［２－
（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（３－ク
ロロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラゾール
－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（Ｉ３１１）（ＷＯ２０
１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シ
アノ－６－メチルフェニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（
トリフルオロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－
５－カルボキサミド（Ｉ３１２）（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、（１Ｅ）－
Ｎ－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－Ｎ’－シアノ－Ｎ－（２，２－ジフ
ルオロエチル）エタンイミドアミド（Ｉ３１３）（ＷＯ２００８／００９３６０から既知
）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－
６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－カルボキサミド（Ｉ３１４）（ＣＮ１０２０５７９２５から既知）、及び
、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル－
１－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（Ｉ３１５）（ＷＯ２０１１／０４９２３３から
既知）。
【００５９】
　本発明の好ましい実施形態では、該殺虫剤は、合成殺虫剤である。本明細書中で使用さ
れる場合、用語「合成（ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ）」は、生物的防除剤からは得られていない
化合物を定義する。特に、合成殺虫剤又は合成殺菌剤は、本発明による生物的防除剤の代
謝産物ではない。
【００６０】
　本発明による組成物
　本発明によれば、該組成物は、少なくとも１種類の生物的防除剤〔ここで、該生物的防
除剤は、バシルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）
ＡＱ７４６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６１８）、バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）ＡＱ７２６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６４）、バシルス・
プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７）、
バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）ＡＱ７１７（ＮＲＲＬ受託番
号Ｂ－２１６６２）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７５（ＡＴＣＣ
受託番号５５６０８）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７７（ＡＴＣ
Ｃ受託番号５５６０９）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７８（ＡＴ
ＣＣ受託番号５３５２２）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉ
ｓ）ＡＱ７４３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６５）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）、バシル
ス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ１５３（ＡＴＣＣ受託番号
５５６１４）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
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ｓｉｓ）ＢＤ＃３２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１５３０）、バシルス・ツリンギエンシス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＡＱ５２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２
１６１９）、ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）６２０（ＮＲＲＬ
受託番号３０５４７）、ムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）Ａ３
－５（ＮＲＲＬ受託番号３０５４８）、ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）ＡＱ７１９（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６３）、スト
レプトミセス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番
号３０２３２）、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）（ＮＲＲ
Ｌ受託番号Ｂ－３０１４５）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）ＢＭＰ
１２３、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２
（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４２１）及びバシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓ
ｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００４（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４５５）、並びに／又は、
上記微生物の個々の株の全ての識別特性を有している該株の突然変異体、並びに／又は、
昆虫類、ダニ類、線虫類及び／若しくは植物病原体に対して活性を示す上記微生物の個々
の株によって産生される代謝産物からなる群から選択される〕及び少なくとも１種類の殺
虫剤〔ここで、該殺虫剤は、ナトリウムチャンネルモジュレーター及び電位依存性ナトリ
ウムチャンネル遮断薬からなる群から選択される〕を相乗的に有効な量で含んでいる。
【００６１】
　本発明による「相乗的に有効な量（ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃａｌｌｙ　ｅｆｆｅｃｔｉ
ｖｅ　ａｍｏｕｎｔ）」は、該生物的防除剤単独又は該殺虫剤単独と比較して、昆虫類、
ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体に対して統計的に有意に効果が高い、生物的防除剤
と殺虫剤の組合せの量を表している。
【００６２】
　好ましい実施形態においては、本発明による組成物は、以下の組合せを含んでいる：
Ｂ１＋Ｉ９６、Ｂ１＋Ｉ９７、Ｂ１＋Ｉ９８、Ｂ１＋Ｉ９９、Ｂ１＋Ｉ１００、Ｂ１＋Ｉ
１０１、Ｂ１＋Ｉ１０２、Ｂ１＋Ｉ１０３、Ｂ１＋Ｉ１０４、Ｂ１＋Ｉ１０５、Ｂ１＋Ｉ
１０６、Ｂ１＋Ｉ１０７、Ｂ１＋Ｉ１０８、Ｂ１＋Ｉ１０９、Ｂ１＋Ｉ１１０、Ｂ１＋Ｉ
１１１、Ｂ１＋Ｉ１１２、Ｂ１＋Ｉ１１３、Ｂ１＋Ｉ１１４、Ｂ１＋Ｉ１１５、Ｂ１＋Ｉ
１１６、Ｂ１＋Ｉ１１７、Ｂ１＋Ｉ１１８、Ｂ１＋Ｉ１１９、Ｂ１＋Ｉ１２０、Ｂ１＋Ｉ
１２１、Ｂ１＋Ｉ１２２、Ｂ１＋Ｉ１２３、Ｂ１＋Ｉ１２４、Ｂ１＋Ｉ１２５、Ｂ１＋Ｉ
１２６、Ｂ１＋Ｉ１２７、Ｂ１＋Ｉ１２８、Ｂ１＋Ｉ１２９、Ｂ１＋Ｉ１３０、Ｂ１＋Ｉ
１３１、Ｂ１＋Ｉ１３２、Ｂ１＋Ｉ１３３、Ｂ１＋Ｉ１３４、Ｂ１＋Ｉ１３５、Ｂ１＋Ｉ
１３６、Ｂ１＋Ｉ１３７、Ｂ１＋Ｉ１３８、Ｂ１＋Ｉ１３９、Ｂ１＋Ｉ１４０、Ｂ１＋Ｉ
２１９、Ｂ１＋Ｉ２２０、
Ｂ２＋Ｉ９６、Ｂ２＋Ｉ９７、Ｂ２＋Ｉ９８、Ｂ２＋Ｉ９９、Ｂ２＋Ｉ１００、Ｂ２＋Ｉ
１０１、Ｂ２＋Ｉ１０２、Ｂ２＋Ｉ１０３、Ｂ２＋Ｉ１０４、Ｂ２＋Ｉ１０５、Ｂ２＋Ｉ
１０６、Ｂ２＋Ｉ１０７、Ｂ２＋Ｉ１０８、Ｂ２＋Ｉ１０９、Ｂ２＋Ｉ１１０、Ｂ２＋Ｉ
１１１、Ｂ２＋Ｉ１１２、Ｂ２＋Ｉ１１３、Ｂ２＋Ｉ１１４、Ｂ２＋Ｉ１１５、Ｂ２＋Ｉ
１１６、Ｂ２＋Ｉ１１７、Ｂ２＋Ｉ１１８、Ｂ２＋Ｉ１１９、Ｂ２＋Ｉ１２０、Ｂ２＋Ｉ
１２１、Ｂ２＋Ｉ１２２、Ｂ２＋Ｉ１２３、Ｂ２＋Ｉ１２４、Ｂ２＋Ｉ１２５、Ｂ２＋Ｉ
１２６、Ｂ２＋Ｉ１２７、Ｂ２＋Ｉ１２８、Ｂ２＋Ｉ１２９、Ｂ２＋Ｉ１３０、Ｂ２＋Ｉ
１３１、Ｂ２＋Ｉ１３２、Ｂ２＋Ｉ１３３、Ｂ２＋Ｉ１３４、Ｂ２＋Ｉ１３５、Ｂ２＋Ｉ
１３６、Ｂ２＋Ｉ１３７、Ｂ２＋Ｉ１３８、Ｂ２＋Ｉ１３９、Ｂ２＋Ｉ１４０、Ｂ２＋Ｉ
２１９、Ｂ２＋Ｉ２２０、
Ｂ３＋Ｉ９６、Ｂ３＋Ｉ９７、Ｂ３＋Ｉ９８、Ｂ３＋Ｉ９９、Ｂ３＋Ｉ１００、Ｂ３＋Ｉ
１０１、Ｂ３＋Ｉ１０２、Ｂ３＋Ｉ１０３、Ｂ３＋Ｉ１０４、Ｂ３＋Ｉ１０５、Ｂ３＋Ｉ
１０６、Ｂ３＋Ｉ１０７、Ｂ３＋Ｉ１０８、Ｂ３＋Ｉ１０９、Ｂ３＋Ｉ１１０、Ｂ３＋Ｉ
１１１、Ｂ３＋Ｉ１１２、Ｂ３＋Ｉ１１３、Ｂ３＋Ｉ１１４、Ｂ３＋Ｉ１１５、Ｂ３＋Ｉ
１１６、Ｂ３＋Ｉ１１７、Ｂ３＋Ｉ１１８、Ｂ３＋Ｉ１１９、Ｂ３＋Ｉ１２０、Ｂ３＋Ｉ
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１２１、Ｂ３＋Ｉ１２２、Ｂ３＋Ｉ１２３、Ｂ３＋Ｉ１２４、Ｂ３＋Ｉ１２５、Ｂ３＋Ｉ
１２６、Ｂ３＋Ｉ１２７、Ｂ３＋Ｉ１２８、Ｂ３＋Ｉ１２９、Ｂ３＋Ｉ１３０、Ｂ３＋Ｉ
１３１、Ｂ３＋Ｉ１３２、Ｂ３＋Ｉ１３３、Ｂ３＋Ｉ１３４、Ｂ３＋Ｉ１３５、Ｂ３＋Ｉ
１３６、Ｂ３＋Ｉ１３７、Ｂ３＋Ｉ１３８、Ｂ３＋Ｉ１３９、Ｂ３＋Ｉ１４０、Ｂ３＋Ｉ
２１９、Ｂ３＋Ｉ２２０、
Ｂ４＋Ｉ９６、Ｂ４＋Ｉ９７、Ｂ４＋Ｉ９８、Ｂ４＋Ｉ９９、Ｂ４＋Ｉ１００、Ｂ４＋Ｉ
１０１、Ｂ４＋Ｉ１０２、Ｂ４＋Ｉ１０３、Ｂ４＋Ｉ１０４、Ｂ４＋Ｉ１０５、Ｂ４＋Ｉ
１０６、Ｂ４＋Ｉ１０７、Ｂ４＋Ｉ１０８、Ｂ４＋Ｉ１０９、Ｂ４＋Ｉ１１０、Ｂ４＋Ｉ
１１１、Ｂ４＋Ｉ１１２、Ｂ４＋Ｉ１１３、Ｂ４＋Ｉ１１４、Ｂ４＋Ｉ１１５、Ｂ４＋Ｉ
１１６、Ｂ４＋Ｉ１１７、Ｂ４＋Ｉ１１８、Ｂ４＋Ｉ１１９、Ｂ４＋Ｉ１２０、Ｂ４＋Ｉ
１２１、Ｂ４＋Ｉ１２２、Ｂ４＋Ｉ１２３、Ｂ４＋Ｉ１２４、Ｂ４＋Ｉ１２５、Ｂ４＋Ｉ
１２６、Ｂ４＋Ｉ１２７、Ｂ４＋Ｉ１２８、Ｂ４＋Ｉ１２９、Ｂ４＋Ｉ１３０、Ｂ４＋Ｉ
１３１、Ｂ４＋Ｉ１３２、Ｂ４＋Ｉ１３３、Ｂ４＋Ｉ１３４、Ｂ４＋Ｉ１３５、Ｂ４＋Ｉ
１３６、Ｂ４＋Ｉ１３７、Ｂ４＋Ｉ１３８、Ｂ４＋Ｉ１３９、Ｂ４＋Ｉ１４０、Ｂ４＋Ｉ
２１９、Ｂ４＋Ｉ２２０、
Ｂ５＋Ｉ９６、Ｂ５＋Ｉ９７、Ｂ５＋Ｉ９８、Ｂ５＋Ｉ９９、Ｂ５＋Ｉ１００、Ｂ５＋Ｉ
１０１、Ｂ５＋Ｉ１０２、Ｂ５＋Ｉ１０３、Ｂ５＋Ｉ１０４、Ｂ５＋Ｉ１０５、Ｂ５＋Ｉ
１０６、Ｂ５＋Ｉ１０７、Ｂ５＋Ｉ１０８、Ｂ５＋Ｉ１０９、Ｂ５＋Ｉ１１０、Ｂ５＋Ｉ
１１１、Ｂ５＋Ｉ１１２、Ｂ５＋Ｉ１１３、Ｂ５＋Ｉ１１４、Ｂ５＋Ｉ１１５、Ｂ５＋Ｉ
１１６、Ｂ５＋Ｉ１１７、Ｂ５＋Ｉ１１８、Ｂ５＋Ｉ１１９、Ｂ５＋Ｉ１２０、Ｂ５＋Ｉ
１２１、Ｂ５＋Ｉ１２２、Ｂ５＋Ｉ１２３、Ｂ５＋Ｉ１２４、Ｂ５＋Ｉ１２５、Ｂ５＋Ｉ
１２６、Ｂ５＋Ｉ１２７、Ｂ５＋Ｉ１２８、Ｂ５＋Ｉ１２９、Ｂ５＋Ｉ１３０、Ｂ５＋Ｉ
１３１、Ｂ５＋Ｉ１３２、Ｂ５＋Ｉ１３３、Ｂ５＋Ｉ１３４、Ｂ５＋Ｉ１３５、Ｂ５＋Ｉ
１３６、Ｂ５＋Ｉ１３７、Ｂ５＋Ｉ１３８、Ｂ５＋Ｉ１３９、Ｂ５＋Ｉ１４０、Ｂ５＋Ｉ
２１９、Ｂ５＋Ｉ２２０、
Ｂ６＋Ｉ９６、Ｂ６＋Ｉ９７、Ｂ６＋Ｉ９８、Ｂ６＋Ｉ９９、Ｂ６＋Ｉ１００、Ｂ６＋Ｉ
１０１、Ｂ６＋Ｉ１０２、Ｂ６＋Ｉ１０３、Ｂ６＋Ｉ１０４、Ｂ６＋Ｉ１０５、Ｂ６＋Ｉ
１０６、Ｂ６＋Ｉ１０７、Ｂ６＋Ｉ１０８、Ｂ６＋Ｉ１０９、Ｂ６＋Ｉ１１０、Ｂ６＋Ｉ
１１１、Ｂ６＋Ｉ１１２、Ｂ６＋Ｉ１１３、Ｂ６＋Ｉ１１４、Ｂ６＋Ｉ１１５、Ｂ６＋Ｉ
１１６、Ｂ６＋Ｉ１１７、Ｂ６＋Ｉ１１８、Ｂ６＋Ｉ１１９、Ｂ６＋Ｉ１２０、Ｂ６＋Ｉ
１２１、Ｂ６＋Ｉ１２２、Ｂ６＋Ｉ１２３、Ｂ６＋Ｉ１２４、Ｂ６＋Ｉ１２５、Ｂ６＋Ｉ
１２６、Ｂ６＋Ｉ１２７、Ｂ６＋Ｉ１２８、Ｂ６＋Ｉ１２９、Ｂ６＋Ｉ１３０、Ｂ６＋Ｉ
１３１、Ｂ６＋Ｉ１３２、Ｂ６＋Ｉ１３３、Ｂ６＋Ｉ１３４、Ｂ６＋Ｉ１３５、Ｂ６＋Ｉ
１３６、Ｂ６＋Ｉ１３７、Ｂ６＋Ｉ１３８、Ｂ６＋Ｉ１３９、Ｂ６＋Ｉ１４０、Ｂ６＋Ｉ
２１９、Ｂ６＋Ｉ２２０、
Ｂ７＋Ｉ９６、Ｂ７＋Ｉ９７、Ｂ７＋Ｉ９８、Ｂ７＋Ｉ９９、Ｂ７＋Ｉ１００、Ｂ７＋Ｉ
１０１、Ｂ７＋Ｉ１０２、Ｂ７＋Ｉ１０３、Ｂ７＋Ｉ１０４、Ｂ７＋Ｉ１０５、Ｂ７＋Ｉ
１０６、Ｂ７＋Ｉ１０７、Ｂ７＋Ｉ１０８、Ｂ７＋Ｉ１０９、Ｂ７＋Ｉ１１０、Ｂ７＋Ｉ
１１１、Ｂ７＋Ｉ１１２、Ｂ７＋Ｉ１１３、Ｂ７＋Ｉ１１４、Ｂ７＋Ｉ１１５、Ｂ７＋Ｉ
１１６、Ｂ７＋Ｉ１１７、Ｂ７＋Ｉ１１８、Ｂ７＋Ｉ１１９、Ｂ７＋Ｉ１２０、Ｂ７＋Ｉ
１２１、Ｂ７＋Ｉ１２２、Ｂ７＋Ｉ１２３、Ｂ７＋Ｉ１２４、Ｂ７＋Ｉ１２５、Ｂ７＋Ｉ
１２６、Ｂ７＋Ｉ１２７、Ｂ７＋Ｉ１２８、Ｂ７＋Ｉ１２９、Ｂ７＋Ｉ１３０、Ｂ７＋Ｉ
１３１、Ｂ７＋Ｉ１３２、Ｂ７＋Ｉ１３３、Ｂ７＋Ｉ１３４、Ｂ７＋Ｉ１３５、Ｂ７＋Ｉ
１３６、Ｂ７＋Ｉ１３７、Ｂ７＋Ｉ１３８、Ｂ７＋Ｉ１３９、Ｂ７＋Ｉ１４０、Ｂ７＋Ｉ
２１９、Ｂ７＋Ｉ２２０、
Ｂ８＋Ｉ９６、Ｂ８＋Ｉ９７、Ｂ８＋Ｉ９８、Ｂ８＋Ｉ９９、Ｂ８＋Ｉ１００、Ｂ８＋Ｉ
１０１、Ｂ８＋Ｉ１０２、Ｂ８＋Ｉ１０３、Ｂ８＋Ｉ１０４、Ｂ８＋Ｉ１０５、Ｂ８＋Ｉ
１０６、Ｂ８＋Ｉ１０７、Ｂ８＋Ｉ１０８、Ｂ８＋Ｉ１０９、Ｂ８＋Ｉ１１０、Ｂ８＋Ｉ
１１１、Ｂ８＋Ｉ１１２、Ｂ８＋Ｉ１１３、Ｂ８＋Ｉ１１４、Ｂ８＋Ｉ１１５、Ｂ８＋Ｉ
１１６、Ｂ８＋Ｉ１１７、Ｂ８＋Ｉ１１８、Ｂ８＋Ｉ１１９、Ｂ８＋Ｉ１２０、Ｂ８＋Ｉ
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１２１、Ｂ８＋Ｉ１２２、Ｂ８＋Ｉ１２３、Ｂ８＋Ｉ１２４、Ｂ８＋Ｉ１２５、Ｂ８＋Ｉ
１２６、Ｂ８＋Ｉ１２７、Ｂ８＋Ｉ１２８、Ｂ８＋Ｉ１２９、Ｂ８＋Ｉ１３０、Ｂ８＋Ｉ
１３１、Ｂ８＋Ｉ１３２、Ｂ８＋Ｉ１３３、Ｂ８＋Ｉ１３４、Ｂ８＋Ｉ１３５、Ｂ８＋Ｉ
１３６、Ｂ８＋Ｉ１３７、Ｂ８＋Ｉ１３８、Ｂ８＋Ｉ１３９、Ｂ８＋Ｉ１４０、Ｂ８＋Ｉ
２１９、Ｂ８＋Ｉ２２０、
Ｂ９＋Ｉ９６、Ｂ９＋Ｉ９７、Ｂ９＋Ｉ９８、Ｂ９＋Ｉ９９、Ｂ９＋Ｉ１００、Ｂ９＋Ｉ
１０１、Ｂ９＋Ｉ１０２、Ｂ９＋Ｉ１０３、Ｂ９＋Ｉ１０４、Ｂ９＋Ｉ１０５、Ｂ９＋Ｉ
１０６、Ｂ９＋Ｉ１０７、Ｂ９＋Ｉ１０８、Ｂ９＋Ｉ１０９、Ｂ９＋Ｉ１１０、Ｂ９＋Ｉ
１１１、Ｂ９＋Ｉ１１２、Ｂ９＋Ｉ１１３、Ｂ９＋Ｉ１１４、Ｂ９＋Ｉ１１５、Ｂ９＋Ｉ
１１６、Ｂ９＋Ｉ１１７、Ｂ９＋Ｉ１１８、Ｂ９＋Ｉ１１９、Ｂ９＋Ｉ１２０、Ｂ９＋Ｉ
１２１、Ｂ９＋Ｉ１２２、Ｂ９＋Ｉ１２３、Ｂ９＋Ｉ１２４、Ｂ９＋Ｉ１２５、Ｂ９＋Ｉ
１２６、Ｂ９＋Ｉ１２７、Ｂ９＋Ｉ１２８、Ｂ９＋Ｉ１２９、Ｂ９＋Ｉ１３０、Ｂ９＋Ｉ
１３１、Ｂ９＋Ｉ１３２、Ｂ９＋Ｉ１３３、Ｂ９＋Ｉ１３４、Ｂ９＋Ｉ１３５、Ｂ９＋Ｉ
１３６、Ｂ９＋Ｉ１３７、Ｂ９＋Ｉ１３８、Ｂ９＋Ｉ１３９、Ｂ９＋Ｉ１４０、Ｂ９＋Ｉ
２１９、Ｂ９＋Ｉ２２０、
Ｂ１０＋Ｉ９６、Ｂ１０＋Ｉ９７、Ｂ１０＋Ｉ９８、Ｂ１０＋Ｉ９９、Ｂ１０＋Ｉ１００
、Ｂ１０＋Ｉ１０１、Ｂ１０＋Ｉ１０２、Ｂ１０＋Ｉ１０３、Ｂ１０＋Ｉ１０４、Ｂ１０
＋Ｉ１０５、Ｂ１０＋Ｉ１０６、Ｂ１０＋Ｉ１０７、Ｂ１０＋Ｉ１０８、Ｂ１０＋Ｉ１０
９、Ｂ１０＋Ｉ１１０、Ｂ１０＋Ｉ１１１、Ｂ１０＋Ｉ１１２、Ｂ１０＋Ｉ１１３、Ｂ１
０＋Ｉ１１４、Ｂ１０＋Ｉ１１５、Ｂ１０＋Ｉ１１６、Ｂ１０＋Ｉ１１７、Ｂ１０＋Ｉ１
１８、Ｂ１０＋Ｉ１１９、Ｂ１０＋Ｉ１２０、Ｂ１０＋Ｉ１２１、Ｂ１０＋Ｉ１２２、Ｂ
１０＋Ｉ１２３、Ｂ１０＋Ｉ１２４、Ｂ１０＋Ｉ１２５、Ｂ１０＋Ｉ１２６、Ｂ１０＋Ｉ
１２７、Ｂ１０＋Ｉ１２８、Ｂ１０＋Ｉ１２９、Ｂ１０＋Ｉ１３０、Ｂ１０＋Ｉ１３１、
Ｂ１０＋Ｉ１３２、Ｂ１０＋Ｉ１３３、Ｂ１０＋Ｉ１３４、Ｂ１０＋Ｉ１３５、Ｂ１０＋
Ｉ１３６、Ｂ１０＋Ｉ１３７、Ｂ１０＋Ｉ１３８、Ｂ１０＋Ｉ１３９、Ｂ１０＋Ｉ１４０
、Ｂ１０＋Ｉ２１９、Ｂ１０＋Ｉ２２０、
Ｂ１１＋Ｉ９６、Ｂ１１＋Ｉ９７、Ｂ１１＋Ｉ９８、Ｂ１１＋Ｉ９９、Ｂ１１＋Ｉ１００
、Ｂ１１＋Ｉ１０１、Ｂ１１＋Ｉ１０２、Ｂ１１＋Ｉ１０３、Ｂ１１＋Ｉ１０４、Ｂ１１
＋Ｉ１０５、Ｂ１１＋Ｉ１０６、Ｂ１１＋Ｉ１０７、Ｂ１１＋Ｉ１０８、Ｂ１１＋Ｉ１０
９、Ｂ１１＋Ｉ１１０、Ｂ１１＋Ｉ１１１、Ｂ１１＋Ｉ１１２、Ｂ１１＋Ｉ１１３、Ｂ１
１＋Ｉ１１４、Ｂ１１＋Ｉ１１５、Ｂ１１＋Ｉ１１６、Ｂ１１＋Ｉ１１７、Ｂ１１＋Ｉ１
１８、Ｂ１１＋Ｉ１１９、Ｂ１１＋Ｉ１２０、Ｂ１１＋Ｉ１２１、Ｂ１１＋Ｉ１２２、Ｂ
１１＋Ｉ１２３、Ｂ１１＋Ｉ１２４、Ｂ１１＋Ｉ１２５、Ｂ１１＋Ｉ１２６、Ｂ１１＋Ｉ
１２７、Ｂ１１＋Ｉ１２８、Ｂ１１＋Ｉ１２９、Ｂ１１＋Ｉ１３０、Ｂ１１＋Ｉ１３１、
Ｂ１１＋Ｉ１３２、Ｂ１１＋Ｉ１３３、Ｂ１１＋Ｉ１３４、Ｂ１１＋Ｉ１３５、Ｂ１１＋
Ｉ１３６、Ｂ１１＋Ｉ１３７、Ｂ１１＋Ｉ１３８、Ｂ１１＋Ｉ１３９、Ｂ１１＋Ｉ１４０
、Ｂ１１＋Ｉ２１９、Ｂ１１＋Ｉ２２０、
Ｂ１２＋Ｉ９６、Ｂ１２＋Ｉ９７、Ｂ１２＋Ｉ９８、Ｂ１２＋Ｉ９９、Ｂ１２＋Ｉ１００
、Ｂ１２＋Ｉ１０１、Ｂ１２＋Ｉ１０２、Ｂ１２＋Ｉ１０３、Ｂ１２＋Ｉ１０４、Ｂ１２
＋Ｉ１０５、Ｂ１２＋Ｉ１０６、Ｂ１２＋Ｉ１０７、Ｂ１２＋Ｉ１０８、Ｂ１２＋Ｉ１０
９、Ｂ１２＋Ｉ１１０、Ｂ１２＋Ｉ１１１、Ｂ１２＋Ｉ１１２、Ｂ１２＋Ｉ１１３、Ｂ１
２＋Ｉ１１４、Ｂ１２＋Ｉ１１５、Ｂ１２＋Ｉ１１６、Ｂ１２＋Ｉ１１７、Ｂ１２＋Ｉ１
１８、Ｂ１２＋Ｉ１１９、Ｂ１２＋Ｉ１２０、Ｂ１２＋Ｉ１２１、Ｂ１２＋Ｉ１２２、Ｂ
１２＋Ｉ１２３、Ｂ１２＋Ｉ１２４、Ｂ１２＋Ｉ１２５、Ｂ１２＋Ｉ１２６、Ｂ１２＋Ｉ
１２７、Ｂ１２＋Ｉ１２８、Ｂ１２＋Ｉ１２９、Ｂ１２＋Ｉ１３０、Ｂ１２＋Ｉ１３１、
Ｂ１２＋Ｉ１３２、Ｂ１２＋Ｉ１３３、Ｂ１２＋Ｉ１３４、Ｂ１２＋Ｉ１３５、Ｂ１２＋
Ｉ１３６、Ｂ１２＋Ｉ１３７、Ｂ１２＋Ｉ１３８、Ｂ１２＋Ｉ１３９、Ｂ１２＋Ｉ１４０
、Ｂ１２＋Ｉ２１９、Ｂ１２＋Ｉ２２０、
Ｂ１３＋Ｉ９６、Ｂ１３＋Ｉ９７、Ｂ１３＋Ｉ９８、Ｂ１３＋Ｉ９９、Ｂ１３＋Ｉ１００
、Ｂ１３＋Ｉ１０１、Ｂ１３＋Ｉ１０２、Ｂ１３＋Ｉ１０３、Ｂ１３＋Ｉ１０４、Ｂ１３
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＋Ｉ１０５、Ｂ１３＋Ｉ１０６、Ｂ１３＋Ｉ１０７、Ｂ１３＋Ｉ１０８、Ｂ１３＋Ｉ１０
９、Ｂ１３＋Ｉ１１０、Ｂ１３＋Ｉ１１１、Ｂ１３＋Ｉ１１２、Ｂ１３＋Ｉ１１３、Ｂ１
３＋Ｉ１１４、Ｂ１３＋Ｉ１１５、Ｂ１３＋Ｉ１１６、Ｂ１３＋Ｉ１１７、Ｂ１３＋Ｉ１
１８、Ｂ１３＋Ｉ１１９、Ｂ１３＋Ｉ１２０、Ｂ１３＋Ｉ１２１、Ｂ１３＋Ｉ１２２、Ｂ
１３＋Ｉ１２３、Ｂ１３＋Ｉ１２４、Ｂ１３＋Ｉ１２５、Ｂ１３＋Ｉ１２６、Ｂ１３＋Ｉ
１２７、Ｂ１３＋Ｉ１２８、Ｂ１３＋Ｉ１２９、Ｂ１３＋Ｉ１３０、Ｂ１３＋Ｉ１３１、
Ｂ１３＋Ｉ１３２、Ｂ１３＋Ｉ１３３、Ｂ１３＋Ｉ１３４、Ｂ１３＋Ｉ１３５、Ｂ１３＋
Ｉ１３６、Ｂ１３＋Ｉ１３７、Ｂ１３＋Ｉ１３８、Ｂ１３＋Ｉ１３９、Ｂ１３＋Ｉ１４０
、Ｂ１３＋Ｉ２１９、Ｂ１３＋Ｉ２２０、
Ｂ１４＋Ｉ９６、Ｂ１４＋Ｉ９７、Ｂ１４＋Ｉ９８、Ｂ１４＋Ｉ９９、Ｂ１４＋Ｉ１００
、Ｂ１４＋Ｉ１０１、Ｂ１４＋Ｉ１０２、Ｂ１４＋Ｉ１０３、Ｂ１４＋Ｉ１０４、Ｂ１４
＋Ｉ１０５、Ｂ１４＋Ｉ１０６、Ｂ１４＋Ｉ１０７、Ｂ１４＋Ｉ１０８、Ｂ１４＋Ｉ１０
９、Ｂ１４＋Ｉ１１０、Ｂ１４＋Ｉ１１１、Ｂ１４＋Ｉ１１２、Ｂ１４＋Ｉ１１３、Ｂ１
４＋Ｉ１１４、Ｂ１４＋Ｉ１１５、Ｂ１４＋Ｉ１１６、Ｂ１４＋Ｉ１１７、Ｂ１４＋Ｉ１
１８、Ｂ１４＋Ｉ１１９、Ｂ１４＋Ｉ１２０、Ｂ１４＋Ｉ１２１、Ｂ１４＋Ｉ１２２、Ｂ
１４＋Ｉ１２３、Ｂ１４＋Ｉ１２４、Ｂ１４＋Ｉ１２５、Ｂ１４＋Ｉ１２６、Ｂ１４＋Ｉ
１２７、Ｂ１４＋Ｉ１２８、Ｂ１４＋Ｉ１２９、Ｂ１４＋Ｉ１３０、Ｂ１４＋Ｉ１３１、
Ｂ１４＋Ｉ１３２、Ｂ１４＋Ｉ１３３、Ｂ１４＋Ｉ１３４、Ｂ１４＋Ｉ１３５、Ｂ１４＋
Ｉ１３６、Ｂ１４＋Ｉ１３７、Ｂ１４＋Ｉ１３８、Ｂ１４＋Ｉ１３９、Ｂ１４＋Ｉ１４０
、Ｂ１４＋Ｉ２１９、Ｂ１４＋Ｉ２２０、
Ｂ１５＋Ｉ９６、Ｂ１５＋Ｉ９７、Ｂ１５＋Ｉ９８、Ｂ１５＋Ｉ９９、Ｂ１５＋Ｉ１００
、Ｂ１５＋Ｉ１０１、Ｂ１５＋Ｉ１０２、Ｂ１５＋Ｉ１０３、Ｂ１５＋Ｉ１０４、Ｂ１５
＋Ｉ１０５、Ｂ１５＋Ｉ１０６、Ｂ１５＋Ｉ１０７、Ｂ１５＋Ｉ１０８、Ｂ１５＋Ｉ１０
９、Ｂ１５＋Ｉ１１０、Ｂ１５＋Ｉ１１１、Ｂ１５＋Ｉ１１２、Ｂ１５＋Ｉ１１３、Ｂ１
５＋Ｉ１１４、Ｂ１５＋Ｉ１１５、Ｂ１５＋Ｉ１１６、Ｂ１５＋Ｉ１１７、Ｂ１５＋Ｉ１
１８、Ｂ１５＋Ｉ１１９、Ｂ１５＋Ｉ１２０、Ｂ１５＋Ｉ１２１、Ｂ１５＋Ｉ１２２、Ｂ
１５＋Ｉ１２３、Ｂ１５＋Ｉ１２４、Ｂ１５＋Ｉ１２５、Ｂ１５＋Ｉ１２６、Ｂ１５＋Ｉ
１２７、Ｂ１５＋Ｉ１２８、Ｂ１５＋Ｉ１２９、Ｂ１５＋Ｉ１３０、Ｂ１５＋Ｉ１３１、
Ｂ１５＋Ｉ１３２、Ｂ１５＋Ｉ１３３、Ｂ１５＋Ｉ１３４、Ｂ１５＋Ｉ１３５、Ｂ１５＋
Ｉ１３６、Ｂ１５＋Ｉ１３７、Ｂ１５＋Ｉ１３８、Ｂ１５＋Ｉ１３９、Ｂ１５＋Ｉ１４０
、Ｂ１５＋Ｉ２１９、Ｂ１５＋Ｉ２２０、
Ｂ１６＋Ｉ９６、Ｂ１６＋Ｉ９７、Ｂ１６＋Ｉ９８、Ｂ１６＋Ｉ９９、Ｂ１６＋Ｉ１００
、Ｂ１６＋Ｉ１０１、Ｂ１６＋Ｉ１０２、Ｂ１６＋Ｉ１０３、Ｂ１６＋Ｉ１０４、Ｂ１６
＋Ｉ１０５、Ｂ１６＋Ｉ１０６、Ｂ１６＋Ｉ１０７、Ｂ１６＋Ｉ１０８、Ｂ１６＋Ｉ１０
９、Ｂ１６＋Ｉ１１０、Ｂ１６＋Ｉ１１１、Ｂ１６＋Ｉ１１２、Ｂ１６＋Ｉ１１３、Ｂ１
６＋Ｉ１１４、Ｂ１６＋Ｉ１１５、Ｂ１６＋Ｉ１１６、Ｂ１６＋Ｉ１１７、Ｂ１６＋Ｉ１
１８、Ｂ１６＋Ｉ１１９、Ｂ１６＋Ｉ１２０、Ｂ１６＋Ｉ１２１、Ｂ１６＋Ｉ１２２、Ｂ
１６＋Ｉ１２３、Ｂ１６＋Ｉ１２４、Ｂ１６＋Ｉ１２５、Ｂ１６＋Ｉ１２６、Ｂ１６＋Ｉ
１２７、Ｂ１６＋Ｉ１２８、Ｂ１６＋Ｉ１２９、Ｂ１６＋Ｉ１３０、Ｂ１６＋Ｉ１３１、
Ｂ１６＋Ｉ１３２、Ｂ１６＋Ｉ１３３、Ｂ１６＋Ｉ１３４、Ｂ１６＋Ｉ１３５、Ｂ１６＋
Ｉ１３６、Ｂ１６＋Ｉ１３７、Ｂ１６＋Ｉ１３８、Ｂ１６＋Ｉ１３９、Ｂ１６＋Ｉ１４０
、Ｂ１６＋Ｉ２１９、Ｂ１６＋Ｉ２２０、
Ｂ１７＋Ｉ９６、Ｂ１７＋Ｉ９７、Ｂ１７＋Ｉ９８、Ｂ１７＋Ｉ９９、Ｂ１７＋Ｉ１００
、Ｂ１７＋Ｉ１０１、Ｂ１７＋Ｉ１０２、Ｂ１７＋Ｉ１０３、Ｂ１７＋Ｉ１０４、Ｂ１７
＋Ｉ１０５、Ｂ１７＋Ｉ１０６、Ｂ１７＋Ｉ１０７、Ｂ１７＋Ｉ１０８、Ｂ１７＋Ｉ１０
９、Ｂ１７＋Ｉ１１０、Ｂ１７＋Ｉ１１１、Ｂ１７＋Ｉ１１２、Ｂ１７＋Ｉ１１３、Ｂ１
７＋Ｉ１１４、Ｂ１７＋Ｉ１１５、Ｂ１７＋Ｉ１１６、Ｂ１７＋Ｉ１１７、Ｂ１７＋Ｉ１
１８、Ｂ１７＋Ｉ１１９、Ｂ１７＋Ｉ１２０、Ｂ１７＋Ｉ１２１、Ｂ１７＋Ｉ１２２、Ｂ
１７＋Ｉ１２３、Ｂ１７＋Ｉ１２４、Ｂ１７＋Ｉ１２５、Ｂ１７＋Ｉ１２６、Ｂ１７＋Ｉ
１２７、Ｂ１７＋Ｉ１２８、Ｂ１７＋Ｉ１２９、Ｂ１７＋Ｉ１３０、Ｂ１７＋Ｉ１３１、
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Ｂ１７＋Ｉ１３２、Ｂ１７＋Ｉ１３３、Ｂ１７＋Ｉ１３４、Ｂ１７＋Ｉ１３５、Ｂ１７＋
Ｉ１３６、Ｂ１７＋Ｉ１３７、Ｂ１７＋Ｉ１３８、Ｂ１７＋Ｉ１３９、Ｂ１７＋Ｉ１４０
、Ｂ１７＋Ｉ２１９、Ｂ１７＋Ｉ２２０、
Ｂ１８＋Ｉ９６、Ｂ１８＋Ｉ９７、Ｂ１８＋Ｉ９８、Ｂ１８＋Ｉ９９、Ｂ１８＋Ｉ１００
、Ｂ１８＋Ｉ１０１、Ｂ１８＋Ｉ１０２、Ｂ１８＋Ｉ１０３、Ｂ１８＋Ｉ１０４、Ｂ１８
＋Ｉ１０５、Ｂ１８＋Ｉ１０６、Ｂ１８＋Ｉ１０７、Ｂ１８＋Ｉ１０８、Ｂ１８＋Ｉ１０
９、Ｂ１８＋Ｉ１１０、Ｂ１８＋Ｉ１１１、Ｂ１８＋Ｉ１１２、Ｂ１８＋Ｉ１１３、Ｂ１
８＋Ｉ１１４、Ｂ１８＋Ｉ１１５、Ｂ１８＋Ｉ１１６、Ｂ１８＋Ｉ１１７、Ｂ１８＋Ｉ１
１８、Ｂ１８＋Ｉ１１９、Ｂ１８＋Ｉ１２０、Ｂ１８＋Ｉ１２１、Ｂ１８＋Ｉ１２２、Ｂ
１８＋Ｉ１２３、Ｂ１８＋Ｉ１２４、Ｂ１８＋Ｉ１２５、Ｂ１８＋Ｉ１２６、Ｂ１８＋Ｉ
１２７、Ｂ１８＋Ｉ１２８、Ｂ１８＋Ｉ１２９、Ｂ１８＋Ｉ１３０、Ｂ１８＋Ｉ１３１、
Ｂ１８＋Ｉ１３２、Ｂ１８＋Ｉ１３３、Ｂ１８＋Ｉ１３４、Ｂ１８＋Ｉ１３５、Ｂ１８＋
Ｉ１３６、Ｂ１８＋Ｉ１３７、Ｂ１８＋Ｉ１３８、Ｂ１８＋Ｉ１３９、Ｂ１８＋Ｉ１４０
、Ｂ１８＋Ｉ２１９、Ｂ１８＋Ｉ２２０、
Ｂ１９＋Ｉ９６、Ｂ１９＋Ｉ９７、Ｂ１９＋Ｉ９８、Ｂ１９＋Ｉ９９、Ｂ１９＋Ｉ１００
、Ｂ１９＋Ｉ１０１、Ｂ１９＋Ｉ１０２、Ｂ１９＋Ｉ１０３、Ｂ１９＋Ｉ１０４、Ｂ１９
＋Ｉ１０５、Ｂ１９＋Ｉ１０６、Ｂ１９＋Ｉ１０７、Ｂ１９＋Ｉ１０８、Ｂ１９＋Ｉ１０
９、Ｂ１９＋Ｉ１１０、Ｂ１９＋Ｉ１１１、Ｂ１９＋Ｉ１１２、Ｂ１９＋Ｉ１１３、Ｂ１
９＋Ｉ１１４、Ｂ１９＋Ｉ１１５、Ｂ１９＋Ｉ１１６、Ｂ１９＋Ｉ１１７、Ｂ１９＋Ｉ１
１８、Ｂ１９＋Ｉ１１９、Ｂ１９＋Ｉ１２０、Ｂ１９＋Ｉ１２１、Ｂ１９＋Ｉ１２２、Ｂ
１９＋Ｉ１２３、Ｂ１９＋Ｉ１２４、Ｂ１９＋Ｉ１２５、Ｂ１９＋Ｉ１２６、Ｂ１９＋Ｉ
１２７、Ｂ１９＋Ｉ１２８、Ｂ１９＋Ｉ１２９、Ｂ１９＋Ｉ１３０、Ｂ１９＋Ｉ１３１、
Ｂ１９＋Ｉ１３２、Ｂ１９＋Ｉ１３３、Ｂ１９＋Ｉ１３４、Ｂ１９＋Ｉ１３５、Ｂ１９＋
Ｉ１３６、Ｂ１９＋Ｉ１３７、Ｂ１９＋Ｉ１３８、Ｂ１９＋Ｉ１３９、Ｂ１９＋Ｉ１４０
、Ｂ１９＋Ｉ２１９、Ｂ１９＋Ｉ２２０、
Ｂ２０＋Ｉ９６、Ｂ２０＋Ｉ９７、Ｂ２０＋Ｉ９８、Ｂ２０＋Ｉ９９、Ｂ２０＋Ｉ１００
、Ｂ２０＋Ｉ１０１、Ｂ２０＋Ｉ１０２、Ｂ２０＋Ｉ１０３、Ｂ２０＋Ｉ１０４、Ｂ２０
＋Ｉ１０５、Ｂ２０＋Ｉ１０６、Ｂ２０＋Ｉ１０７、Ｂ２０＋Ｉ１０８、Ｂ２０＋Ｉ１０
９、Ｂ２０＋Ｉ１１０、Ｂ２０＋Ｉ１１１、Ｂ２０＋Ｉ１１２、Ｂ２０＋Ｉ１１３、Ｂ２
０＋Ｉ１１４、Ｂ２０＋Ｉ１１５、Ｂ２０＋Ｉ１１６、Ｂ２０＋Ｉ１１７、Ｂ２０＋Ｉ１
１８、Ｂ２０＋Ｉ１１９、Ｂ２０＋Ｉ１２０、Ｂ２０＋Ｉ１２１、Ｂ２０＋Ｉ１２２、Ｂ
２０＋Ｉ１２３、Ｂ２０＋Ｉ１２４、Ｂ２０＋Ｉ１２５、Ｂ２０＋Ｉ１２６、Ｂ２０＋Ｉ
１２７、Ｂ２０＋Ｉ１２８、Ｂ２０＋Ｉ１２９、Ｂ２０＋Ｉ１３０、Ｂ２０＋Ｉ１３１、
Ｂ２０＋Ｉ１３２、Ｂ２０＋Ｉ１３３、Ｂ２０＋Ｉ１３４、Ｂ２０＋Ｉ１３５、Ｂ２０＋
Ｉ１３６、Ｂ２０＋Ｉ１３７、Ｂ２０＋Ｉ１３８、Ｂ２０＋Ｉ１３９、Ｂ２０＋Ｉ１４０
、Ｂ２０＋Ｉ２１９、Ｂ２０＋Ｉ２２０。
【００６３】
　最も好ましくは、本発明による組成物は、以下のものからなる組合せの群から選択され
る：
Ｂ１＋Ｉ９６、Ｂ１＋Ｉ１００、Ｂ１＋Ｉ１０５、Ｂ１＋Ｉ１０６、Ｂ１＋Ｉ１０８、Ｂ
１＋Ｉ１０９、Ｂ１＋Ｉ１１０、Ｂ１＋Ｉ１１１、Ｂ１＋Ｉ１１６、Ｂ１＋Ｉ１３４、Ｂ
１＋Ｉ２１９、Ｂ１＋Ｉ２２０、
Ｂ２＋Ｉ９６、Ｂ２＋Ｉ１００、Ｂ２＋Ｉ１０５、Ｂ２＋Ｉ１０６、Ｂ２＋Ｉ１０８、Ｂ
２＋Ｉ１０９、Ｂ２＋Ｉ１１０、Ｂ２＋Ｉ１１１、Ｂ２＋Ｉ１１６、Ｂ２＋Ｉ１３４、Ｂ
２＋Ｉ２１９、Ｂ２＋Ｉ２２０、
Ｂ３＋Ｉ９６、Ｂ３＋Ｉ１００、Ｂ３＋Ｉ１０５、Ｂ３＋Ｉ１０６、Ｂ３＋Ｉ１０８、Ｂ
３＋Ｉ１０９、Ｂ３＋Ｉ１１０、Ｂ３＋Ｉ１１１、Ｂ３＋Ｉ１１６、Ｂ３＋Ｉ１３４、Ｂ
３＋Ｉ２１９、Ｂ３＋Ｉ２２０、
Ｂ４＋Ｉ９６、Ｂ４＋Ｉ１００、Ｂ４＋Ｉ１０５、Ｂ４＋Ｉ１０６、Ｂ４＋Ｉ１０８、Ｂ
４＋Ｉ１０９、Ｂ４＋Ｉ１１０、Ｂ４＋Ｉ１１１、Ｂ４＋Ｉ１１６、Ｂ４＋Ｉ１３４、Ｂ
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４＋Ｉ２１９、Ｂ４＋Ｉ２２０、
Ｂ５＋Ｉ９６、Ｂ５＋Ｉ１００、Ｂ５＋Ｉ１０５、Ｂ５＋Ｉ１０６、Ｂ５＋Ｉ１０８、Ｂ
５＋Ｉ１０９、Ｂ５＋Ｉ１１０、Ｂ５＋Ｉ１１１、Ｂ５＋Ｉ１１６、Ｂ５＋Ｉ１３４、Ｂ
５＋Ｉ２１９、Ｂ５＋Ｉ２２０、
Ｂ６＋Ｉ９６、Ｂ６＋Ｉ１００、Ｂ６＋Ｉ１０５、Ｂ６＋Ｉ１０６、Ｂ６＋Ｉ１０８、Ｂ
６＋Ｉ１０９、Ｂ６＋Ｉ１１０、Ｂ６＋Ｉ１１１、Ｂ６＋Ｉ１１６、Ｂ６＋Ｉ１３４、Ｂ
６＋Ｉ２１９、Ｂ６＋Ｉ２２０、
Ｂ７＋Ｉ９６、Ｂ７＋Ｉ１００、Ｂ７＋Ｉ１０５、Ｂ７＋Ｉ１０６、Ｂ７＋Ｉ１０８、Ｂ
７＋Ｉ１０９、Ｂ７＋Ｉ１１０、Ｂ７＋Ｉ１１１、Ｂ７＋Ｉ１１６、Ｂ７＋Ｉ１３４、Ｂ
７＋Ｉ２１９、Ｂ７＋Ｉ２２０、
Ｂ８＋Ｉ９６、Ｂ８＋Ｉ１００、Ｂ８＋Ｉ１０５、Ｂ８＋Ｉ１０６、Ｂ８＋Ｉ１０８、Ｂ
８＋Ｉ１０９、Ｂ８＋Ｉ１１０、Ｂ８＋Ｉ１１１、Ｂ８＋Ｉ１１６、Ｂ８＋Ｉ１３４、Ｂ
８＋Ｉ２１９、Ｂ８＋Ｉ２２０、
Ｂ９＋Ｉ９６、Ｂ９＋Ｉ１００、Ｂ９＋Ｉ１０５、Ｂ９＋Ｉ１０６、Ｂ９＋Ｉ１０８、Ｂ
９＋Ｉ１０９、Ｂ９＋Ｉ１１０、Ｂ９＋Ｉ１１１、Ｂ９＋Ｉ１１６、Ｂ９＋Ｉ１３４、Ｂ
９＋Ｉ２１９、Ｂ９＋Ｉ２２０、
Ｂ１０＋Ｉ９６、Ｂ１０＋Ｉ１００、Ｂ１０＋Ｉ１０５、Ｂ１０＋Ｉ１０６、Ｂ１０＋Ｉ
１０８、Ｂ１０＋Ｉ１０９、Ｂ１０＋Ｉ１１０、Ｂ１０＋Ｉ１１１、Ｂ１０＋Ｉ１１６、
Ｂ１０＋Ｉ１３４、Ｂ１０＋Ｉ２１９、Ｂ１０＋Ｉ２２０、
Ｂ１１＋Ｉ９６、Ｂ１１＋Ｉ１００、Ｂ１１＋Ｉ１０５、Ｂ１１＋Ｉ１０６、Ｂ１１＋Ｉ
１０８、Ｂ１１＋Ｉ１０９、Ｂ１１＋Ｉ１１０、Ｂ１１＋Ｉ１１１、Ｂ１１＋Ｉ１１６、
Ｂ１１＋Ｉ１３４、Ｂ１１＋Ｉ２１９、Ｂ１１＋Ｉ２２０、
Ｂ１２＋Ｉ９６、Ｂ１２＋Ｉ１００、Ｂ１２＋Ｉ１０５、Ｂ１２＋Ｉ１０６、Ｂ１２＋Ｉ
１０８、Ｂ１２＋Ｉ１０９、Ｂ１２＋Ｉ１１０、Ｂ１２＋Ｉ１１１、Ｂ１２＋Ｉ１１６、
Ｂ１２＋Ｉ１３４、Ｂ１２＋Ｉ２１９、Ｂ１２＋Ｉ２２０、
Ｂ１３＋Ｉ９６、Ｂ１３＋Ｉ１００、Ｂ１３＋Ｉ１０５、Ｂ１３＋Ｉ１０６、Ｂ１３＋Ｉ
１０８、Ｂ１３＋Ｉ１０９、Ｂ１３＋Ｉ１１０、Ｂ１３＋Ｉ１１１、Ｂ１３＋Ｉ１１６、
Ｂ１３＋Ｉ１３４、Ｂ１３＋Ｉ２１９、Ｂ１３＋Ｉ２２０、
Ｂ１４＋Ｉ９６、Ｂ１４＋Ｉ１００、Ｂ１４＋Ｉ１０５、Ｂ１４＋Ｉ１０６、Ｂ１４＋Ｉ
１０８、Ｂ１４＋Ｉ１０９、Ｂ１４＋Ｉ１１０、Ｂ１４＋Ｉ１１１、Ｂ１４＋Ｉ１１６、
Ｂ１４＋Ｉ１３４、Ｂ１４＋Ｉ２１９、Ｂ１４＋Ｉ２２０、
Ｂ１５＋Ｉ９６、Ｂ１５＋Ｉ１００、Ｂ１５＋Ｉ１０５、Ｂ１５＋Ｉ１０６、Ｂ１５＋Ｉ
１０８、Ｂ１５＋Ｉ１０９、Ｂ１５＋Ｉ１１０、Ｂ１５＋Ｉ１１１、Ｂ１５＋Ｉ１１６、
Ｂ１５＋Ｉ１３４、Ｂ１５＋Ｉ２１９、Ｂ１５＋Ｉ２２０、
Ｂ１６＋Ｉ９６、Ｂ１６＋Ｉ１００、Ｂ１６＋Ｉ１０５、Ｂ１６＋Ｉ１０６、Ｂ１６＋Ｉ
１０８、Ｂ１６＋Ｉ１０９、Ｂ１６＋Ｉ１１０、Ｂ１６＋Ｉ１１１、Ｂ１６＋Ｉ１１６、
Ｂ１６＋Ｉ１３４、Ｂ１６＋Ｉ２１９、Ｂ１６＋Ｉ２２０、
Ｂ１７＋Ｉ９６、Ｂ１７＋Ｉ１００、Ｂ１７＋Ｉ１０５、Ｂ１７＋Ｉ１０６、Ｂ１７＋Ｉ
１０８、Ｂ１７＋Ｉ１０９、Ｂ１７＋Ｉ１１０、Ｂ１７＋Ｉ１１１、Ｂ１７＋Ｉ１１６、
Ｂ１７＋Ｉ１３４、Ｂ１７＋Ｉ２１９、Ｂ１７＋Ｉ２２０、
Ｂ１８＋Ｉ９６、Ｂ１８＋Ｉ１００、Ｂ１８＋Ｉ１０５、Ｂ１８＋Ｉ１０６、Ｂ１８＋Ｉ
１０８、Ｂ１８＋Ｉ１０９、Ｂ１８＋Ｉ１１０、Ｂ１８＋Ｉ１１１、Ｂ１８＋Ｉ１１６、
Ｂ１８＋Ｉ１３４、Ｂ１８＋Ｉ２１９、Ｂ１８＋Ｉ２２０、
Ｂ１９＋Ｉ９６、Ｂ１９＋Ｉ１００、Ｂ１９＋Ｉ１０５、Ｂ１９＋Ｉ１０６、Ｂ１９＋Ｉ
１０８、Ｂ１９＋Ｉ１０９、Ｂ１９＋Ｉ１１０、Ｂ１９＋Ｉ１１１、Ｂ１９＋Ｉ１１６、
Ｂ１９＋Ｉ１３４、Ｂ１９＋Ｉ２１９、Ｂ１９＋Ｉ２２０、
Ｂ２０＋Ｉ９６、Ｂ２０＋Ｉ１００、Ｂ２０＋Ｉ１０５、Ｂ２０＋Ｉ１０６、Ｂ２０＋Ｉ
１０８、Ｂ２０＋Ｉ１０９、Ｂ２０＋Ｉ１１０、Ｂ２０＋Ｉ１１１、Ｂ２０＋Ｉ１１６、
Ｂ２０＋Ｉ１３４、Ｂ２０＋Ｉ２１９、Ｂ２０＋Ｉ２２０。
【００６４】
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　さらに好ましくは、本発明による組成物は、以下のものからなる組合せの群から選択さ
れる：
Ｂ１＋Ｉ１０６、Ｂ１＋Ｉ１１６、Ｂ１＋Ｉ１３４、Ｂ２＋Ｉ１０６、Ｂ２＋Ｉ１１６、
Ｂ２＋Ｉ１３４、Ｂ３＋Ｉ１０６、Ｂ３＋Ｉ１１６、Ｂ３＋Ｉ１３４、Ｂ４＋Ｉ１０６、
Ｂ４＋Ｉ１１６、Ｂ４＋Ｉ１３４、Ｂ５＋Ｉ１０６、Ｂ５＋Ｉ１１６、Ｂ５＋Ｉ１３４、
Ｂ６＋Ｉ１０６、Ｂ６＋Ｉ１１６、Ｂ６＋Ｉ１３４、Ｂ７＋Ｉ１０６、Ｂ７＋Ｉ１１６、
Ｂ７＋Ｉ１３４、Ｂ８＋Ｉ１０６、Ｂ８＋Ｉ１１６、Ｂ８＋Ｉ１３４、Ｂ９＋Ｉ１０６、
Ｂ９＋Ｉ１１６、Ｂ９＋Ｉ１３４、Ｂ１０＋Ｉ１０６、Ｂ１０＋Ｉ１１６、Ｂ１０＋Ｉ１
３４、Ｂ１１＋Ｉ１０６、Ｂ１１＋Ｉ１１６、Ｂ１１＋Ｉ１３４、Ｂ１２＋Ｉ１０６、Ｂ
１２＋Ｉ１１６、Ｂ１２＋Ｉ１３４、Ｂ１３＋Ｉ１０６、Ｂ１３＋Ｉ１１６、Ｂ１３＋Ｉ
１３４、Ｂ１４＋Ｉ１０６、Ｂ１４＋Ｉ１１６、Ｂ１４＋Ｉ１３４、Ｂ１５＋Ｉ１０６、
Ｂ１５＋Ｉ１１６、Ｂ１５＋Ｉ１３４、Ｂ１６＋Ｉ１０６、Ｂ１６＋Ｉ１１６、Ｂ１６＋
Ｉ１３４、Ｂ１７＋Ｉ１０６、Ｂ１７＋Ｉ１１６、Ｂ１７＋Ｉ１３４、Ｂ１８＋Ｉ１０６
、Ｂ１８＋Ｉ１１６、Ｂ１８＋Ｉ１３４、Ｂ１９＋Ｉ１０６、Ｂ１９＋Ｉ１１６、Ｂ１９
＋Ｉ１３４、Ｂ２０＋Ｉ１０６、Ｂ２０＋Ｉ１１６、Ｂ２０＋Ｉ１３４。
【００６５】
　さらに好ましくは、本発明による組成物は、以下のものからなる組合せの群から選択さ
れる：
Ｂ９＋Ｉ１０６、Ｂ３＋Ｉ１０６、Ｂ１６＋Ｉ１０６、Ｂ１９＋Ｉ１０６、Ｂ９＋Ｉ１１
６、Ｂ３＋Ｉ１１６、Ｂ３＋Ｉ１３４、Ｂ９＋Ｉ１３４、Ｂ１６＋Ｉ１３４、Ｂ１９＋Ｉ
１３４。
【００６６】
　本発明の好ましい実施形態では、該組成物は、少なくとも１種類の殺菌剤をさらに含ん
でいる（但し、該生物的防除剤と該殺菌剤は、同一ではない）。
【００６７】
　殺菌剤
　一般に、「殺菌性（ｆｕｎｇｉｃｉｄａｌ）」は、ある物質が菌類の死亡率を増大させ
る能力又は菌類の増殖速度を抑制する能力を意味する。
【００６８】
　用語「菌（ｆｕｎｇｕｓ）」又は「菌類（ｆｕｎｇｉ）」は、クロロフィルを有さず、
有核性で胞子を有している幅広い種類の生物を包含する。菌類の例としては、酵母類、カ
ビ類、うどんこ病菌類、さび病菌類及びキノコ類などを挙げることができる。
【００６９】
　好ましくは、該殺菌剤は、本発明による生物的防除剤に対して殺菌活性を示さないよう
に選択される。
【００７０】
　本発明の１実施形態によれば、好ましい殺菌剤は、以下のものからなる群から選択され
る：
　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（Ｆ１）アルジモルフ（１７０４
－２８－５）、（Ｆ２）アザコナゾール（６０２０７－３１－０）、（Ｆ３）ビテルタノ
ール（５５１７９－３１－２）、（Ｆ４）ブロムコナゾール（１１６２５５－４８－２）
、（Ｆ５）シプロコナゾール（１１３０９６－９９－４）、（Ｆ６）ジクロブトラゾール
（７５７３６－３３－３）、（Ｆ７）ジフェノコナゾール（１１９４４６－６８－３）、
（Ｆ８）ジニコナゾール（８３６５７－２４－３）、（Ｆ９）ジニコナゾール－Ｍ（８３
６５７－１８－５）、（Ｆ１０）ドデモルフ（１５９３－７７－７）、（Ｆ１１）酢酸ド
デモルフ（３１７１７－８７－０）、（Ｆ１２）エポキシコナゾール（１０６３２５－０
８－０）、（Ｆ１３）エタコナゾール（６０２０７－９３－４）、（Ｆ１４）フェナリモ
ール（６０１６８－８８－９）、（Ｆ１５）フェンブコナゾール（１１４３６９－４３－
６）、（Ｆ１６）フェンヘキサミド（１２６８３３－１７－８）、（Ｆ１７）フェンプロ
ピジン（６７３０６－００－７）、（Ｆ１８）フェンプロピモルフ（６７３０６－０３－
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０）、（Ｆ１９）フルキンコナゾール（１３６４２６－５４－５）、（Ｆ２０）フルルプ
リミドール（５６４２５－９１－３）、（Ｆ２１）フルシラゾール（８５５０９－１９－
９）、（Ｆ２２）フルトリアホール（７６６７４－２１－０）、（Ｆ２３）フルコナゾー
ル（１１２８３９－３３－５）、（Ｆ２４）フルコナゾール－シス（１１２８３９－３２
－４）、（Ｆ２５）ヘキサコナゾール（７９９８３－７１－４）、（Ｆ２６）イマザリル
（６０５３４－８０－７）、（Ｆ２７）硫酸イマザリル（５８５９４－７２－２）、（Ｆ
２８）イミベンコナゾール（８６５９８－９２－７）、（Ｆ２９）イプコナゾール（１２
５２２５－２８－７）、（Ｆ３０）メトコナゾール（１２５１１６－２３－６）、（Ｆ３
１）ミクロブタニル（８８６７１－８９－０）、（Ｆ３２）ナフチフィン（６５４７２－
８８－０）、（Ｆ３３）ヌアリモール（６３２８４－７１－９）、（Ｆ３４）オキシポコ
ナゾール（１７４２１２－１２－５）、（Ｆ３５）パクロブトラゾール（７６７３８－６
２－０）、（Ｆ３６）ペフラゾエート（１０１９０３－３０－４）、（Ｆ３７）ペンコナ
ゾール（６６２４６－８８－６）、（Ｆ３８）ピペラリン（３４７８－９４－２）、（Ｆ
３９）プロクロラズ（６７７４７－０９－５）、（Ｆ４０）プロピコナゾール（６０２０
７－９０－１）、（Ｆ４１）プロチオコナゾール（１７８９２８－７０－６）、（Ｆ４２
）ピリブチカルブ（８８６７８－６７－５）、（Ｆ４３）ピリフェノックス（８８２８３
－４１－４）、（Ｆ４４）キンコナゾール（１０３９７０－７５－８）、（Ｆ４５）シメ
コナゾール（１４９５０８－９０－７）、（Ｆ４６）スピロキサミン（１１８１３４－３
０－８）、（Ｆ４７）テブコナゾール（１０７５３４－９６－３）、（Ｆ４８）テルビナ
フィン（９１１６１－７１－６）、（Ｆ４９）テトラコナゾール（１１２２８１－７７－
３）、（Ｆ５０）トリアジメホン（４３１２１－４３－３）、（Ｆ５１）トリアジメノー
ル（８９４８２－１７－７）、（Ｆ５２）トリデモルフ（８１４１２－４３－３）、（Ｆ
５３）トリフルミゾール（６８６９４－１１－１）、（Ｆ５４）トリホリン（２６６４４
－４６－２）、（Ｆ５５）トリチコナゾール（１３１９８３－７２－７）、（Ｆ５６）ウ
ニコナゾール（８３６５７－２２－１）、（Ｆ５７）ウニコナゾール－ｐ（８３６５７－
１７－４）、（Ｆ５８）ビニコナゾール（７７１７４－６６－４）、（Ｆ５９）ボリコナ
ゾール（１３７２３４－６２－９）、（Ｆ６０）１－（４－クロロフェニル）－２－（１
Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）シクロヘプタノール（１２９５８６－３２－
９）、（Ｆ６１）１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イ
ル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸メチル（１１０３２３－９５－０）、（Ｆ６
２）Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）
プロポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（Ｆ６３）Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（
トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、（Ｆ６４）Ｏ－［１－
（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］　１Ｈ－イミダゾー
ル－１－カルボチオエート（１１１２２６－７１－２）；
　（２）　複合体Ｉ又はＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（Ｆ６５）ビキサフェン
（５８１８０９－４６－３）、（Ｆ６６）ボスカリド（１８８４２５－８５－６）、（Ｆ
６７）カルボキシン（５２３４－６８－４）、（Ｆ６８）ジフルメトリム（１３０３３９
－０７－０）、（Ｆ６９）フェンフラム（２４６９１－８０－３）、（Ｆ７０）フルオピ
ラム（６５８０６６－３５－４）、（Ｆ７１）フルトラニル（６６３３２－９６－５）、
（Ｆ７２）フルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（Ｆ７３）フラメトピル（
１２３５７２－８８－３）、（Ｆ７４）フルメシクロックス（６０５６８－０５－０）、
（Ｆ７５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）と
アンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）（８８１６８５
－５８－１）、（Ｆ７６）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４
ＳＲ，９ＳＲ）、（Ｆ７７）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，
４Ｓ，９Ｓ）、（Ｆ７８）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４
Ｒ，９Ｒ）、（Ｆ７９）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ
，９ＲＳ）、（Ｆ８０）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，
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９Ｒ）、（Ｆ８１）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ
）、（Ｆ８２）メプロニル（５５８１４－４１－０）、（Ｆ８３）オキシカルボキシン（
５２５９－８８－１）、（Ｆ８４）ペンフルフェン（４９４７９３－６７－８）、（Ｆ８
５）ペンチオピラド（１８３６７５－８２－３）、（Ｆ８６）セダキサン（８７４９６７
－６７－６）、（Ｆ８７）チフルザミド（１３００００－４０－７）、（Ｆ８８）１－メ
チル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリ
フルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ８９）３－（ジフルオ
ロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェ
ニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ９０）３－（ジフルオロメチル）
－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フ
ェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ９１）Ｎ－［１－
（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１０９２４００－９５
－７）、（Ｆ９２）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（ト
リフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－
アミン（１２１００７０－８４－０）、（Ｆ９３）ベンゾビンジフルピル（ｂｅｎｚｏｖ
ｉｎｄｉｆｌｕｐｙｒ）、（Ｆ９４）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）
－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフ
ルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ９５）Ｎ－
［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４
－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ９６）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－
（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ９７）１，３，５－トリメチル－Ｎ－（１，１，３
－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（Ｆ９８）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，３
，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（Ｆ９９）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（
１Ｓ）－１，３，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ１００）１－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，３，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン
－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ１０１）３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－
１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ１０２）３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，
３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（Ｆ１０３）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，
３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（Ｆ１０４）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，
３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（Ｆ１０５）アメトクトラジ
ン（８６５３１８－９７－４）、（Ｆ１０６）アミスルブロム（３４８６３５－８７－０
）、（Ｆ１０７）アゾキシストロビン（１３１８６０－３３－８）、（Ｆ１０８）シアゾ
ファミド（１２０１１６－８８－３）、（Ｆ１０９）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅ
ｔｈｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－３０－０）、（Ｆ１１０）クモキシストロ
ビン（ｃｏｕｍｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－７０－８）、（Ｆ１１１）ジモ
キシストロビン（１４１６００－５２－４）、（Ｆ１１２）エネストロブリン（２３８４
１０－１１－２）、（Ｆ１１３）ファモキサドン（１３１８０７－５７－３）、（Ｆ１１
４）フェンアミドン（１６１３２６－３４－７）、（Ｆ１１５）フェノキシストロビン（
ｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（９１８１６２－０２－４）、（Ｆ１１６）フルオキサス
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トロビン（３６１３７７－２９－９）、（Ｆ１１７）クレソキシム－メチル（１４３３９
０－８９－０）、（Ｆ１１８）メトミノストロビン（１３３４０８－５０－１）、（Ｆ１
１９）オリサストロビン（１８９８９２－６９－１）、（Ｆ１２０）ピコキシストロビン
（１１７４２８－２２－５）、（Ｆ１２１）ピラクロストロビン（１７５０１３－１８－
０）、（Ｆ１２２）ピラメトストロビン（ｐｙｒａｍｅｔｏｓｔｒｏｂｉｎ）（９１５４
１０－７０－７）、（Ｆ１２３）ピラオキシストロビン（ｐｙｒａｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ
）（８６２５８８－１１－２）、（Ｆ１２４）ピリベンカルブ（７９９２４７－５２－２
）、（Ｆ１２５）トリクロピリカルブ（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒｉｃａｒｂ）（９０２７６０
－４０－１）、（Ｆ１２６）トリフロキシストロビン（１４１５１７－２１－７）、（Ｆ
１２７）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フ
ルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチ
ルエタンアミド、（Ｆ１２８）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－（
２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミ
ノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド、（Ｆ１２９）（２Ｅ）－２－（メトキシ
イミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フ
ェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド（１５８１６９－７３－４
）、（Ｆ１３０）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－
フルオロ－２－フェニルエテニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メ
チル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド（３２６８９６－
２８－０）、（Ｆ１３１）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６
－ジクロロフェニル）ブタ－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニ
ル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（Ｆ１３２）２－クロロ－Ｎ
－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン
－３－カルボキサミド（１１９８９９－１４－８）、（Ｆ１３３）５－メトキシ－２－メ
チル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチ
リデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－３－オン、（Ｆ１３４）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（
４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メト
キシプロパ－２－エン酸メチル（１４９６０１－０３－６）、（Ｆ１３５）Ｎ－（３－エ
チル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロ
キシベンズアミド（２２６５５１－２１－９）、（Ｆ１３６）２－｛２－［（２，５－ジ
メチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（１７
３６６２－９７－０）、（Ｆ１３７）（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノ
キシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２
４－０）；
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（Ｆ１３８）ベノミル（１７８０４
－３５－２）、（Ｆ１３９）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）、（Ｆ１４０）ク
ロルフェナゾール（３５７４－９６－７）、（Ｆ１４１）ジエトフェンカルブ（８７１３
０－２０－９）、（Ｆ１４２）エタボキサム（１６２６５０－７７－３）、（Ｆ１４３）
フルオピコリド（２３９１１０－１５－７）、（Ｆ１４４）フベリダゾール（３８７８－
１９－１）、（Ｆ１４５）ペンシクロン（６６０６３－０５－６）、（Ｆ１４６）チアベ
ンダゾール（１４８－７９－８）、（Ｆ１４７）チオファネート－メチル（２３５６４－
０５－８）、（Ｆ１４８）チオファネート（２３５６４－０６－９）、（Ｆ１４９）ゾキ
サミド（１５６０５２－６８－５）、（Ｆ１５０）５－クロロ－７－（４－メチルピペリ
ジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾ
ロ［１，５－ａ］ピリミジン（２１４７０６－５３－３）、（Ｆ１５１）３－クロロ－５
－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフ
ェニル）ピリダジン（１００２７５６－８７－７）；
　（５）　多部位に作用し得る化合物、例えば、（Ｆ１５２）ボルドー液（８０１１－６
３－０）、（Ｆ１５３）カプタホール（２４２５－０６－１）、（Ｆ１５４）キャプタン
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（１３３－０６－２）、（Ｆ１５５）クロロタロニル（１８９７－４５－６）、（Ｆ１５
６）水酸化銅（２０４２７－５９－２）、（Ｆ１５７）ナフテン酸銅（１３３８－０２－
９）、（Ｆ１５８）酸化銅（１３１７－３９－１）、（Ｆ１５９）塩基性塩化銅（１３３
２－４０－７）、（Ｆ１６０）硫酸銅（２＋）（７７５８－９８－７）、（Ｆ１６１）ジ
クロフルアニド（１０８５－９８－９）、（Ｆ１６２）ジチアノン（３３４７－２２－６
）、（Ｆ１６３）ドジン（２４３９－１０－３）、（Ｆ１６４）ドジン遊離塩基、（Ｆ１
６５）ファーバム（１４４８４－６４－１）、（Ｆ１６６）フルオロホルペット（７１９
－９６－０）、（Ｆ１６７）ホルペット（１３３－０７－３）、（Ｆ１６８）グアザチン
（１０８１７３－９０－６）、（Ｆ１６９）酢酸グアザチン、（Ｆ１７０）イミノクタジ
ン（１３５１６－２７－３）、（Ｆ１７１）イミノクタジンアルベシル酸塩（１６９２０
２－０６－６）、（Ｆ１７２）イミノクタジン三酢酸塩（５７５２０－１７－９）、（Ｆ
１７３）マンカッパー（５３９８８－９３－５）、（Ｆ１７４）マンゼブ（８０１８－０
１－７）、（Ｆ１７５）マンネブ（１２４２７－３８－２）、（Ｆ１７６）メチラム（９
００６－４２－２）、（Ｆ１７７）メチラム亜鉛（ｍｅｔｉｒａｍ　ｚｉｎｃ）（９００
６－４２－２）、（Ｆ１７８）オキシン銅（１０３８０－２８－６）、（Ｆ１７９）プロ
パミジン（ｐｒｏｐａｍｉｄｉｎｅ）（１０４－３２－５）、（Ｆ１８０）プロピネブ（
１２０７１－８３－９）、（Ｆ１８１）硫黄及び硫黄剤、例えば、多硫化カルシウム（７
７０４－３４－９）、（Ｆ１８２）チウラム（１３７－２６－８）、（Ｆ１８３）トリル
フルアニド（７３１－２７－１）、（Ｆ１８４）ジネブ（１２１２２－６７－７）、（Ｆ
１８５）ジラム（１３７－３０－４）；
　（６）　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、（Ｆ１８６）アシベンゾラル－Ｓ－
メチル（１３５１５８－５４－２）、（Ｆ１８７）イソチアニル（２２４０４９－０４－
１）、（Ｆ１８８）プロベナゾール（２７６０５－７６－１）、（Ｆ１８９）チアジニル
（２２３５８０－５１－６）；
　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（Ｆ１９０）アン
ドプリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）（２３９５１－８５－１）、（Ｆ１９１）ブラストサイジ
ン－Ｓ（２０７９－００－７）、（Ｆ１９２）シプロジニル（１２１５５２－６１－２）
、（Ｆ１９３）カスガマイシン（６９８０－１８－３）、（Ｆ１９４）カスガマイシン塩
酸塩水和物（１９４０８－４６－９）、（Ｆ１９５）メパニピリム（１１０２３５－４７
－７）、（Ｆ１９６）ピリメタニル（５３１１２－２８－０）、（Ｆ１９７）３－（５－
フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）
キノリン（８６１６４７－３２－７）；
　（８）　ＡＴＰ産生の阻害薬、例えば、（Ｆ１９８）酢酸トリフェニルスズ（９００－
９５－８）、（Ｆ１９９）塩化トリフェニルスズ（６３９－５８－７）、（Ｆ２００）水
酸化トリフェニルスズ（７６－８７－９）、（Ｆ２０１）シルチオファム（１７５２１７
－２０－６）；
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２０２）ベンチアバリカルブ（１７７４０
６－６８－７）、（Ｆ２０３）ジメトモルフ（１１０４８８－７０－５）、（Ｆ２０４）
フルモルフ（２１１８６７－４７－９）、（Ｆ２０５）イプロバリカルブ（１４０９２３
－１７－７）、（Ｆ２０６）マンジプロパミド（３７４７２６－６２－２）、（Ｆ２０７
）ポリオキシン（１１１１３－８０－７）、（Ｆ２０８）ポリオキソリム（２２９７６－
８６－９）、（Ｆ２０９）バリダマイシンＡ（３７２４８－４７－８）、（Ｆ２１０）バ
リフェナレート（２８３１５９－９４－４；２８３１５９－９０－０）；
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２１１）ビフェニル（９２－５２
－４）、（Ｆ２１２）クロロネブ（２６７５－７７－６）、（Ｆ２１３）ジクロラン（９
９－３０－９）、（Ｆ２１４）エジフェンホス（１７１０９－４９－８）、（Ｆ２１５）
エトリジアゾール（２５９３－１５－９）、（Ｆ２１６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒ
ｂ）（５５４０６－５３－６）、（Ｆ２１７）イプロベンホス（２６０８７－４７－８）
、（Ｆ２１８）イソプロチオラン（５０５１２－３５－１）、（Ｆ２１９）プロパモカル
ブ（２５６０６－４１－１）、（Ｆ２２０）プロパモカルブ塩酸塩（２５６０６－４１－
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１）、（Ｆ２２１）プロチオカルブ（１９６２２－０８－３）、（Ｆ２２２）ピラゾホス
（１３４５７－１８－６）、（Ｆ２２３）キントゼン（８２－６８－８）、（Ｆ２２４）
テクナゼン（１１７－１８－０）、（Ｆ２２５）トルクロホス－メチル（５７０１８－０
４－９）；
　（１１）　メラニン生合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２２６）カルプロパミド（１０４０
３０－５４－８）、（Ｆ２２７）ジクロシメット（１３９９２０－３２－４）、（Ｆ２２
８）フェノキサニル（１１５８５２－４８－７）、（Ｆ２２９）フタリド（２７３５５－
２２－２）、（Ｆ２３０）ピロキロン（５７３６９－３２－１）、（Ｆ２３１）トリシク
ラゾール（４１８１４－７８－２）、（Ｆ２３２）｛３－メチル－１－［（４－メチルベ
ンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－トリフルオロエチル（
８５１５２４－２２－６）；
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２３３）ベナラキシル（７１６２６－１１
－４）、（Ｆ２３４）ベナラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））（９８
２４３－８３－５）、（Ｆ２３５）ブピリメート（４１４８３－４３－６）、（Ｆ２３６
）クロジラコン（６７９３２－８５－８）、（Ｆ２３７）ジメチリモール（５２２１－５
３－４）、（Ｆ２３８）エチリモール（２３９４７－６０－６）、（Ｆ２３９）フララキ
シル（５７６４６－３０－７）、（Ｆ２４０）ヒメキサゾール（１０００４－４４－１）
、（Ｆ２４１）メタラキシル（５７８３７－１９－１）、（Ｆ２４２）メタラキシル－Ｍ
（メフェノキサム）（７０６３０－１７－０）、（Ｆ２４３）オフラセ（５８８１０－４
８－３）、（Ｆ２４４）オキサジキシル（７７７３２－０９－３）、（Ｆ２４５）オキソ
リン酸（１４６９８－２９－４）；
　（１３）　シグナル伝達の阻害薬、例えば、（Ｆ２４６）クロゾリネート（８４３３２
－８６－５）、（Ｆ２４７）フェンピクロニル（７４７３８－１７－３）、（Ｆ２４８）
フルジオキソニル（１３１３４１－８６－１）、（Ｆ２４９）イプロジオン（３６７３４
－１９－７）、（Ｆ２５０）プロシミドン（３２８０９－１６－８）、（Ｆ２５１）キノ
キシフェン（１２４４９５－１８－７）、（Ｆ２５２）ビンクロゾリン（５０４７１－４
４－８）；
　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、（Ｆ２５３）ビナパクリル（４
８５－３１－４）、（Ｆ２５４）ジノカップ（１３１－７２－６）、（Ｆ２５５）フェリ
ムゾン（８９２６９－６４－７）、（Ｆ２５６）フルアジナム（７９６２２－５９－６）
、（Ｆ２５７）メプチルジノカップ（１３１－７２－６）；
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（Ｆ２５８）ベンチアゾール（２１５６４－１７
－０）、（Ｆ２５９）ベトキサジン（１６３２６９－３０－５）、（Ｆ２６０）カプシマ
イシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）（７０６９４－０８－５）、（Ｆ２６１）カルボン（９
９－４９－０）、（Ｆ２６２）キノメチオネート（２４３９－０１－２）、（Ｆ２６３）
ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））（６８８０４６－６１
－９）、（Ｆ２６４）クフラネブ（１１０９６－１８－７）、（Ｆ２６５）シフルフェナ
ミド（１８０４０９－６０－３）、（Ｆ２６６）シモキサニル（５７９６６－９５－７）
、（Ｆ２６７）シプロスルファミド（２２１６６７－３１－８）、（Ｆ２６８）ダゾメッ
ト（５３３－７４－４）、（Ｆ２６９）デバカルブ（６２７３２－９１－６）、（Ｆ２７
０）ジクロロフェン（９７－２３－４）、（Ｆ２７１）ジクロメジン（６２８６５－３６
－５）、（Ｆ２７２）ジフェンゾコート（４９８６６－８７－７）、（Ｆ２７３）ジフェ
ンゾコートメチル硫酸塩（４３２２２－４８－６）、（Ｆ２７４）ジフェニルアミン（１
２２－３９－４）、（Ｆ２７５）エコメイト、（Ｆ２７６）フェンピラザミン（４７３７
９８－５９－３）、（Ｆ２７７）フルメトベル（１５４０２５－０４－４）、（Ｆ２７８
）フルオルイミド（４１２０５－２１－４）、（Ｆ２７９）フルスルファミド（１０６９
１７－５２－６）、（Ｆ２８０）フルチアニル（３０４９００－２５－２）、（Ｆ２８１
）ホセチル－アルミニウム（３９１４８－２４－８）、（Ｆ２８２）ホセチル－カルシウ
ム、（Ｆ２８３）ホセチル－ナトリウム（３９１４８－１６－８）、（Ｆ２８４）ヘキサ
クロロベンゼン（１１８－７４－１）、（Ｆ２８５）イルママイシン（８１６０４－７３
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－１）、（Ｆ２８６）メタスルホカルブ（６６９５２－４９－６）、（Ｆ２８７）イソチ
オシアン酸メチル（５５６－６１－６）、（Ｆ２８８）メトラフェノン（２２０８９９－
０３－６）、（Ｆ２８９）ミルディオマイシン（６７５２７－７１－３）、（Ｆ２９０）
ナタマイシン（７６８１－９３－８）、（Ｆ２９１）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケ
ル（１５５２１－６５－０）、（Ｆ２９２）ニトロタル－イソプロピル（１０５５２－７
４－６）、（Ｆ２９３）オクチリノン（２６５３０－２０－１）、（Ｆ２９４）オキサモ
カルブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ）（９１７２４２－１２－７）、（Ｆ２９５）オキシフェン
チイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）（３４４０７－８７－９）、（Ｆ２９６）ペンタクロ
ロフェノール及び塩（８７－８６－５）、（Ｆ２９７）フェノトリン、（Ｆ２９８）亜リ
ン酸及びその塩（１３５９８－３６－２）、（Ｆ２９９）プロパモカルブ－ホセチレート
（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、（Ｆ３００）プロパノシン－ナト
リウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉｎｅ－ｓｏｄｉｕｍ）（８８４９８－０２－６）、（Ｆ３０
１）プロキナジド（１８９２７８－１２－４）、（Ｆ３０２）ピリモルフ（８６８３９０
－９０－３）、（Ｆ３０３）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（
２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１
－オン（１２３１７７６－２８－５）、（Ｆ３０４）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル
）プロパ－２－エン－１－オン（１２３１７７６－２９－６）、（Ｆ３０５）ピロールニ
トリン（１０１８－７１－９）、（Ｆ３０６）テブフロキン（３７６６４５－７８－２）
、（Ｆ３０７）テクロフタラム（７６２８０－９１－６）、（Ｆ３０８）トルニファニド
（３０４９１１－９８－６）、（Ｆ３０９）トリアゾキシド（７２４５９－５８－６）、
（Ｆ３１０）トリクラミド（７０１９３－２１－４）、（Ｆ３１１）ザリラミド（８４５
２７－５１－５）、（Ｆ３１２）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（
｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボ
ニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２
－メチルプロパノエート（５１７８７５－３４－２）、（Ｆ３１３）１－（４－｛４－［
（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾ
ール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５
－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１０
０３３１９－７９－６）、（Ｆ３１４）１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジ
フルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００３３１９－８０－９）、（
Ｆ３１５）１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ
－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１
－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イ
ル］エタノン（１００３３１８－６７－９）、（Ｆ３１６）１－（４－メトキシフェノキ
シ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート
（１１１２２７－１７－９）、（Ｆ３１７）２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチ
ルスルホニル）ピリジン（１３１０８－５２－６）、（Ｆ３１８）２，３－ジブチル－６
－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（２２１４５１－５８－７
）、（Ｆ３１９）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５
，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（Ｆ３２０）２－
［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４
－｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イ
ル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン（１００３３１
６－５３－７）、（Ｆ３２１）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－イル）エタノン（１００３３１６－５４－８）、（Ｆ３２２）２－［５－メチル－３
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－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フ
ェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－
２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン（１００３３１６－５１－５）、（Ｆ３２３
）２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、（Ｆ３２４）
２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－
４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、（Ｆ３２５）２－フェニルフェ
ノール及び塩（９０－４３－７）、（Ｆ３２６）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，
３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－８
５－０）、（Ｆ３２７）３，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジカルボニトリル（
１７８２４－８５－０）、（Ｆ３２８）３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジ
メチル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、（Ｆ３２９）３－クロロ－５－
（４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン
、（Ｆ３３０）４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３
，６－ジメチルピリダジン、（Ｆ３３１）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２
－チオール、（Ｆ３３２）５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン－１
－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド（１３４－３１－６）、（Ｆ３３３）５－
フルオロ－２－［（４－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン（１１７４
３７６－１１－４）、（Ｆ３３４）５－フルオロ－２－［（４－メチルベンジル）オキシ
］ピリミジン－４－アミン（１１７４３７６－２５－０）、（Ｆ３３５）５－メチル－６
－オクチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（Ｆ３３
６）（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルプロパ－２－エン酸エチル、（Ｆ
３３７）Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－
５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホル
ムアミド、（Ｆ３３８）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロ
パ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（Ｆ３３９）Ｎ－［（４－
クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－
１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（Ｆ３４０）Ｎ－［（５－ブロモ－３－ク
ロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、
（Ｆ３４１）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，
４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、（Ｆ３４２）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３
－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－カル
ボキサミド、（Ｆ３４３）Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－
（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセト
アミド（２２１２０１－９２－９）、（Ｆ３４４）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメ
トキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル
｝－２－フェニルアセトアミド（２２１２０１－９２－９）、（Ｆ３４５）Ｎ’－｛４－
［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２
－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（Ｆ３
４６）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テト
ラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５
１４－４９－６）、（Ｆ３４７）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ
－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾ
ール－４－カルボキサミド（９２２５１４－０７－６）、（Ｆ３４８）Ｎ－メチル－２－
（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］ア
セチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフ
タレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１４－４８－
５）、（Ｆ３４９）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フ
ェニル）メチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ペン
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チル、（Ｆ３５０）フェナジン－１－カルボン酸、（Ｆ３５１）キノリン－８－オール（
１３４－３１－６）、（Ｆ３５２）キノリン－８－オールスルフェート（２：１）（１３
４－３１－６）、（Ｆ３５３）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－
イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミ
ン酸ｔｅｒｔ－ブチル；
　（１６）　さらなる化合物、例えば、（Ｆ３５４）１－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（Ｆ３５５）Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３
５６）Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３５７）３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３５８）Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビ
フェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（Ｆ３５９）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’
－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（Ｆ３６０）５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－
１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（Ｆ３６１）２－クロロ－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（Ｆ３６２）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ
－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３６３）Ｎ－［４’－（３，３
－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，３
－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３６４）３－（ジフルオロメ
チル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（Ｆ３６５）Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－５
－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３６６）
２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサミ
ド、（Ｆ３６７）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イ
ル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（Ｆ３６８）４－（ジフル
オロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル
］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（Ｆ３６９）５－フルオロ－Ｎ－［４’
－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３７０）２－クロロ－
Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２
－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（Ｆ３７１）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－
［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル
］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３７２）５－フルオロ－
Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－
イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ３７３）２－
クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニ
ル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（Ｆ３７４）（５－ブロモ－２－メトキ
シ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル
）メタノン、（Ｆ３７５）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロパ－２
－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホ
ニル）バリンアミド（２２０７０６－９３－４）、（Ｆ３７６）４－オキソ－４－［（２
－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、（Ｆ３７７）ブタ－３－イン－１－イル　｛６－
［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン
］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、（Ｆ３７８）４－アミ
ノ－５－フルオロピリミジン－２－オール（メソメリック形態：６－アミノ－５－フルオ
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ロピリミジン－２（１Ｈ）－オン）、（Ｆ３７９）３，４，５－トリヒドロキシ安息香酸
プロピル、及び、（Ｆ３８０）オリザストロビン。
【００７１】
　クラス（１）～クラス（１６）の名前が挙げられている全ての殺菌剤は、それらが有し
ている官能基によって可能である場合には、適切な塩基又は酸と、場合により塩を形成す
ることができる。
【００７２】
　本発明の好ましい実施形態では、該少なくとも１種類の殺菌剤は、合成殺菌剤である。
【００７３】
　本発明の１実施形態では、該組成物は２種類以上の殺菌剤を含んでいる。好ましい実施
形態では、該組成物は、上記で挙げられている好ましい殺菌剤のうちの２種類以上を含ん
でいる。
【００７４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、該殺菌剤は、以下のものからなる群から選択され
る：
　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（Ｆ３）ビテルタノール、（Ｆ４
）ブロムコナゾール（１１６２５５－４８－２）、（Ｆ５）シプロコナゾール（１１３０
９６－９９－４）、（Ｆ７）ジフェノコナゾール（１１９４４６－６８－３）、（Ｆ１２
）エポキシコナゾール（１０６３２５－０８－０）、（Ｆ１６）フェンヘキサミド（１２
６８３３－１７－８）、（Ｆ１７）フェンプロピジン（６７３０６－００－７）、（Ｆ１
８）フェンプロピモルフ（６７３０６－０３－０）、（Ｆ１９）フルキンコナゾール（１
３６４２６－５４－５）、（Ｆ２２）フルトリアホール、（Ｆ２６）イマザリル、（Ｆ２
９）イプコナゾール（１２５２２５－２８－７）、（Ｆ３０）メトコナゾール（１２５１
１６－２３－６）、（Ｆ３１）ミクロブタニル（８８６７１－８９－０）、（Ｆ３７）ペ
ンコナゾール（６６２４６－８８－６）、（Ｆ３９）プロクロラズ（６７７４７－０９－
５）、（Ｆ４０）プロピコナゾール（６０２０７－９０－１）、（Ｆ４１）プロチオコナ
ゾール（１７８９２８－７０－６）、（Ｆ４４）キンコナゾール（１０３９７０－７５－
８）、（Ｆ４６）スピロキサミン（１１８１３４－３０－８）、（Ｆ４７）テブコナゾー
ル（１０７５３４－９６－３）、（Ｆ５１）トリアジメノール（８９４８２－１７－７）
、（Ｆ５５）トリチコナゾール（１３１９８３－７２－７）；
　（２）　複合体Ｉ又はＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（Ｆ６５）ビキサフェン
（５８１８０９－４６－３）、（Ｆ６６）ボスカリド（１８８４２５－８５－６）、（Ｆ
６７）カルボキシン（５２３４－６８－４）、（Ｆ７０）フルオピラム（６５８０６６－
３５－４）、（Ｆ７１）フルトラニル（６６３３２－９６－５）、（Ｆ７２）フルキサピ
ロキサド（９０７２０４－３１－３）、（Ｆ７３）フラメトピル（１２３５７２－８８－
３）、（Ｆ７５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９Ｒ
Ｓ）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）（８８１
６８５－５８－１）、（Ｆ７６）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１Ｒ
Ｓ，４ＳＲ，９ＳＲ）、（Ｆ７７）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　
１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（Ｆ７８）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１
Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（Ｆ７９）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，
４ＳＲ，９ＲＳ）、（Ｆ８０）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，
４Ｓ，９Ｒ）、（Ｆ８１）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ
，９Ｓ）、（Ｆ８４）ペンフルフェン（４９４７９３－６７－８）、（Ｆ８５）ペンチオ
ピラド（１８３６７５－８２－３）、（Ｆ８６）セダキサン（８７４９６７－６７－６）
、（Ｆ８７）チフルザミド（１３００００－４０－７）、（Ｆ９１）Ｎ－［１－（２，４
－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１０９２４００－９５－７）、
（Ｆ９８）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，３，３－トリメチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
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ド、（Ｆ９９）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，３，３
－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（Ｆ１００）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（１
Ｒ）－１，３，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ１０１）３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４
－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（Ｆ１０２）３－（ジフルオロメチ
ル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ
－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（Ｆ１０５）アメトクトラジ
ン（８６５３１８－９７－４）、（Ｆ１０６）アミスルブロム（３４８６３５－８７－０
）、（Ｆ１０７）アゾキシストロビン（１３１８６０－３３－８）、（Ｆ１０８）シアゾ
ファミド（１２０１１６－８８－３）、（Ｆ１１１）ジモキシストロビン（１４１６００
－５２－４）、（Ｆ１１２）エネストロブリン（２３８４１０－１１－２）、（Ｆ１１３
）ファモキサドン（１３１８０７－５７－３）、（Ｆ１１４）フェンアミドン（１６１３
２６－３４－７）、（Ｆ１１６）フルオキサストロビン（３６１３７７－２９－９）、（
Ｆ１１７）クレソキシム－メチル（１４３３９０－８９－０）、（Ｆ１１８）メトミノス
トロビン（１３３４０８－５０－１）、（Ｆ１１９）オリサストロビン（１８９８９２－
６９－１）、（Ｆ１２０）ピコキシストロビン（１１７４２８－２２－５）、（Ｆ１２１
）ピラクロストロビン（１７５０１３－１８－０）、（Ｆ１２４）ピリベンカルブ（７９
９２４７－５２－２）、（Ｆ１２６）トリフロキシストロビン（１４１５１７－２１－７
）；
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（Ｆ１３９）カルベンダジム（１０
６０５－２１－７）、（Ｆ１４０）クロルフェナゾール（３５７４－９６－７）、（Ｆ１
４１）ジエトフェンカルブ（８７１３０－２０－９）、（Ｆ１４２）エタボキサム（１６
２６５０－７７－３）、（Ｆ１４３）フルオピコリド、（Ｆ１４４）フベリダゾール（３
８７８－１９－１）、（Ｆ１４５）ペンシクロン（６６０６３－０５－６）、（Ｆ１４７
）チオファネート－メチル（２３５６４－０５－８）、（Ｆ１４９）ゾキサミド（１５６
０５２－６８－５）；
　（５）　多部位に作用し得る化合物、例えば、（Ｆ１５４）キャプタン（１３３－０６
－２）、（Ｆ１５５）クロロタロニル（１８９７－４５－６）、（Ｆ１５６）水酸化銅（
２０４２７－５９－２）、（Ｆ１５９）塩基性塩化銅（１３３２－４０－７）、（Ｆ１６
２）ジチアノン（３３４７－２２－６）、（Ｆ１６３）ドジン（２４３９－１０－３）、
（Ｆ１６７）ホルペット（１３３－０７－３）、（Ｆ１６８）グアザチン（１０８１７３
－９０－６）、（Ｆ１７２）イミノクタジン三酢酸塩（５７５２０－１７－９）、（Ｆ１
７４）マンゼブ（８０１８－０１－７）、（Ｆ１８０）プロピネブ（１２０７１－８３－
９）、（Ｆ１８１）硫黄及び硫黄剤、例えば、多硫化カルシウム（７７０４－３４－９）
、（Ｆ１８２）チウラム（１３７－２６－８）；
　（６）　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、（Ｆ１８６）アシベンゾラル－Ｓ－
メチル（１３５１５８－５４－２）、（Ｆ１８７）イソチアニル（２２４０４９－０４－
１）、（Ｆ１８９）チアジニル（２２３５８０－５１－６）；
　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（Ｆ１９２）シプ
ロジニル（１２１５５２－６１－２）、（Ｆ１９６）ピリメタニル（５３１１２－２８－
０）；
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２０２）ベンチアバリカルブ（１７７４０
６－６８－７）、（Ｆ２０３）ジメトモルフ（１１０４８８－７０－５）、（Ｆ２０５）
イプロバリカルブ（１４０９２３－１７－７）、（Ｆ２０６）マンジプロパミド（３７４
７２６－６２－２）、（Ｆ２１０）バリフェナレート（２８３１５９－９４－４；２８３
１５９－９０－０）；
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２１６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏ
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ｃａｒｂ）（５５４０６－５３－６）、（Ｆ２１７）イプロベンホス（２６０８７－４７
－８）、（Ｆ２２０）プロパモカルブ塩酸塩（２５６０６－４１－１）、（Ｆ２２５）ト
ルクロホス－メチル；
　（１１）　メラニン生合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２２６）カルプロパミド；
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（Ｆ２３３）ベナラキシル（７１６２６－１１
－４）、（Ｆ２３４）ベナラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））（９８
２４３－８３－５）、（Ｆ２３９）フララキシル（５７６４６－３０－７）、（Ｆ２４０
）ヒメキサゾール（１０００４－４４－１）、（Ｆ２４１）メタラキシル（５７８３７－
１９－１）、（Ｆ２４２）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）（７０６３０－１７－０
）、（Ｆ２４４）オキサジキシル（７７７３２－０９－３）；
　（１３）　シグナル伝達の阻害薬、例えば、（Ｆ２４７）フェンピクロニル（７４７３
８－１７－３）、（Ｆ２４８）フルジオキソニル（１３１３４１－８６－１）、（Ｆ２４
９）イプロジオン（３６７３４－１９－７）、（Ｆ２５１）キノキシフェン（１２４４９
５－１８－７）、（Ｆ２５２）ビンクロゾリン（５０４７１－４４－８）；
　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、（Ｆ２５６）フルアジナム（７
９６２２－５９－６）；
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（Ｆ２６６）シモキサニル（５７９６６－９５－
７）、（Ｆ２８０）フルチアニル（３０４９００－２５－２）、（Ｆ２８１）ホセチル－
アルミニウム（３９１４８－２４－８）、（Ｆ２８６）メタスルホカルブ（６６９５２－
４９－６）、（Ｆ２８７）イソチオシアン酸メチル（５５６－６１－６）、（Ｆ２８８）
メトラフェノン（２２０８９９－０３－６）、（Ｆ２９８）亜リン酸及びその塩（１３５
９８－３６－２）、（Ｆ３０１）プロキナジド（１８９２７８－１２－４）、（Ｆ３０９
）トリアゾキシド（７２４５９－５８－６）、及び、（Ｆ３１９）２，６－ジメチル－１
Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，
７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン。
【００７５】
　本発明の１実施形態では、該殺菌剤（例えば、種子処理において使用するための殺菌剤
）は、カルベンダジム（Ｆ１３９）、カルボキシン（Ｆ６７）、ジフェノコナゾール（Ｆ
７）、フルジオキソニル（Ｆ２４８）、フルキンコナゾール（Ｆ１９）、フルキサピロキ
サド（Ｆ７２）、イプコナゾール（Ｆ２９）、イソチアニル（Ｆ１８７）、メフェノキサ
ム（Ｆ２４２）、メタラキシル（Ｆ２４１）、ペンシクロン（Ｆ１４５）、ペンフルフェ
ン（Ｆ８４）、プロチオコナゾール（Ｆ４１）、プロクロラズ（Ｆ３９）、ピラクロスト
ロビン（Ｆ１２１）、セダキサン（Ｆ８６）、シルチオファム（Ｆ２０１）、テブコナゾ
ール（Ｆ４７）、チウラム（Ｆ１８２）、トリフロキシストロビン（Ｆ１２６）及びトリ
チコナゾール（Ｆ５５）からなる群から選択される。
【００７６】
　さらなる添加剤
　本発明の１態様は、増量剤、溶媒、自発性促進剤（ｓｐｏｎｔａｎｅｉｔｙ　ｐｒｏｍ
ｏｔｅｒ）、担体、乳化剤、分散剤、凍結防止剤（ｆｒｏｓｔ　ｐｒｏｔｅｃｔａｎｔ）
、増粘剤及びアジュバントからなる群から選択される少なくとも１種類の補助剤を付加的
に含んでいる上記で記載した組成物を提供することである。そのような組成物は、製剤と
称される。
【００７７】
　従って、本発明の１態様において、本発明の組成物を含んでいる、作物保護剤及び／又
は殺有害生物剤としての、製剤及びその製剤から調製される施用形態〔例えば、潅注液、
滴下液及び噴霧液〕が提供される。該施用形態は、例えば、さらなる作物保護剤、及び／
又は、殺有害生物剤、及び／又は、活性増強用アジュバント〔例えば、浸透剤（例えば、
植物油（例えば、ナタネ油、ヒマワリ油）、鉱油（例えば、流動パラフィン）、植物性脂
肪酸のアルキルエステル（例えば、ナタネ油メチルエステル又はダイズ油メチルエステル
）、又は、アルカノールアルコキシレート）、及び／又は、展着剤（例えば、アルキルシ
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ロキサン及び／又は塩（例えば、有機又は無機のアンモニウム塩又はホスホニウム塩、例
えば、硫酸アンモニウム又はリン酸水素二アンモニウム））、及び／又は、保持促進剤（
ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）（例えば、スルホコハク酸ジオクチル又はヒド
ロキシプロピルグアーポリマー）、及び／又は、湿潤剤（例えば、グリセロール）、及び
／又は、肥料（例えば、アンモニウム肥料、カリウム肥料又はリン肥料）〕を含有するこ
とができる。
【００７８】
　典型的な製剤の例としては、以下のものなどがある：水溶性液剤（ＳＬ）、乳剤（ＥＣ
）、水中油型エマルション剤（ＥＷ）、懸濁製剤（ＳＣ、ＳＥ、ＦＳ、ＯＤ）、顆粒水和
剤（ＷＧ）、顆粒剤（ＧＲ）、及び、カプセル製剤（ｃａｐｓｕｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒ
ａｔｅｓ）（ＣＳ）；これらのタイプの製剤及び別の可能なタイプの製剤は、例えば、「
Ｃｒｏｐ　Ｌｉｆｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ」によって、及び、「Ｐｅｓｔｉｃｉ
ｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ，　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ
　ａｎｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆ
ｏｒ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，　ＦＡＯ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　
Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　－　１７３，　ｐｒｅｐａｒｅｄ　ｂｙ　ｔｈｅ
　ＦＡＯ／ＷＨＯ　Ｊｏｉｎｔ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ，　２００４，　ＩＳＢＮ：　９２５１０４８５７６」に記載され
ている。該製剤は、本発明の１種類以上の活性化合物以外の農薬活性化合物を含有するこ
とができる。
【００７９】
　当該製剤又は施用形態は、好ましくは、例えば、補助剤、例えば、増量剤、溶媒、自発
性促進剤（ｓｐｏｎｔａｎｅｉｔｙ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、担体、乳化剤、分散剤、凍結
防止剤（ｆｒｏｓｔ　ｐｒｏｔｅｃｔａｎｔ）、殺生物剤、増粘剤及び／又は他の補助剤
（例えば、アジュバント）などを含有する。これに関連して、アジュバントは、製剤の生
物学的効果を増強する成分であって、その成分自体が生物学的効果を有することはない。
アジュバントの例は、葉の表面への保持、拡展（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ）、付着を促進する
作用物質又は浸透を促進する作用物質である。
【００８０】
　これらの製剤は、既知方法で、例えば、該活性化合物を補助剤（例えば、増量剤、溶媒
及び／又は固形担体）、及び／又は、さらなる補助剤（例えば、界面活性剤）と混合させ
ることによって、製造する。そのような製剤は、適切なプラントで調製するか、又は、施
用前若しくは施用中に調製する。
【００８１】
　補助剤として使用するのに適しているものは、当該活性化合物の製剤又はそのような製
剤から調製された施用形態（例えば、使用に適した作物保護剤、例えば、散布液又は種子
粉衣）に、特定の特性、例えば、特定の物理的特性、技術的特性及び／又生物学的特性な
どを、付与するのに適している物質である。
【００８２】
　適切な増量剤は、例えば、水、並びに、極性及び非極性の有機化学的液体、例えば、以
下の種類から選択されるものである：芳香族及び非芳香族の炭化水素類（例えば、パラフ
ィン類、アルキルベンゼン類、アルキルナフタレン類、クロロベンゼン類）、アルコール
類及びポリオール類（これらは、適切な場合には、置換されていてもよく、エーテル化さ
れていてもよく、及び／又は、エステル化されていてもよい）、ケトン類（例えば、アセ
トン、シクロヘキサノン）、エステル類（これは、脂肪類及び油類を包含する）及び（ポ
リ）エーテル類、置換されていない及び置換されているアミン類、アミド類、ラクタム類
（例えば、Ｎ－アルキルピロリドン類）及びラクトン類、スルホン類及びスルホキシド類
（例えば、ジメチルスルホキシド）。
【００８３】
　使用する増量剤が水である場合、例えば有機溶媒を補助溶媒として使用することもでき
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る。本質的に、適する液体溶媒は、芳香族化合物、例えば、キシレン、トルエン又はアル
キルナフタレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロベン
ゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン
又はパラフィン類、例えば、石油留分、鉱油及び植物油、アルコール類、例えば、ブタノ
ール又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン類、例えば、アセトン、メ
チルエチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば
、ジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシドなどであり、さらに、水も適している
。好ましい補助溶媒は、アセトン及びＮ，Ｎ’－ジメチルホルムアミドからなる群から選
択される。
【００８４】
　原則として、適切な全ての溶媒を使用することが可能である。適切な溶媒は、例えば、
芳香族炭化水素、例えば、キシレン、トルエン又はアルキルナフタレン類、例えば、塩素
化芳香族炭化水素又は塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロベンゼン、クロロエチレン
又は塩化メチレン、例えば、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン、例えば、パラフ
ィン類、石油留分、鉱油及び植物油、アルコール類、例えば、メタノール、エタノール、
イソプロパノール、ブタノール又はグリコール、例えば、及び、さらに、それらのエーテ
ル及びエステル、ケトン類、例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトン又はシクロヘキサノン、例えば、強極性溶媒、例えば、ジメチルスルホキシド、及
び、水である。
【００８５】
　原則として、適切な全ての担体を使用することが可能である。適切な担体は、特に、以
下のものである：例えば、アンモニウム塩、及び、粉砕された天然鉱物、例えば、カオリ
ン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイト又はケイ藻
土、及び、粉砕された合成鉱物、例えば、微粉化シリカ、アルミナ及び天然シリケート又
は合成シリケート、樹脂、蝋、及び／又は、固形肥料。そのような担体の混合物も使用す
ることができる。粒剤に適している担体としては、以下のものを挙げることができる：例
えば、粉砕して分別した天然鉱物、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰岩、並
びに、無機及び有機の粗挽き粉からなる合成顆粒、並びに、さらに、有機材料（例えば、
おがくず、紙、ココナッツ殻、トウモロコシ穂軸及びタバコの葉柄など）からなる顆粒。
【００８６】
　液化ガスの増量剤又は溶媒を使用することも可能である。特に適しているものは、標準
温度及び標準圧力下では気体である増量剤又は担体であり、その例は、エーロゾル噴射剤
、例えば、ハロゲン化炭化水素類、並びに、さらに、ブタン、プロパン、窒素及び二酸化
炭素である。
【００８７】
　イオン特性若しくは非イオン特性を有する乳化剤及び／若しくは泡形成剤、分散剤又は
湿潤剤の例、又は、これらの界面活性物質の混合物は、以下のものである：ポリアクリル
酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェノールスルホン酸若しくはナフタレンスルホン酸の
塩、エチレンオキシドと脂肪アルコールの重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪酸の
重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪アミンの重縮合物、置換されているフェノール
（好ましくは、アルキルフェノール又はアリールフェノール）の重縮合物、スルホコハク
酸エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくは、アルキルタウレート）、ポリエトキシ化
アルコールのリン酸エステル若しくはポリエトキシ化フェノールのリン酸エステル、ポリ
オールの脂肪酸エステル、並びに、硫酸アニオン、スルホン酸アニオン及びリン酸アニオ
ンを含んでいる該化合物の誘導体であり、その例は、アルキルアリールポリグリコールエ
ーテル類、アルキルスルホネート類、アルキルスルフェート類、アリールスルホネート類
、タンパク質加水分解物、リグニンスルファイト廃液、及び、メチルセルロースである。
該活性化合物のうちの１種類及び／又は該不活性担体のうちの１種類が水に溶解せず且つ
施用が水で行われる場合は、界面活性物質を存在させることが有利である。好ましい乳化
剤は、アルキルアリールポリグリコールエーテル類である。
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【００８８】
　該製剤及びその製剤から誘導される施用形態の中に存在させることができるさらなる補
助剤としては、着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン及びプルシアン
ブルー（Ｐｒｕｓｓｉａｎ　Ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、
アゾ染料及び金属フタロシアニン染料、並びに、栄養素及び微量栄養素、例えば、鉄塩、
マンガン塩、ホウ素塩、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などを挙げることが
できる。
【００８９】
　安定剤（例えば、低温安定剤）、防腐剤、酸化防止剤、光安定剤、又は、化学的及び／
若しくは物理的安定性を向上させる別の作用剤も存在させることができる。さらに、泡形
成剤又は消泡剤も存在させることができる。
【００９０】
　さらに、該製剤及びその製剤から誘導される施用形態には、付加的な補助剤として、固
着剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、並びに、粉末又は顆粒又はラテックスの形
態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビニルアルコール
、ポリ酢酸ビニル、並びに、さらに、天然リン脂質、例えば、セファリン及びレシチン、
及び、合成リン脂質なども含ませることができる。可能なさらなる補助剤としては、鉱油
及び植物油などがある。
【００９１】
　該製剤及びその製剤から誘導される施用形態の中には、場合により、さらなる補助剤も
存在させることができる。そのような添加剤の例としては、芳香物質、保護コロイド、結
合剤、接着剤、増粘剤、揺変性物質、浸透剤、保持促進剤、安定化剤、金属イオン封鎖剤
、錯化剤、湿潤剤及び展着剤などがある。一般的にいえば、該活性化合物は、製剤を目的
として一般的に使用される固体又は液体の任意の添加剤と組み合わせることができる。
【００９２】
　適切な保持促進剤には、例えば、動的表面張力を低減させる全ての物質（例えば、スル
ホコハク酸ジオクチル）又は粘弾性を増大させる全ての物質（例えば、ヒドロキシプロピ
ルグアーポリマー）が包含される。
【００９３】
　本発明に関連して、適切な浸透剤には、植物体内への農薬活性化合物の浸透を増大させ
るために典型的に使用される全ての物質が包含される。これに関連して、浸透剤は、それ
らが、（一般には、水性の）施用液から、及び／又は、散布による被膜から、植物のクチ
クラの中に浸透し、それによって、活性化合物のクチクラ内での移動性を増強することが
できる能力によって定義される。この特性は、文献（Ｂａｕｒ　ｅｔ　ａｌ．，　１９９
７，　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５１，　１３１－１５２）に記載されてい
る方法を用いて、確認することができる。その例としては、例えば、アルコールアルコキ
シレート、例えば、ココナッツ脂肪エトキシレート（ｃｏｃｏｎｕｔ　ｆａｔｔｙ　ｅｔ
ｈｏｘｙｌａｔｅ）（１０）若しくはイソトリデシルエトキシレート（１２）、脂肪酸エ
ステル、例えば、ナタネ油メチルエステル若しくはダイズ油メチルエステル、脂肪アミン
アルコキシレート、例えば、獣脂アミンエトキシレート（１５）、又は、アンモニウム塩
及び／若しくはホスホニウム塩、例えば、硫酸アンモニウム若しくはリン酸水素二アンモ
ニウムなどを挙げることができる。
【００９４】
　該製剤は、その製剤の重量に基づいて、好ましくは、０．０００００００１重量％～９
８重量％の活性化合物を含んでおり、又は、特に好ましくは、０．０１重量％～９５重量
％の活性化合物を含んでおり、さらに好ましくは、０．５重量％～９０重量％の活性化合
物を含んでいる。活性化合物の含有量は、少なくとも１種類の特定されている生物的防除
剤と少なくとも１種類の特定されている殺虫剤の総量であると定義される。
【００９５】
　該製剤から調製された施用形態（作物保護製品）の活性化合物含有量は、広い範囲内で
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さまざまであり得る。該施用形態の活性化合物の濃度は、その施用形態の重量に基づいて
、典型的には、０．０００００００１重量％～９５重量％の活性化合物、好ましくは、０
．００００１重量％～１重量％の活性物質であり得る。施用は、その施用形態に適合させ
た慣習的な方法で行う。
【００９６】
　キット・オブ・パーツ
　さらに、本発明の１態様において、キット・オブ・パーツが提供され、ここで、該キッ
ト・オブ・パーツは、少なくとも１種類の生物的防除剤〔ここで、該生物的防除剤は、バ
シルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）ＡＱ７４６
（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６１８）、バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙ
ｃｏｉｄｅｓ）ＡＱ７２６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６４）、バシルス・プミルス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７）、バシルス・
プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）ＡＱ７１７（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１
６６２）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７５（ＡＴＣＣ受託番号５
５６０８）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７７（ＡＴＣＣ受託番号
５５６０９）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７８（ＡＴＣＣ受託番
号５３５２２）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７
４３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６５）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）、バシルス・スブチ
リス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ１５３（ＡＴＣＣ受託番号５５６１４
）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）Ｂ
Ｄ＃３２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１５３０）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＡＱ５２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６１９）
、ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）６２０（ＮＲＲＬ受託番号３
０５４７）、ムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）Ａ３－５（ＮＲ
ＲＬ受託番号３０５４８）、ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇ
ｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）ＡＱ７１９（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６３）、ストレプトミセ
ス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号３０２３
２）、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）（ＮＲＲＬ受託番号
Ｂ－３０１４５）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）ＢＭＰ１２３、バ
シルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２（ＮＲＲＬ
受託番号Ｂ－５０４２１）及びバシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌ
ｉｓ）ＡＱ３０００４（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４５５）、並びに／又は、上記微生物
の個々の株の全ての識別特性を有している該株の突然変異体、並びに／又は、昆虫類、ダ
ニ類、線虫類及び／若しくは植物病原体に対して活性を示す上記微生物の個々の株によっ
て産生される代謝産物からなる群から選択される〕及び少なくとも１種類の殺虫剤〔ここ
で、該殺虫剤は、ナトリウムチャンネルモジュレーター及び電位依存性ナトリウムチャン
ネル遮断薬からなる群から選択される〕を、相乗的に有効な量で、空間的に分離された配
置で含んでいる。
【００９７】
　本発明のさらなる実施形態では、上記キット・オブ・パーツは、さらに、少なくとも１
種類の殺菌剤を含んでいるが、但し、該生物的防除剤と該殺菌剤は、同一ではない。該殺
菌剤は、当該キット・オブ・パーツの生物的防除剤のコンポーネントの中に存在させるこ
とができるか、又は、当該キット・オブ・パーツの空間的に分離された殺虫剤のコンポー
ネントの中に存在させることができるか、又は、それらの両方のコンポーネントの中に存
在させることができる。好ましくは、該殺菌剤は、殺虫剤のコンポーネントの中に存在さ
せる。
【００９８】
　さらに、本発明によるキット・オブ・パーツには、付加的に、以下で挙げられている増
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量剤、溶媒、自発性促進剤（ｓｐｏｎｔａｎｅｉｔｙ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、担体、乳化
剤、分散剤、凍結防止剤（ｆｒｏｓｔ　ｐｒｏｔｅｃｔａｎｔ）、増粘剤及びアジュバン
トからなる群から選択される少なくとも１種類の補助剤も含ませることができる。この少
なくとも１種類の補助剤は、当該キット・オブ・パーツの生物的防除剤のコンポーネント
の中に存在させることができるか、又は、当該キット・オブ・パーツの空間的に分離され
た殺虫剤のコンポーネントの中に存在させることができるか、又は、それらの両方のコン
ポーネントの中に存在させることができる。
【００９９】
　組成物の使用
　本発明の別の態様において、上記で記載されている組成物は、昆虫類、線虫類及び／又
は植物病原体に起因する植物及び植物の部分の全体的な損傷並びに収穫された果実又は野
菜における損失を低減させる為に使用される。
【０１００】
　さらにまた、本発明の別の態様において、上記で記載されている組成物は、植物の全体
的な健康を増進させる。
【０１０１】
　用語「植物の健康」は、一般に、有害生物の防除には関連しない植物の種々の改善を包
含する。例えば、挙げることができる有利な特性は、以下のものを包含する改善された作
物特性である：出芽、作物収量、タンパク質含有量、オイル含有量、デンプン含有量、よ
り発達した根系、改善された根の成長、改善された根の寸法の維持、改善された根の有効
性、改善されたストレス耐性（例えば、渇水、熱、塩、紫外線、水、低温などに対する耐
性）、低減されたエチレン（低減された産生及び／又は受容の阻害）、分げつの増加、植
物草丈の増大、増大された葉身、低減された枯れた根出葉、強化された分げつ、向上した
葉の緑色、色素含有量、光合成活性、低減された必要供給量（例えば、肥料又は水）、低
減された必要とされる種子、より多い生産的な分げつ、より早い開花、穀物のより早い成
熟、低減された植物バース（ｖｅｒｓｅ）（倒伏）、苗条の増大された成長、植物の強化
された活力、植物の増大された株立ち本数、並びに、より早い及びより良好な発芽。
【０１０２】
　本発明による使用に関して、植物の改善された健康は、好ましくは、以下のものを包含
する改善された植物特性を意味する：作物収量、より発達した根系（改善された根の成長
）、改善された根の寸法の維持、改善された根の有効性、分げつの増加、植物草丈の増大
、増大された葉身、低減された枯れた根出葉、強化された分げつ、向上した葉の緑色、光
合成活性、より多い生産的な分げつ、植物の強化された活力、及び、植物の増大された株
立ち本数。
【０１０３】
　本発明に関連して、植物の改善された健康は、好ましくは、特に、作物収量、より発達
した根系、改善された根の成長、改善された根の寸法の維持、改善された根の有効性、分
げつの増加及び植物草丈の増大から選択される植物の改善された特性を意味する。
【０１０４】
　本明細書中で定義されている植物の健康に対する本発明による組成物の効果は、同じ環
境条件下で成育させた植物群を比較することによって確認することが可能であり、その際
、その植物群の一部分を本発明による組成物で処理し、そして、その植物群の別の部分は
本発明による組成物で処理しない。あるいは、その別の部分を、全く処理しないか、又は
、プラセボで処理する〔即ち、本発明による組成物なしで施用する、例えば、全ての活性
成分なしで（即ち、本明細書中に記載されている生物的防除剤なしで、且つ、本明細書中
に記載されている殺虫剤なしで）施用する、又は、本明細書中に記載されている生物的防
除剤なしで施用する、又は、本明細書中に記載されている殺虫剤なしで施用する〕。
【０１０５】
　本発明による組成物は、任意の望ましい方法で（例えば、種子粉衣の形態で、土壌潅注
の形態で、及び／又は、畝間に直接的に、及び／又は、茎葉散布として）施用することが
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可能であり、そして、発生前、発生後又はその両方で施用することができる。即ち、該組
成物は、種子、植物若しくは収穫された果実及び野菜に対して施用し得るか、又は、植物
がそこで成育してるか若しくは植物がそこで成育するのが望ましい土壌（植物の成育場所
）に施用し得る。
【０１０６】
　植物及び植物の部分の全体的な損傷を低減させることで、多くの場合、植物はより健康
になり、並びに／又は、植物の活力及び収穫量が増大する。
【０１０７】
　好ましくは、本発明による組成物は、慣習的な植物又はトランスジェニック植物又はそ
れらの種子を処理するために使用する。
【０１０８】
　本発明の別の態様において、昆虫類、線虫類及び／又は植物病原体に起因する植物及び
植物の部分の全体的な損傷並びに収穫された果実若しくは野菜における損失を低減させる
方法が提供され、ここで、該方法は、少なくとも１種類の生物的防除剤〔ここで、該生物
的防除剤は、バシルス・キチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕ
ｓ）ＡＱ７４６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６１８）、バシルス・ミコイデス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）ＡＱ７２６（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６４）、バシル
ス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－３００８７
）、バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）ＡＱ７１７（ＮＲＲＬ受
託番号Ｂ－２１６６２）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７５（ＡＴ
ＣＣ受託番号５５６０８）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７７（Ａ
ＴＣＣ受託番号５５６０９）、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）ＡＱ１７８（
ＡＴＣＣ受託番号５３５２２）、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉ
ｌｉｓ）ＡＱ７４３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６５）、バシルス・スブチリス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ７１３（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６１）、バ
シルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ１５３（ＡＴＣＣ受託
番号５５６１４）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ）ＢＤ＃３２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１５３０）、バシルス・ツリンギエン
シス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ＡＱ５２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ
－２１６１９）、ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）６２０（ＮＲ
ＲＬ受託番号３０５４７）、ムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）
Ａ３－５（ＮＲＲＬ受託番号３０５４８）、ロドコックス・グロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）ＡＱ７１９（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－２１６６３）、
ストレプトミセス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）（ＮＲＲＬ受
託番号３０２３２）、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ．）（Ｎ
ＲＲＬ受託番号Ｂ－３０１４５）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）Ｂ
ＭＰ１２３、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３００
０２（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４２１）及びバシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００４（ＮＲＲＬ受託番号Ｂ－５０４５５）、並びに／又
は、上記微生物の個々の株の全ての識別特性を有している該株の突然変異体、並びに／又
は、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／若しくは植物病原体に対して活性を示す上記微生物の
個々の株によって産生される代謝産物からなる群から選択される〕及び少なくとも１種類
の殺虫剤〔ここで、該殺虫剤は、ナトリウムチャンネルモジュレーター及び電位依存性ナ
トリウムチャンネル遮断薬からなる群から選択される〕及び場合により少なくとも１種類
の殺菌剤を、植物、植物の部分、収穫された果実、野菜及び／又は植物の成育場所に対し
て、相乗的に有効な量で、同時に又は順次に施用する段階を含んでいる（但し、該生物的
防除剤と該殺菌剤は、同一ではない）。
【０１０９】
　本発明の方法の別の好ましい実施形態では、該少なくとも１種類の殺菌剤は、合成殺菌
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剤である。
【０１１０】
　本発明の方法は、以下の施用方法を包含する。即ち、上記で記載されている該少なくと
も１種類の生物的防除剤と該少なくとも１種類の殺虫剤の両方を農業上許容される貯蔵期
間を有する単一の安定な組成物〔所謂、「単独製剤（ｓｏｌｏ－ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ
）」〕に製剤することができるか、又は、使用前若しくは使用時に組み合わせる〔所謂、
「組み合わされた製剤（ｃｏｍｂｉｎｅｄ－ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ）」〕。
【０１１１】
　特に別途言及されていない限り、表現「組合せ」は、単独製剤の中の、単一の「レディ
ーミックス」形態の中の、単独製剤で構成されている組み合わされたスプレー混合物（例
えば、「タンクミックス」）の中の、及び、特に、順次的に〔即ち、適度に短い期間（例
えば、数時間又は数日間、例えば、２時間～７日間）の範囲内で順々に〕施用された場合
の単一の活性成分の組合せ使用における、該少なくとも１種類の生物的防除剤と該少なく
とも１種類の殺虫剤と場合により該少なくとも１種類の殺菌剤のさまざまな組合せを意味
する。本発明による組成物を施用する順番は、本発明の実施に関して重要でない。従って
、用語「組合せ」は、例えば、該少なくとも１種類の生物的防除剤及び該少なくとも１種
類の殺虫剤及び場合により該少なくとも１種類の殺菌剤を同時に又は連続して植物、その
周囲、生息環境又は貯蔵空間に施用した後における、該少なくとも１種類の生物的防除剤
及び該少なくとも１種類の殺虫剤及び場合により該少なくとも１種類の殺菌剤の処理され
る植物の表面上若しくは内部又は処理される植物の周囲、生息環境若しくは貯蔵空間にお
ける存在も包含する。
【０１１２】
　該少なくとも１種類の生物的防除剤及び該少なくとも１種類の殺虫剤及び場合により該
少なくとも１種類の殺菌剤を順次的な方法で利用又は使用する場合、植物又は植物の部分
（これは、種子及び種子から発生した植物を包含する）、収穫された果実及び野菜を以下
の方法に従って処理するのが好ましい：　第１に、該少なくとも１種類の殺虫剤及び場合
により該少なくとも１種類の殺菌剤を植物又は植物の部分に施用し、そして、第２に、該
生物的防除剤を同じ植物又は植物の部分に施用する。（作物）成長サイクルの範囲内にお
ける第１の施用と第２の施用の間の期間は、さまざまであることができ、達成しようとす
る効果に依存する。例えば、第１の施用を、植物若しくは植物の部分における昆虫類、線
虫類及び／若しくは植物病原体の発生を予防するために（これは、特に、種子を処理する
場合）実施するか、又は、昆虫類、線虫類及び／若しくは植物病原体の発生を駆除するた
めに（これは、特に、植物又は植物の部分を処理する場合）実施し、そして、第２施用を
、昆虫類、線虫類及び／又は植物病原体の発生を予防又は防除するために実施する。これ
に関連して、防除は、該生物的防除剤が有害生物又は植物病原性菌類を完全には駆除する
ことができないが、それらの発生を許容可能なレベルに維持することができるということ
を意味している。
【０１１３】
　前記段階に従うことによって、処理された植物、植物の部分並びに収穫された果実及び
野菜における該少なくとも１種類の特定の殺虫剤及び場合により該少なくとも１種類の殺
菌剤の残留の極めて低いレベルを達成することができる。
【０１１４】
　特に別途記載されていない限り、本発明の組成物による植物又は植物の部分（これは、
種子及びその種子から発芽した植物を包含する）、収穫された果実及び野菜の処理は、慣
習的な処理方法を用いて、例えば、浸漬、散布、噴霧、潅漑、気化、散粉、煙霧、ばらま
き、泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、潅水（潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎ
ｇ））、点滴潅漑などによって、直接的に行うか、又は、それらの周囲、生息環境若しく
は貯蔵空間に作用させることにより行う。さらに、該少なくとも１種類の生物的防除剤及
び該少なくとも１種類の殺虫剤及び場合により該少なくとも１種類の殺菌剤を単独製剤若
しくは組み合わされた製剤として微量散布法（ｕｌｔｒａ－ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅ
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ｔｈｏｄ）によって施用することも可能であり、又は、本発明の組成物を組成物として若
しくは単独製剤として土壌（畝間）の中に注入することも可能である。
【０１１５】
　用語「処理対象の植物（ｐｌａｎｔ　ｔｏ　ｂｅ　ｔｒｅａｔｅｄ）」は、植物の全て
の部分（これは、その根系を包含する）、及び、それぞれ、処理対象植物の茎若しくは幹
の周囲の少なくとも１０ｃｍ、２０ｃｍ、３０ｃｍの半径内にある材料物質（例えば、土
壌又は栄養媒体）又は処理対象の該植物の根系の周囲の少なくとも１０ｃｍ、２０ｃｍ、
３０ｃｍにある材料物質（例えば、土壌又は栄養媒体）を包含する。
【０１１６】
　場合により殺菌剤の存在下で特定の殺虫剤と組み合わせて使用又は利用される該生物的
防除剤の量は、最終的な製剤並びに処理対象の植物、植物の部分、種子、収穫された果実
及び野菜のサイズ又はタイプに依存する。通常、本発明に従って利用又は使用される生物
的防除剤は、該少なくとも１種類の殺虫剤と場合により該殺菌剤を含んでいる単独製剤又
は組み合わされた製剤の約２％～約８０％（ｗ／ｗ）、好ましくは、約５％～約７５％（
ｗ／ｗ）、さらに好ましくは、約１０％～約７０％（ｗ／ｗ）で、存在している。
【０１１７】
　好ましい実施形態では、該生物的防除剤又は例えばそれらの胞子は、植物又は植物の部
分（例えば、種子、果実又は野菜）に生物的防除剤を施用した時点において、単独製剤又
は組み合わされた製剤の中で、調製物１グラム当たり少なくとも１０５のコロニー形成単
位（例えば、細胞／ｇ調製物、胞子／ｇ調製物）、例えば、１０５～１０１２ｃｆｕ／ｇ
、好ましくは、１０６～１０１１ｃｆｕ／ｇ、さらに好ましくは、１０７～１０１０ｃｆ
ｕ／ｇ、及び、最も好ましくは、１０９～１０１０ｃｆｕ／ｇの濃度で、存在している。
該生物的防除剤を植物又は植物部分（例えば、種子、果実又は野菜）に施用する時点を考
慮して（該少なくとも１種類の生物的防除剤の調製物の量と特定の殺虫剤の量の間の比に
ついて検討する場合）、例えば胞子又は細胞の形態にある生物的防除剤の濃度についても
言及する。
【０１１８】
　さらにまた、場合により殺菌剤の存在下で該特定の生物的防除剤と組み合わせて使用又
は利用される少なくとも１種類の殺虫剤の量は、最終的な製剤並びに処理対象の植物、植
物の部分、種子、収穫された果実及び野菜のサイズ又はタイプに依存する。通常、本発明
に従って利用又は使用される殺虫剤は、該生物的防除剤と場合により該殺菌剤を含んでい
る単独製剤又は組み合わされた製剤の約０．１％～約８０％（ｗ／ｗ）、好ましくは、１
％～約６０％（ｗ／ｗ）、さらに好ましくは、約１０％～約５０％（ｗ／ｗ）で、存在し
ている。
【０１１９】
　該少なくとも１種類の生物的防除剤及び少なくとも１種類の殺虫剤及び存在する場合に
はさらに該殺菌剤は、相乗的な重量比で使用又は利用する。当業者は、本発明に関する相
乗的な重量比を日常的な方法で見いだすことができる。当業者は、これらの比が、本明細
書中に記載されている少なくとも１種類の生物的防除剤と特定の殺虫剤が両方の成分とも
処理対象の植物に単独製剤として施用された場合におけるそれらの成分の計算による比の
みならず、組み合わされた製剤の範囲内の比も示していることを理解する。当業者は、そ
れぞれ、単一の製剤中における該生物的防除剤と殺虫剤の体積及び量を知っているので、
上記比を簡単な数学によって計算することができる。
【０１２０】
　該比は、本発明による組合せの少なくとも１種類の殺虫剤を植物又は植物の部分に施用
する時点における該殺虫剤の量及び本発明による組合せの生物的防除剤を植物又は植物の
部分に施用する直前（例えば、４８時間前、２４時間前、１２時間前、６時間前、２時間
前、１時間前）又は施用する時点における該生物的防除剤の量に基づいて、計算すること
ができる。
【０１２１】
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　植物又は植物の部分への本発明による少なくとも１種類の生物的防除剤及び少なくとも
１種類の殺虫剤の施用は、同時に実施しすることができるか、又は、施用後に両方の成分
が植物の表面上又は植物の体内に存在している限り、異なった時点で実施することができ
る。該生物的防除剤及び該殺虫剤を異なった時点で施用し、且つ、該殺虫剤を該生物的防
除剤よりも顕著に前に施用する場合、当業者は、生物的防除剤を施用する時点又はその時
点の少し前に、当技術分野で既知の化学的分析によって、植物の表面上／植物の体内にお
ける該特定の殺虫剤の濃度を求めることができる。逆も同様であり、該生物的防除剤を最
初に植物に施用する場合、殺虫剤を施用する時点又はその時点より少し前に、当技術分野
で同様に既知の試験を用いて、生物的防除剤の濃度を求めることができる。
【０１２２】
　特に、１実施形態では、該少なくとも１種類の生物的防除剤／胞子調製物と該少なくと
も１種類の殺虫剤の相乗的な重量比は、１：５００～１０００：１の範囲内、好ましくは
、１：５００～５００：１の範囲内、さらに好ましくは、１：５００～３００：１の範囲
内にある。これらの比の範囲が、細胞／胞子の調製物１ｇ当たり約１０１０細胞／胞子の
該生物的防除剤／胞子調製物（少なくとも１種類の殺虫剤又は少なくとも１種類の殺虫剤
の調製物と組み合わせられるもの）を示していることは、留意しなければならない。例え
ば、比「１００：１」は、調製物１ｇ当たり１０１０細胞／胞子の細胞／胞子濃度を有す
る生物的防除剤／胞子調製物１００重量部と殺虫剤１重量部を組み合わせること（単独製
剤として、又は、組み合わされた製剤として、又は、植物の表面上で組み合わせが形成さ
れるように植物に別々に施用することによって）を意味する。
【０１２３】
　別の実施形態では、該少なくとも１種類の生物的防除剤／胞子調製物と該殺虫剤の相乗
的な重量比は、１：１００～２０．０００：１の範囲内、好ましくは、１：５０～１０．
０００：１の範囲内、又は、さらには、１：５０～１０００：１の範囲内である。この場
合も、記載されている比の範囲は、該生物的防除剤の調製物１ｇ当たり約１０１０の細胞
又は胞子の生物的防除剤の生物的防除剤／胞子調製物を示している。特に、この実施形態
では、該生物的防除剤は、好ましくは、ムスコドル・アルブス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ａｌ
ｂｕｓ）６２０（ＮＲＲＬ受託番号３０５４７）及びムスコドル・ロセウス（Ｍｕｓｃｏ
ｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）Ａ３－５（ＮＲＲＬ受託番号３０５４８）からなる群から選択さ
れる。
【０１２４】
　さらに、別の実施形態では、該少なくとも１種類の生物的防除剤／胞子調製物と該殺虫
剤の相乗的な重量比は、１：１０～２０．０００：１の範囲内、好ましくは、１：１～１
５０００：１の範囲内、又は、さらには、５０：１～１２５００：１の範囲内である。こ
の場合も、記載されている比の範囲は、該生物的防除剤の調製物１ｇ当たり約１０１０の
細胞又は胞子の生物的防除剤の生物的防除剤／胞子調製物を示している。特に、この実施
形態では、該生物的防除剤は、好ましくは、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＱＳＴ７１３（「Ｂ９」とも称される）である。最も好ましくは、Ｂ
ＣＡとしてＢ９を使用する場合、少なくともＢ９と該殺虫剤の相乗的な重量比は、１００
：１、２０００：１、２５００：１、及び、１２５００：１から選択される。
【０１２５】
　さらに、別の実施形態では、該少なくとも１種類の生物的防除剤／胞子調製物と該殺虫
剤の相乗的な重量比は、１：１０～５０００：１の範囲内、好ましくは、１：１～４００
：１の範囲内、又は、さらには、１００：１～３５００：１の範囲内である。この場合も
、記載されている比の範囲は、該生物的防除剤の調製物１ｇ当たり約１０１０の細胞又は
胞子の生物的防除剤の生物的防除剤／胞子調製物を示している。特に、この実施形態では
、該生物的防除剤は、好ましくは、バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌ
ｕｓ）ＱＳＴ２８０８（「Ｂ３」とも称される）である。最も好ましくは、ＢＣＡとして
Ｂ３を使用する場合、少なくともＢ３と該殺虫剤の相乗的な重量比は、２５０：１、６２
５：１、及び、３１２５：１から選択される。
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【０１２６】
　さらに、別の実施形態では、該少なくとも１種類の生物的防除剤／胞子調製物と該殺虫
剤の相乗的な重量比は、１：１０～２００００：１の範囲内、好ましくは、１：１～１５
０００：１の範囲内、又は、さらには、１００：１～１４０００：１の範囲内である。こ
の場合も、記載されている比の範囲は、該生物的防除剤の調製物１ｇ当たり約１０１０の
細胞又は胞子の生物的防除剤の生物的防除剤／胞子調製物を示している。特に、この実施
形態では、該生物的防除剤は、好ましくは、上記においてＢ１６として言及されているス
トレプトミセス・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）である。最も好
ましくは、ＢＣＡとしてＢ１６を使用する場合、少なくともＢ１６と該殺虫剤の相乗的な
重量比は、２００：１、１０００：１、及び、１２５００：１から選択される。
【０１２７】
　さらに、別の実施形態では、該少なくとも１種類の生物的防除剤／胞子調製物と該殺虫
剤の相乗的な重量比は、１：１０～１０００：１の範囲内、好ましくは、１：１～７５０
：１の範囲内、又は、さらには、１０：１～６００：１の範囲内である。この場合も、記
載されている比の範囲は、該生物的防除剤の調製物１ｇ当たり約１０１０の細胞又は胞子
の生物的防除剤の生物的防除剤／胞子調製物を示している。特に、この実施形態では、該
生物的防除剤は、好ましくは、上記においてＢ１９として言及されているバシルス・スブ
チリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２である。最も好ましくは
、ＢＣＡとしてＢ１９を使用する場合、少なくともＢ１９と該殺虫剤の相乗的な重量比は
、２５：１、及び、５００：１から選択される。
【０１２８】
　調製物の細胞／胞子濃度は、当技術分野で既知の方法を適用することによって求めるこ
とができる。該生物的防除剤／胞子調製物と該殺虫剤の重量比を比較するために、当業者
は、容易に、細胞／胞子調製物１ｇ当たり１０１０の細胞／胞子とは異なる生物的防除剤
／胞子濃度を有する調製物と調製物１ｇ当たり１０１０の細胞／胞子の生物的防除剤／胞
子濃度を有する調製物の間の係数を求めて、生物的防除剤／胞子調製物と該殺虫剤の比が
上記で挙げられている比の範囲の範囲内にあるか否かを計算することができる。
【０１２９】
　本発明の１実施形態では、散布後における該生物的防除剤の濃度は、少なくとも、５０
ｇ／ｈａ（例えば、５０～７５００ｇ／ｈａ、５０～２５００ｇ／ｈａ、５０～１５００
ｇ／ｈａ）、少なくとも、２５０ｇ／ｈａ（ヘクタール）、少なくとも、５００ｇ／ｈａ
、又は、少なくとも、８００ｇ／ｈａである。
【０１３０】
　本発明に従って利用又は使用される組成物の施用量は、さまざまであり得る。当業者は
、日常的な実験によって、適切な施用量を見いだすことができる。
【０１３１】
　種子処理
　本発明の別の態様において、上記で記載した組成物で処理された種子が提供される。
【０１３２】
　植物の種子を処理することによる昆虫類、線虫類及び／又は植物病原体の防除は、長い
間知られており、継続的に改良が加えられている。それにもかかわらず、種子の処理には
、必ずしも満足のいくように解決することができるわけではない一連の問題に伴っている
。例えば、植物の貯蔵中、播種後又は出芽後に作物保護組成物を追加で送達することを不
要とするか又は少なくとも著しく低減させるような、種子及び発芽中の植物を保護する方
法を開発することは望ましい。さらに、使用する活性成分によって植物自体に損傷を引き
起こすことなく、昆虫類、線虫類及び／又は植物病原体による攻撃から種子及び発芽中の
植物が最適に保護され得るように、使用する活性成分の量を最適化することも望ましい。
特に、種子を処理する方法では、最少量の作物保護組成物を使用して種子及び発芽中の植
物の最適な保護を達成するために、有害生物抵抗性トランスジェニック植物又は有害生物
耐性トランスジェニック植物の内因性の殺虫特性及び／又は殺線虫特性も考慮に入れるべ
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きである。
【０１３３】
　従って、本発明は、特に、有害生物による攻撃から種子及び発芽中の植物を保護する方
法にも関し、ここで、該方法は、当該種子を上記で定義されている少なくとも１種類の生
物的防除剤及び／又はそれら微生物の個々の株の全ての識別特性を有している該株の突然
変異体及び／又は昆虫類、ダニ類、線虫類及び／若しくは植物病原体に対して活性を示す
それら微生物の個々の株によって産生される代謝産物並びに上記で定義されている少なく
とも１種類の殺虫剤並びに場合により本発明による少なくとも１種類の殺菌剤で処理する
ことによる。種子及び発芽中の植物を有害生物による攻撃から保護するための本発明の方
法は、該種子を、該少なくとも１種類の生物的防除剤と該少なくとも１種類の殺虫剤と場
合により該少なくとも１種類の殺菌剤によって、１回の操作で同時に処理するような方法
を包含する。それは、さらにまた、該種子を、該少なくとも１種類の生物的防除剤と該少
なくとも１種類の殺虫剤と場合により該少なくとも１種類の殺菌剤によって、異なった時
点で処理するような方法も包含する。
【０１３４】
　本発明は、昆虫類、ダニ類、線虫類及び／又は植物病原体に対して種子及びその種子か
ら生じた植物を保護するために種子を処理するための本発明の組成物の使用に関する。
【０１３５】
　本発明は、さらに、本発明による少なくとも１種類の生物的防除剤と少なくとも１種類
の殺虫剤と場合により少なくとも１種類の殺菌剤によって同時に処理された種子にも関す
る。本発明は、さらに、該少なくとも１種類の生物的防除剤と該少なくとも１種類の殺虫
剤と場合により該少なくとも１種類の殺菌剤によって異なった時点で処理された種子にも
関する。該少なくとも１種類の生物的防除剤と該少なくとも１種類の殺虫剤と場合により
該少なくとも１種類の殺菌剤によって異なった時点で処理された種子の場合、本発明の組
成物の中の個々の活性成分は、その種子の表面上の異なった層の中に存在し得る。
【０１３６】
　本発明は、さらに、本発明の組成物によって処理された後で、埃による種子の摩耗を防
止するために、フィルムコーティングプロセスに付される種子にも関する。
【０１３７】
　本発明の有利な点の１つは、本発明の組成物が有している際立った浸透移行特性によっ
て、その組成物で種子を処理することによって、昆虫類、線虫類及び／又は植物病原性体
から、その種子自体が保護されるのみではなく、その種子から生じる植物も出芽後に保護
されるということである。このようにして、播種時又は播種後間もなくに作物を直接処理
する必要がなくなる可能性がある。
【０１３８】
　さらなる有利点は、本発明の組成物で種子を処理することによって、処理された種子の
発芽及び出芽が促進され得るという事実の中に認められる。
【０１３９】
　本発明の組成物を、特に、トランスジェニック種子に対しても使用することが可能であ
るということも、有利であると考えられる。
【０１４０】
　本発明の組成物は、シグナル伝達技術の薬剤と組合せて使用することができ、その結果
として、例えば、共生生物（例えば、根粒菌、菌根菌及び／又は内部寄生細菌）によるコ
ロニー形成が改善（例えば、増進）される、及び／又は、窒素固定が最適化されるという
ことも示される。
【０１４１】
　本発明の組成物は、農業において、温室内で、森林で又は園芸において使用される全て
の植物品種の種子を保護するのに適している。特に、当該種子は、禾穀類（例えば、コム
ギ、オオムギ、ライムギ、エンバク及びアワ）、トウモロコシ、ワタ、ダイズ、イネ、ジ
ャガイモ、ヒマワリ、コーヒー、タバコ、カノラ、ナタネ、ビート（例えば、テンサイ及
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び飼料用ビート）、ラッカセイ、野菜（例えば、トマト、キュウリ、インゲンマメ、アブ
ラナ科、タマネギ及びレタス）、果実植物、芝生及び観賞植物の種子である。禾穀類（例
えば、コムギ、オオムギ、ライムギ及びエンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、カノ
ラ、ナタネ及びイネの種子を処理することは、特に重要である。
【０１４２】
　既に上記で記載したように、本発明の組成物によるトランスジェニック種子の処理は、
特に重要である。ここで、対象となる種子は、ポリペプチド（特に、殺虫特性及び／又は
殺線虫特性を有するポリペプチド）の発現を制御する少なくとも１種類の異種遺伝子を概
して含んでいる植物の種子である。トランスジェニック種子内のこれらの異種遺伝子は、
例えば、バシルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）種、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）種、シュ
ードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）種、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種、トリコデ
ルマ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）種、クラビバクテル（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）種、グ
ロムス（Ｇｌｏｍｕｓ）種又はグリオクラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）種などの微
生物に由来し得る。本発明は、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）に由来する少
なくとも１種類の異種遺伝子を含んでいるトランスジェニック種子を処理するのに特に適
している。特に好ましくは、当該異種遺伝子は、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する。
【０１４３】
　本発明の目的のために、本発明の組成物は、種子に対して、単独で施用するか、又は、
適切な製剤中に含ませて施用する。該種子は、好ましくは、処理の過程で損傷が起こらな
いように安定な状態で処理する。一般に、種子は、収穫と播種の間の任意の時点で処理す
ることができる。典型的には、植物から分離されていて、穂軸、殻、葉柄、外皮、被毛又
は果肉が除かれている種子を使用する。かくして、例えば、収穫され、不純物が取り除か
れ、含水量が１５重量％未満となるまで乾燥された種子を使用することができる。あるい
は、乾燥後に例えば水で処理され、その後再度乾燥された種子を使用することもできる。
【０１４４】
　種子を処理する場合、一般に、種子に施用する本発明組成物の量及び／又は別の添加剤
の量を、種子の発芽が悪影響を受けないように、及び／又は、種子から生じた植物が損傷
を受けないように、確実に選択することが必要である。このことは、とりわけ、特定の施
用量で薬害作用を示し得る活性成分の場合である。
【０１４５】
　本発明の組成物は、直接的に施用することが、即ち、別の成分を含ませることなく、ま
た、希釈することなく、施用することが可能である。一般に、該組成物は、適切な製剤の
形態で種子に施用するのが好ましい。種子を処理するための適切な製剤及び方法は、当業
者には知られており、例えば、以下の文献に記載されている：ＵＳ　４，２７２，４１７
Ａ、ＵＳ　４，２４５，４３２Ａ、ＵＳ　４，８０８，４３０Ａ、ＵＳ　５，８７６，７
３９Ａ、ＵＳ　２００３／０１７６４２８Ａ１、ＷＯ　２００２／０８０６７５Ａ１、Ｗ
Ｏ　２００２／０２８１８６Ａ２。
【０１４６】
　本発明に従って使用することが可能な組合せは、慣習的な種子粉衣製剤、例えば、溶液
剤、エマルション剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、スラリー剤又は種子用の別のコーティン
グ組成物などに変換することが可能であり、及び、さらに、ＵＬＶ製剤に変換することも
可能である。
【０１４７】
　これらの製剤は、既知方法で、組成物を、慣習的な添加剤、例えば、慣習的な増量剤、
及び、さらに、溶媒又は希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、消泡剤、防腐剤、第
２の増粘剤、粘着剤、ジベレリン類などと混合させ、及び、さらに、水と混合させること
によって、調製する。
【０１４８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる着色剤
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には、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤が包含される。これに関連して、水
中であまり溶解しない顔料のみではなく、水溶性の染料も使用することができる。その例
としては、「Ｒｈｏｄａｍｉｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」及
び「Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤などを挙げるこ
とができる。
【０１４９】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる湿潤剤
には、農薬活性成分の製剤において慣習的な、湿潤を促進する全ての物質が包含される。
好ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフタレンス
ルホネート又はジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用することができる。
【０１５０】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる分散剤
及び／又は乳化剤には、農薬活性成分の製剤において慣習的な非イオン性、アニオン性及
びカチオン性の全ての分散剤が包含される。好ましくは、非イオン性若しくはアニオン性
の分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用することができる。
適している非イオン性分散剤は、特に、エチレンオキシド－プロピレンオキシドブロック
ポリマー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリスチリルフェノール
ポリグリコールエーテル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸化誘導体である。
適しているアニオン性分散剤は、特に、リグノスルホネート類、ポリアクリル酸塩類及び
アリールスルホネート－ホルムアルデヒド縮合物である。
【０１５１】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる消泡剤
には、農薬活性成分の製剤中において慣習的な全ての泡抑制物質が包含される。好ましく
は、シリコーン消泡剤及びステアリン酸マグネシウムを使用することができる。
【０１５２】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる防腐剤
には、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質が包含される。
例として、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールなどを挙げることがで
きる。
【０１５３】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる第２の
増粘剤には、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質が包含さ
れる。好ましいものとしては、セルロース誘導体、アクリル酸誘導体、キサンタン、変性
クレー及び高分散シリカなどを挙げることができる。
【０１５４】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる粘着剤
には、種子粉衣製品中で使用可能な全ての慣習的な結合剤が包含される。好ましくは、ポ
リビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースなどを挙げる
ことができる。
【０１５５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができるジベレ
リンには、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレリ
ンＡ４及びジベレリンＡ７が包含される。特に好ましくは、ジベレリン酸を使用する。ジ
ベレリン類は知られている（ｃｆ．　Ｒ．Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆ
ｌａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－ｕｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉ
ｔｔｅｌ”，　Ｖｏｌｕｍｅ　２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，　１９７０，　
ｐｐ．　４０１－４１２）。
【０１５６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤は、広い範囲のさまざまな種類の種
子を処理するために、直接的に使用することができるか、又は、予め水で希釈したあとで
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使用することができる。従って、濃厚製剤（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）又は水で希釈する
ことによって濃厚製剤から得ることができる調製物は、禾穀類、例えば、コムギ、オオム
ギ、ライムギ、エンバク及びライコムギなどの種子を粉衣するのに使用することが可能で
あり、並びに、さらに、トウモロコシ、イネ、ナタネ、エンドウマメ、インゲンマメ、ワ
タ、ヒマワリ及びビートの種子を粉衣するのに使用することが可能であり、又は、広い範
囲のさまざまな野菜の種子を粉衣するのに使用することが可能である。本発明に従って使
用することが可能な種子粉衣製剤又はそれらの希釈された調製物は、トランスジェニック
植物の種子を粉衣するのにも使用することが可能である。この場合、発現により形成され
た物質との相互作用において、付加的な相乗効果が生じることもあり得る。
【０１５７】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤又は水を添加することによってその
種子粉衣製剤から調製された調製物を用いて種子を処理する場合、適切な混合装置には、
種子粉衣のために典型的に使用可能な全ての装置が包含される。具体的には、種子粉衣を
実施するときの手順は、種子を混合機の中に入れること、所望される特定量の種子粉衣製
剤を、そのままで添加するか又は予め水で希釈したあとで添加すること、及び、該製剤が
当該種子の表面に均質に分配されるまで全てを混合させることである。続いて乾燥工程を
行うこともあり得る。
【０１５８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の施用量は、比較的広い範囲内で変
えることができる。それは、当該製剤中の該少なくとも１種類の生物的防除剤及び該少な
くとも１種類の殺虫剤の特定の量並びに当該種子に左右される。当該組成物の施用量は、
一般に、種子１ｋｇ当たり０．００１～５０ｇであり、好ましくは、種子１ｋｇ当たり０
．０１～１５ｇである。
【０１５９】
　本発明による組成物は、植物が良好な耐性を示すこと及び温血動物に対する毒性が望ま
しい程度であること及び環境が良好な耐性を示すことと相まって、植物及び植物の器官を
保護するのに適しており、収穫高を増大させるのに適しており、収穫物の質を向上させる
のに適しており、また、農業において、園芸において、畜産業において、森林において、
庭園やレジャー施設において、貯蔵生産物や材料物質の保護において、及び、衛生学の分
野において遭遇する害虫、特に、昆虫類、クモ形類動物、蠕虫類、線虫類及び軟体動物を
防除するのに適している。それらは、好ましくは、植物保護剤として使用することができ
る。特に、本発明は、本発明による組成物の殺虫剤及び／又は殺菌剤としての使用に関す
る。
【０１６０】
　本発明の組成物は、好ましくは、通常の感受性種及び抵抗性種に対して有効であり、さ
らに、全ての発育段階又は一部の発育段階に対して活性を示す。上記害虫としては、以下
のものを挙げることができる：
節足動物門の有害生物、特に、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）の、例えば、アカルス属種
（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アケリア・シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅｌｄｏｎｉ
）、アキュロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アカルス属種（Ａｃｕｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、アムピテトラニュク
ス・ビエネンシス（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉｓ）、アル
ガス属種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、ブーフィラス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ブレビパルプス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ブリオビア・グラミナ
ム（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、ブリオビア・プラエチオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ
　ｐｒａｅｔｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．
）、コリオプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デルマニサス・ガリナエ（
Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス・プテロニッシナ
ス（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ）、デルマトファ
ゴイデス・ファリナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、デルマ
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セントル属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニカス属種（Ｅｏｔｅ
ｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エピトリメルス　ピリ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐ
ｙｒｉ）、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エリオフ
ィエス属種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙ
ｃｙｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ハロチデウス・　デストルクトル（Ｈａｌ
ｏｔｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ヘミタルソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏ
ｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イキソデス属
種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ラトロデクタス属種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、ロキソセレス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、メタテトラニカス属種（
Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネウトロムビクラ・アウツムナリス（Ｎ
ｅｕｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒｓ
ａ　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニトド
ロス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニトニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈ
ｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニクス属種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フ
ィロコプトルタ・オレイボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、ポ
リファゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ
）、プソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉ
ｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス
（Ｓｃｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステネオタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓ
ｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソネムス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏ
ｎｅｍｕｓ　ｓｐｉｎｋｉ）、タルソネムス属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
テトラニクス属種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、トロムビクラ・アルフレズゲ
シ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌｆｒｅｄｄｕｇｅｓｉ）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊ
ｏｖｉｓ　ｓｐｐ．）、バサテス・リコペルシシ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉ
ｃｉ）；
唇脚綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ゲオフィルス属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）；
トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）又はトビムシ綱の、例えば、オニキウルス・アルマ
ツス（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）；
倍脚綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａｎｉｕｌ
ｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）；
昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）の、例えば、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）の、例えば、
ブラッテラ・アサヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、ブラッテラ・ゲル
マニカ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、ブラッタ・オリエンタリス（Ｂｌ
ａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、レウコファエア・マデラエ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ
　ｍａｄｅｒａｅ）、パンクロラ属種（Ｐａｎｃｈｌｏｒａ　ｓｐｐ．）、パルコブラタ
属種（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ペリプラネタ属種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔ
ａ　ｓｐｐ．）、スペラ・ロンギパルパ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ）；
鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アカリマ・ビタツム（Ａｃａｌｙｍｍａ　
ｖｉｔｔａｔｕｍ）、アカントセリデス・オブテクツス（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅ
ｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、アドレツス属種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アゲラスチ
カ・アルニ（Ａｇｅｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリオテス属種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、アルフィトビウス・ジアペリヌス（Ａｌｐｈｉｔｏｂｉｕｓ　ｄｉａｐｅ
ｒｉｎｕｓ）、アンフィマロン・ソルチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔ
ｉｔｉａｌｉｓ）、アノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）
、アノプロホラ属種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属種（Ａｎｔ
ｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アントレヌス属種（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ア
ピオン属種（Ａｐｉｏｎ　ｓｐｐ．）、アポゴニア属種（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）
、アトマリア属種（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、アタゲヌス属種（Ａｔｔａｇｅｎｕ
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ｓ　ｓｐｐ．）、ブルキジウス・オブテクツス（Ｂｒｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕ
ｓ）、ブルクス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カッシダ属種（Ｃａｓｓｉｄａ　ｓ
ｐｐ．）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、セウ
トリンクス属種（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カエトクネマ属種（Ｃｈ
ａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、クレオヌス・メンジクス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄ
ｉｃｕｓ）、コノデルス属種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コスモポリテス属種（
Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コステリトラ・ゼアランジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙ
ｔｒａ　ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、クウテニセラ属種（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）
、クルクリオ属種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、クリプトレステス・フェルギネウス
（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ）、クリプトリンクス・ラパチ（
Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、シリンドロコプツルス属種（Ｃｙｌ
ｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、デルメステス属種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、ジアブロチカ属種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、ジコクロキス属種（
Ｄｉｃｈｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、ディクラディスパアルミジェラ（Ｄｉｃｌａｄｉ
ｓｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ジロボデルス属種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、エピラクナ属種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、エピトリックス属種（Ｅｐｉｔｒ
ｉｘ　ｓｐｐ．）、ファウスチヌス属種（Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ジビウム・
プシロイデス（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌｌｏｉｄｅｓ）、グナトセルス・コルヌトゥス
（Ｇｎａｔｈｏｃｅｒｕｓ　ｃｏｒｎｕｔｕｓ）、ヘルラウンダリス（Ｈｅｌｌｕｌａ　
ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘテロニュクス・アラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏ
ｒ）、ヘテロニュクス属種（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｘ　ｓｐｐ．）、ヒラモルファ・エレガン
ス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅｇａｎｓ）、ヒロトルペス・バジュルス（Ｈｙｌｏｔ
ｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、ヒペラ・ポスチカ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、
ヒポメセススクアモスス（Ｈｙｐｏｍｅｃｅｓ　ｓｑｕａｍｏｓｕｓ）、ヒポテネムス属
種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ラクノステルナ・コンサングイネア（Ｌａ
ｃｈｎｏｓｔｅｒｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、ラシオデルマ・セリコルネ（Ｌａ
ｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ラテチクス・オリザエ（Ｌａｔｈｅｔｉｃ
ｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ラトリジウス属種（Ｌａｔｈｒｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ．）、レマ属
種（Ｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、レプチノタルサ・デセムリネアタ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓ
ａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、ロイコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．
）、リソロプトルス・オリゾフィルス（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉ
ｌｕｓ）、リキスス属種（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、ルペロデス属種（Ｌｕｐｅｒｏｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、リクツス属種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メガセリス属種（Ｍｅｇａ
ｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、メラノツス属種（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メリゲ
テス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ属種（Ｍｅｌｏ
ｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、ミゴドルス属種（Ｍｉｇｄｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、モノカム
ス属種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナウパクツス・キサントグラフス（Ｎａｕ
ｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕｓ）、ネクロビア属種（Ｎｅｃｒｏｂｉａ　ｓ
ｐｐ．）、ニプツス・ホロレウクス（Ｎｉｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、オリクテ
ス・リノセロス（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ）、オリザエフィルス・スリナ
メンシス（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オリザファグス・
オリザエ（Ｏｒｙｚａｐｈａｇｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉｏｒ
ｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オキシセトニア・ジュクンダ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎｉａ　
ｊｕｃｕｎｄａ）、ファエドン・コクレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉ
ａｅ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フィロファガ・ヘレ
リー（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｈｅｌｌｅｒｉ）、フィロトレタ属種（Ｐｈｙｌｌｏｔ
ｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、ポピリア・ジャポニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）
、プレムノトリペス属種（Ｐｒｅｍｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）、プロステファヌス・
トランカタス（Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｕｓ）、プシリオデス属種（
Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プチヌス属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾビ
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ウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｓ　ｖｅｎｔｒａｌｉｓ）、リゾペルタ・ドミニ
カ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ）、シトフィルス属種（Ｓｉｔｏｐｈｉ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シトフィルス・オリザエ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）
、スフェノホルス属種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ステゴビウム・パセニ
ウム（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ）、ステルネクス属種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、シンフィレテス属種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タニメ
クス属種（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｓｐｐ．）、テネブリオ・モリトル（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ
　ｍｏｌｉｔｏｒ）、テネブリオイデス・マウレタニカス（Ｔｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ　
ｍａｕｒｅｔａｎｉｃｕｓ）、トリボリウム属種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ト
ロゴデルマ属種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、チキウス属種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　
ｓｐｐ．）、キシロトレクス属種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属種
（Ｚａｂｒｕｓ　ｓｐｐ．）；
双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アグロ
ミザ属種（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ
　ｓｐｐ．）、アノフェレス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、アスポンジュリア
属種（Ａｓｐｈｏｎｄｙｌｉａ　ｓｐｐ．）、バクトロケラ属種（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ
　ｓｐｐ．）、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、カリホラ
・エリトロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、カリフ
ォラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、セラチチス・カピタタ（Ｃｅｒ
ａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、キロノムス属種（Ｃｈｉｒｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．
）、クリソミイア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、クリソプス属種（Ｃｈｒｙ
ｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、クリソゾナ・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚｏｎａ　ｐｌｕｖｉ
ａｌｉｓ）、コクリオミイア属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、コンタリニア
属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、コルジオビア・アントロポファガ（Ｃｏｒｄ
ｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、クリコトプス・シルベストリス（Ｃｒｉ
ｃｏｔｏｐｕｓ　ｓｙｌｖｅｓｔｒｉｓ）、クレクス属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、ク
リコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリセタ属種（Ｃｕｌｉｓｅｔａ
　ｓｐｐ．）、クテレブラ属種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス・オレアエ（
Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｙｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、デリア
属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、デルマトビア・ホミニス（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏ
ｍｉｎｉｓ）、ドロソフィラ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．）、エキノクネムス
属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ
．）、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グロッシナ属
種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐ
ｐ．）、ヒドレリア属種（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒドレリアグリセオラ（Ｈ
ｙｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、ハイレミア属種（Ｈｙｌｅｍｙａ　ｓｐｐ．）
、ヒポボスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒポデルマ属種（Ｈｙｐｏｄｅ
ｒｍａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、ルシリア属種
（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、ルトゾミイア属種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、
マンソニア属種（Ｍａｎｓｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）
、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オシネラ・フリト（Ｏｓｃｉｎｅｌ
ｌａ　ｆｒｉｔ）、パラタニタルスス属種（Ｐａｒａｔａｎｙｔａｒｓｕｓ　ｓｐｐ．）
、パラロイテルボルニエラ・スブチンクタ（Ｐａｒａｌａｕｔｅｒｂｏｒｎｉｅｌｌａ　
ｓｕｂｃｉｎｃｔａ）、ペゴマイヤ属種（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、フレボトムス
属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ホルビア属種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．
）、ホルミア属種（Ｐｈｏｒｍｉａ　ｓｐｐ．）、ピオフィラ・カゼイ（Ｐｉｏｐｈｉｌ
ａ　ｃａｓｅｉ）、プロジプロシス属種（Ｐｒｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ
・ロサエ（Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ）、ラゴレチス属種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ
．）、サルコファガ属種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍ
ｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ストモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属
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種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、テタノプス属種（Ｔｅｔａｎｏｐｓ　ｓｐｐ．）、チ
プラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；
ヘテロプテラ目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓ
ａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプチス属種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．
）、ボイセア属種（Ｂｏｉｓｅａ　ｓｐｐ．）、ブリスス属種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ
．）、カロコリス属種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カムピロンマ・リビダ（Ｃａ
ｍｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カベレリウス属種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、シメックス属種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、コラリア属種（Ｃｏｌｌａｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、クレオンチアデス・ジルツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕｔｕｓ）、
ダシヌス・ペピリス（Ｄａｓｙｎｕｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプス・フルカツス（Ｄ
ｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジコノコリス・ヘウェチ（Ｄｉｃｏｎｏｃｏｒ
ｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ジスデルクス属種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エウシ
スツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、エウリガステル属種（Ｅｕｒｙｇａｓ
ｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ヘリオペルチス属種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホル
シアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属種（Ｌ
ｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、レプトコリサ・ヴァリコルニス（Ｌｅｐｔｏｃｏｒ
ｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ）、レプトグロスス・フィロプス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓ
ｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、マクロペス・イク
スカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、ミリダエ（Ｍｉｒｉｄａｅ）、
モナロニオン・アトラツム（Ｍｏｎａｌｏｎｉｏｎ　ａｔｒａｔｕｍ）、ネザラ属種（Ｎ
ｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、オエバルス属種（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ペントミダエ
（Ｐｅｎｔｏｍｉｄａｅ）、ピエスマ・クワドラタ（Ｐｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）
、ピエゾドルス属種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、プサルス属種（Ｐｓａｌｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、プセウドアシスタ・ペルセア（Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａ
）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベンゲラ・シングラリス（
Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スカプトコリス・カスタネア（Ｓ
ｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノホラ属種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈｏ
ｒａ　ｓｐｐ．）、ステファニチス・ナシ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔｉｓ　ｎａｓｈｉ）、チ
ブラカ属種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ
．）；
ホモプテラ目（Ｈｏｍｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アシッツィア・アカシアバイレヤナエ
（Ａｃｉｚｚｉａ　ａｃａｃｉａｅｂａｉｌｅｙａｎａｅ）、アシッツィア・ドドナエア
エ（Ａｃｉｚｚｉａ　ｄｏｄｏｎａｅａｅ）、アシッツィア・ウンカトイデス（Ａｃｉｚ
ｚｉａ　ｕｎｃａｔｏｉｄｅｓ）、アクリダ・ツリタ（Ａｃｒｉｄａ　ｔｕｒｒｉｔａ）
、アシルトシポン属種（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、アクロゴニア属種（Ａ
ｃｒｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アエネオラミア属種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．
）、アゴノセナ属種（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレイローデス・プロレッテ
ラ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ　ｐｒｏｌｅｔｅｌｌａ）、アレウロロブス・バロデンシス（Ａ
ｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリクス・フロコスス（Ａｌ
ｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、アロカリダラ・マライエンシス（Ａｌ
ｌｏｃａｒｉｄａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、アムラスカ属種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓ
ｐｐ．）、アヌラフィス・カルズィ（Ａｎｕｒａｐｈｉｓ　ｃａｒｄｕｉ）、アオニジエ
ラ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アファノスチグマ・ピリ（Ａｐｈａｎｏｓ
ｔｉｇｍａ　ｐｉｒｉ）、アフィス属種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、アルボリジア・アピ
カリス（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ）、アリタイニラ属種（Ａｒｙｔａｉｎ
ｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジエラ属種（Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピ
ジオツス属種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アタヌス属種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、アウラコルツム・ソラニ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア
・タバシ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ブラストプシラ・オクシデンタリス（Ｂｌ
ａｓｔｏｐｓｙｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ボレイオグリカスピス・メラロイ
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カエ（Ｂｏｒｅｉｏｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｍｅｌａｌｅｕｃａｅ）、ブラキカウズス・ヘ
リクリシ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ）、ブラキコルス属種（Ｂ
ｒａｃｈｙｃｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビコリネ・ブラシカエ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎ
ｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、カコプシラ属種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、カリ
ジポナ・マルギナタ（Ｃａｌｌｉｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カルネオセファ
ラ・フルギダ（Ｃａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、セラトバクナ・ラニゲ
ラ（Ｃｅｒａｔｏｖａｃｕｎａ　ｌａｎｉｇｅｒａ）、セルコピダエ（Ｃｅｒｃｏｐｉｄ
ａｅ）、セロプラステス属種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、カエトシホン・フ
ラガエホリイ（Ｃｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピス・
テガレンシス（Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタ・オヌキイ（
Ｃｈｌｏｒｉｔａ　ｏｎｕｋｉｉ）、コンドラクリスロセ（Ｃｈｏｎｄｒａｃｒｉｓ　ｒ
ｏｓｅａ）、クロマフィス・ジュグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄ
ｉｃｏｌａ）、クリソムファルス・フィクス（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕｓ
）、シカズリナ・ムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッコミチルス・ハリ
イ（Ｃｏｃｃｏｍｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コックス属種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．
）、クリストミズル・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、クリプトネオッ
サ属種（Ｃｒｙｐｔｏｎｅｏｓｓａ　ｓｐｐ．）、クテノナリタイナ属種（Ｃｔｅｎａｒ
ｙｔａｉｎａ　ｓｐｐ．）、ダルブルス属種（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジアロイ
ロデス・シトリ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジアホリナ・シトリ（Ｄｉａ
ｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジアスピス属種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ドロシ
カ属種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．
）、ジスミコックス属種（Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エンポアスカ属種（Ｅ
ｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、エリオソマ属種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、エリト
ロネウラ属種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、ユーカリプトリマ属種（Ｅｕｃ
ａｌｙｐｔｏｌｙｍａ　ｓｐｐ．）、ユーフィルラ属種（Ｅｕｐｈｙｌｌｕｒａ　ｓｐｐ
．）、エウセリス・ビロバツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、フェリシア
属種（Ｆｅｒｒｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、ゲオコックス・コフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ
　ｃｏｆｆｅａｅ）、グリカスピス属種（Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロプシ
ラ　クバナ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｃｕｂａｎａ）、ヘテロプシラ・スピヌロサ（
Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｉｎｕｌｏｓａ）、ホマロジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍ
ａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、ヒアロプテルス・アルンジニス（Ｈｙａｌｏ
ｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、イセリア属種（Ｉｃｅｒｙａ　ｓｐｐ．）、イジ
オセルス属種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イジオスコプス属種（Ｉｄｉｏｓｃｏ
ｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ラオデルファクス・ストリアテルス（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔ
ｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、レカニウム属種（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、レピドサフェ
ス属種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、リパフィス・エリシミ（Ｌｉｐａｐｈ
ｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、マクロシフム属種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、マ
クロステレス・ファシフロン（Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｆａｃｉｆｒｏｎｓ）、マハナ
ルバ属種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）、メラナフィス・サッカリ（Ｍｅｌａｎａｐ
ｈｉｓ　ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカルフィエラ属種（Ｍｅｔｃａｌｆｉｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ．）、メトポロフィウム・ジロズム（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ
）、モネリア・コスタリス（Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔａｌｉｓ）、モネリオプシス・
ペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉｏｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミズス属種（Ｍｙｚｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ナソノビア・ニビスニグリ（Ｎａｓｏｎｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、
ネホテッチキス属種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、ネッチゴニクラ・スペクト
ラ（Ｎｅｔｔｉｇｏｎｉｃｌｌａ　ｓｐｅｃｔｒａ）、ニラパルバタ・ルゲンス（Ｎｉｌ
ａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、オンコメトピア属種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　ｓ
ｐｐ．）、オルテジア・プラテロンガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、オク
シアチネンシス（Ｏｘｙａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、パチプシラ属種（Ｐａｃｈｙｐｓｙ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、パラベムシア・ミリカエ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａ
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ｅ）、パラトリオザ属種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、パルラトリア属種（Ｐａ
ｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、
ペレグリヌス・マイジス（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、フェナコックス属種
（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、フロエオミズス・パセリニイ（Ｐｈｌｏｅｏｍ
ｙｚｕｓ　ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホロドン・フムリ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌ
ｉ）、フィロキセラ属種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）、ピンナスピス・アスピジ
ストラエ（Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ　ａｓｐｉｄｉｓｔｒａｅ）、プラノコックス属種（Ｐｌ
ａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、プロソピドプシラ・フラバ（Ｐｒｏｓｏｐｉｄｏｐｓ
ｙｌｌａ　ｆｌａｖａ）、プロトプルビナリア・ピリホルミス（Ｐｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎ
ａｒｉａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ）、プセウダウラカスピス・ペンタゴナ（Ｐｓｅｕｄａ
ｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、プセウドコックス属種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、プシロプシス属種（Ｐｓｙｌｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ
属種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プテロマルス属種（Ｐｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ピリラ属種（Ｐｙｒｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、クアドラスピジオツス属種（Ｑｕａｄｒ
ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、クエサダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）
、ラストロコックス属種（Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ロパロシフム属種（
Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、サイセチア属種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐ
ｐ．）、スカフォイデウス　チタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、シ
ザフィス・グラミヌム（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、セレナスピズス・
アルチクラツス（Ｓｅｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、ソガタ属種（
Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、ソガテラ・フルシフェラ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉ
ｆｅｒａ）、ソガトデス属種（Ｓｏｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、スチクトセファラ・フ
ェスチナ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）、シフォニヌス・フィリレア
エ（Ｓｉｐｈｏｎｉｎｕｓ　ｐｈｉｌｌｙｒｅａｅ）、テナラファラ・マラエンシス（Ｔ
ｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、テトラゴノセフェラ属種（Ｔｅｔｒａ
ｇｏｎｏｃｅｐｈｅｌａ　ｓｐｐ．）、チノカリス・カリアエホリアエ（Ｔｉｎｏｃａｌ
ｌｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属種（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）
、トキソプテラ属種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、トリアエウロデス・バポラリオ
ルム（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリオザ属種（Ｔｒｉ
ｏｚａ　ｓｐｐ．）、チフロシバ属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ウナスピス
属種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ビテウス・ビチホリイ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖｉｔｉｆ
ｏｌｉｉ）、ジギナ属種（Ｚｙｇｉｎａ　ｓｐｐ．）；
膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロミルメックス属種（Ａｃｒｏｍｙ
ｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、アタリア属種（Ａｔｈａｌｉａ　ｓｐｐ．）、アッタ属種（Ａｔ
ｔａ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ホプロカンパ属種（
Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、ラシウス属種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、モノモ
イウム・ファラオニス（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、シレクス属種（
Ｓｉｒｅｘ　ｓｐｐ．）、ソレノプシスインビクタ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃ
ｔａ）、タピノマ属種（Ｔａｐｉｎｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウロセルス属種（Ｕｒｏｃｅｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ベスパ属種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）、キセリス属種（Ｘｅｒｉｓ　
ｓｐｐ．）；
等脚目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の、例えば、アルマジリジウム・ブルガレ（Ａｒｍａｄｉｌｌ
ｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、オニスクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓｅｌｌｕ
ｓ）、ポルセリオ・スカベル（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）；
等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）の、例えば、コプトテルメス属種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｓｐｐ．）、コルニテルメス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃｕｍｕｌａｎ
ｓ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、インシシテルメ
ス属種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロテルメス・オベシ（Ｍｉｃｒｏ
ｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓｉ）、オドントテルメス属種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐ
ｐ．）、レチクリテルメス属種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）；
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鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロイア・グリセラ（Ａｃｈｒｏｉａ
　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、アクロニクタ・マジョル（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ）、
アドキソフィエス属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、アエジア・レウコメラス（
Ａｅｄｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、
アラバマ属種（Ａｌａｂａｍａ　ｓｐｐ．）、アミエロイス・トランシテッラ（Ａｍｙｅ
ｌｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ）、アナルシア属種（Ａｎａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、
アンチカルシア属種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、アルギロプロス属種（Ａｒｇ
ｙｒｏｐｌｏｃｅ　ｓｐｐ．）、バラトラ・ブラシカエ（Ｂａｒａｔｈｒａ　ｂｒａｓｓ
ｉｃａｅ）、ボルボ・シンナラ（Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎｎａｒａ）、ブックラトリクス・ツ
ルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニア
リウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ）、ブッセオラ属種（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　
ｓｐｐ．）、カコエキア属種（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｓｐｐ．）、カロプチリア・ティボラ
（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、カプラ・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅ
ｔｉｃｕｌａｎａ）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌ
ｌａ）、カルポシナ・ニポメンシス（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ケ
イマトビア・ブルマタ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ）、キロ属種（Ｃｈｉ
ｌｏ　ｓｐｐ．）、コリストネウラ属種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、ク
リシア・アンビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロセルス属種
（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、クナファロクロチス・メジナリス（Ｃｎａ
ｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、クネファシア属種（Ｃｎｅｐｈａｓｉ
ａ　ｓｐｐ．）、コノポモルファ属種（Ｃｏｎｏｐｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、コノト
ラケルス属種（Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）、コピタルシア属種（Ｃｏｐｉ
ｔａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、シディア属種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、ダラカ・ノクツイ
デス（Ｄａｌａｃａ　ｎｏｃｔｕｉｄｅｓ）、ジアファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　
ｓｐｐ．）、ジアトラエア・サッカラリス（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ
）、エアリアス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、エクデュトロパ・アウランティウム（
Ｅｃｄｙｔｏｌｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉｕｍ）、エラスモパルプス・リグノセルス（Ｅ
ｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、エルダナ・サッカリナ（Ｅｌｄａ
ｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、エ
ピノチア属種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピフィアス・ポスティフィッタナ（Ｅ
ｐｉｐｈｙａｓ　ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎａ）、エチエッラ属種（Ｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ
．）、エウリア属種（Ｅｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、ユーポエシリア・アンビグエラ（Ｅｕｐ
ｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、エウプロクチス属種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　
ｓｐｐ．）、エウキソア属種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア属種（Ｆｅｌｔｉａ
　ｓｐｐ．）、ガレリア・メロネラ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、グラ
シラリア属種（Ｇｒａｃｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グラホリタ属種（Ｇｒａｐｈｏｌ
ｉｔｈａ　ｓｐｐ．）、ヘジレプタ属種（Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｓｐｐ．）、ヘリコベル
パ属種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、ヘリオチス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　
ｓｐｐ．）、ホフマノフィラ・プセウドスプレテア（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓ
ｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、ホモエオソマ属種（Ｈｏｍｏｅｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）
、ホモナ属種（Ｈｏｍｏｎａ　ｓｐｐ．）、ヒピノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕ
ｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、カキボリア・フラボファシアタ（Ｋａｋｉｖｏｒｉａ　ｆｌａ
ｖｏｆａｓｃｉａｔａ）、ラフィグマ属種（Ｌａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、ラスペイレ
シア・モレスタ（Ｌａｓｐｅｙｒｅｓｉａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、ロイシノデス・オルボナ
リス（Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏｒｂｏｎａｌｉｓ）、ロイコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、リトコレチス属種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、
リトファネ・アンテンナタ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア属
種（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、ロキサグロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉ
ｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、リマントリア属種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、リオ
ネチア属種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、マラコソマ・ネウストリア（Ｍａｌａｃｏ
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ｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、マルカ・テスツラリス（Ｍａｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａ
ｌｉｓ）、マメストラ・ブラシカエ（Ｍａｍｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、メラニチ
ス・レダ（Ｍｅｌａｎｉｔｉｓ　ｌｅｄａ）、モキス属種（Ｍｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、モ
ノピス・オブビエラ（Ｍｏｎｏｐｉｓ　ｏｂｖｉｅｌｌａ）、ミチムナ・セパラタ（Ｍｙ
ｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、ネマポゴン・コロアセルス（Ｎｅｍａｐｏｇｏｎ　
ｃｌｏａｃｅｌｌｕｓ）、ニュムプラ属種（Ｎｙｍｐｈｕｌａ　ｓｐｐ．）、オイケチク
ス属種（Ｏｉｋｅｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、オリア属種（Ｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、オルタ
ガ属種（Ｏｒｔｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属種（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．
）、オウレマ・オリザエ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、パノリス・フランメア（Ｐａ
ｎｏｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、パルナラ属種（Ｐａｒｎａｒａ　ｓｐｐ．）、ペクチノ
ホラ属種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ペリロイコプテラ属種（Ｐｅｒｉｌ
ｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、フソリマエア属種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ
．）、フィロクニスチス・シトレラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ）
、フィロノリクテル属種（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ピエリス属種（
Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、プラチノタ・スツルタナ（Ｐｌａｔｙｎｏｔａ　ｓｔｕｌｔ
ａｎａ）、プロジア・インテルプンクテラ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌ
ａ）、プルシア属種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、プルテラ・キシロステラ（Ｐｌｕｔｅ
ｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、プラユス属種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、プロデニア
属種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、プロトパルセ属種（Ｐｒｏｔｏｐａｒｃｅ　ｓｐ
ｐ．）、プセウダレチア属種（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、シューダレティア
　ユニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、プセウドプルシア・
インクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、ピラウスタ・ヌビ
ラリス（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、ラキプルシア・ヌ（Ｒａｃｈｉｐｌ
ｕｓｉａ　ｎｕ）、スコエノビウス属種（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、スキル
ポファガ属種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スキルポファガ・イノタタ（Ｓｃ
ｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｎｏｔａｔａ）、スコチア・セゲツム（Ｓｃｏｔｉａ　ｓｅｇ
ｅｔｕｍ）、セサミア属種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、セサミアインフェレンス（Ｓ
ｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ）、スパルガノチス属種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　
ｓｐｐ．）、スポドプテラ属種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ・プ
ラエフィカ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｐｒａｅｆｉｃａ）、スタトモポダ属種（Ｓｔａｔ
ｈｍｏｐｏｄａ　ｓｐｐ．）、ストモプテリクス・サブセシヴェラ（Ｓｔｏｍｏｐｔｅｒ
ｙｘ　ｓｕｂｓｅｃｉｖｅｌｌａ）、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐ
ｐ．）、テシア・ソラニボラ（Ｔｅｃｉａ　ｓｏｌａｎｉｖｏｒａ）、テルメシア・ゲン
マタリス（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、チネア・クロアセラ（Ｔｉｎ
ｅａ　ｃｌｏａｃｅｌｌａ）、チネア・ペリオネラ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌ
ａ）、チネオラ・ビセリエラ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）、トルトリ
クス属種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、トリコパガ・タペトゼッラ（Ｔｒｉｃｈｏｐｈ
ａｇａ　ｔａｐｅｔｚｅｌｌａ）、トリコプルシア属種（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｓ
ｐｐ．）、トリポリザ・インセルツラス（Ｔｒｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）
、ツタ・アブソルタ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、ビラコラ属種（Ｖｉｒａｃｈｏｌ
ａ　ｓｐｐ．）；
直翅目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）又はサルタトリア目（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）の、例え
ば、アケタ・ドメスチクス（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ジクロプルス属種
（Ｄｉｃｈｒｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グリロタルパ属種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓ
ｐｐ．）、ヒエログリフス属種（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ロクスタ属種
（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、シストセルカ・グレガリア（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）；
シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）の、例えば、ダマリニア属（Ｄａｍａｌｉｎｉａ
　ｓｐｐ．）、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノグナ
ツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ
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　ｓｐｐ．）、プチルス・プビス（Ｐｔｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、トリコデクテス属種（
Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）の、例えば、レピナツス属種（Ｌｅｐｉｎａｔ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、リポセリス属種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）の、例えば、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏｐ
ｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ
　ｓｐｐ．）、プレクス・イリタンス（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ツンガ・ペネ
トランス（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キセノプシラ・ケオプシス（Ｘｅｎｏｐ
ｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｓｉｓ）；
総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナフォトリプス・オブスクルス（Ａ
ｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、バリオトリプス・ビホルミス（Ｂａｌｉ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、ドレパノトリプス・ロイテリ（Ｄｒｅｐａｎｏｔ
ｈｒｉｐｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）、エンネオトリプス・フラベンス（Ｅｎｎｅｏｔｈｒｉｐ
ｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、フランクリニエラ属種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．
）、ヘリオトリプス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘルチノトリプス・フ
ェモラリス（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、リピホロトリプス・
クルエンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、シルト
トリプス属種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、タエニオトリプス・カルダモミ
（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｃａｒｄａｍｏｍｉ）、トリプス属種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓ
ｐｐ．）；
シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）（＝Ｔｈｙｓａｎｕｒａ）の、例えば、クテノレピスマ属
種（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．）、レピスマ・サカリナ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓ
ａｃｃｈａｒｉｎａ）、レスピモデス・インクイリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉｎｑ
ｕｉｌｉｎｕｓ）、テルモビア・ドメスチカ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ
）；
コムカデ類（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の、例えば、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）；
軟体動物門（Ｍｏｌｌｕｓｃａ）の有害生物、特に、双殻綱（Ｂｉｖａｌｖｉａ）の、例
えば、ドレイセナ属種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）、及び、腹足綱（Ｇａｓｔｒｏ
ｐｏｄａ）の、例えば、アリオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ビオムファラリア属種
（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂｕｌｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）
、デロセラス属種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、ガルバ属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ
．）、リムナエア属種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属種（Ｏｎｃｏｍ
ｅｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ポマケア属種（Ｐｏｍａｃｅａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属
種（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）；
へん形動物門（Ｐｌａｔｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）及び線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の
有害動物、例えば、アンシロストマ・ズオデナレ（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｄｕｏｄｅ
ｎａｌｅ）、アンシロストマ・セイラニクム（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｃｅｙｌａｎｉ
ｃｕｍ）、アシロストマ・ブラジリエンシス（Ａｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｂｒａｚｉｌｉｅ
ｎｓｉｓ）、アンシロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、アスカリス属
種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ブルギア・マライ（Ｂｒｕｇｉａ　ｍａｌａｙｉ）、
ブルギア・チモリ（Ｂｒｕｇｉａ　ｔｉｍｏｒｉ）、ブノストムム属種（Ｂｕｎｏｓｔｏ
ｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、クロノルキス
属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、コオペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、ジクロコエリウム属（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス
・フィラリア（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｆｉｌａｒｉａ）、ジフィロボトリウム・ラ
ツム（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｌａｔｕｍ）、ドラクンクルス・メジネンシ
ス（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｍｅｄｉｎｅｎｓｉｓ）、エキノコックス・グラヌロスス
（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｒａｎｕｌｏｓｕｓ）、エキノコックス・ムルチロクラ
リス（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｌｔｉｌｏｃｕｌａｒｉｓ）、エンテロビウス・
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ベルミクラリス（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｒｉｓ）、ファシオラ属種
（Ｆａｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、ヘテラキス属種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス・ナナ（Ｈｙｍｅｎ
ｏｌｅｐｉｓ　ｎａｎａ）、ヒオストロングルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ロア・ロア（Ｌｏａ　Ｌｏａ）、ネマトジルス属種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、オエソファゴストムム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．
）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、オンコセルカ・ボル
ブルス（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒ
ｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シ
ストソメン属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅｎ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス・フエレ
ボルニ（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｆｕｅｌｌｅｂｏｒｎｉ）、ストロンギロイデス
・ステルコラリス（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｔｅｒｃｏｒａｌｉｓ）、ストロニ
ロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、タエニア・サギナタ（Ｔａｅｎ
ｉａ　ｓａｇｉｎａｔａ）、タエニア・ソリウム（Ｔａｅｎｉａ　ｓｏｌｉｕｍ）、トリ
キネラ・スピラリス（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｉｒａｌｉｓ）、トリキネラ・ナチ
バ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎａｔｉｖａ）、トリキネラ・ブリトビ（Ｔｒｉｃｈｉｎ
ｅｌｌａ　ｂｒｉｔｏｖｉ）、トリキネラ・ネルソニ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎｅｌ
ｓｏｎｉ）、トリキネラ・プセウドプシラリス（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｐｓｅｕｄｏ
ｐｓｉｒａｌｉｓ）、トリコストロングルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　
ｓｐｐ．）、トリクリス・トリクリア（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｔｒｉｃｈｕｒｉａ）、ウ
ケレリア・バンクロフチ（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｂａｎｃｒｏｆｔｉ）；
線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の植物寄生性有害生物（ｐｈｙｔｏｐａｒａｓｉｔｉｃ
　ｐｅｓｔｓ）、例えば、アフェレンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、ブルサフェレンクス属種（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジ
チレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄ
ｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドル
ス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドフ
ォラス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフ
ィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ヘリコティレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃ
ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラ
トリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍ
ｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、アグレンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス属
種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナコブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ
．）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属
種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、ドリコドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈ
ｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ
．）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、キニスルシウス（Ｑ
ｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミシクロフォラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐ
ｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アングイナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属
種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃ
ｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プシレンクス科（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、スードハレンクス属種（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネモイ
デス属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス属種（Ｃａｃｏｐａ
ｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒルシュマニエラ属種（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ
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．）、テチレンクス属種（Ｔｅｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１６１】
　さらにまた、原生動物亜門の生物、特に、コッシジア目（Ｃｏｃｃｉｄｉａ）の、例え
ば、エイメリア属種（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｓｐｐ．）も防除することが可能である。
【０１６２】
　本発明の組成物は、好ましくは、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ
）、マスタードビートル（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）、ツマジロクサヨ
トウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）及び／又はワタアブラムシ（Ａｐ
ｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）に対して活性を示す。
【０１６３】
　さらに、該生物的防除剤が殺菌活性を示す場合、及び／又は、該組成物が付加的に殺菌
剤を含んでいる場合、本発明による組成物は、強力な殺微生物活性を有し、そして、作物
保護及び材料物質の保護において、菌類及び細菌類などの望ましくない微生物を防除する
ために使用することができる。
【０１６４】
　本発明は、さらに、望ましくない微生物を防除する方法にも関し、ここで、該方法は、
本発明の組成物を当該植物病原性菌類、植物病原性細菌類及び／又はそれらの生息環境に
施用することを特徴とする。
【０１６５】
　殺菌剤は、作物保護において、植物病原性菌類を防除するために使用することができる
。それらは、土壌伝染性病原体を包含する広範囲の植物病原性菌類〔ここで、該植物病原
性菌類は、特に、ネコブカビ類（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）、卵菌
類（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）（同義語：Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ツボカ
ビ類（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、接合菌類（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、子
嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）、担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）及び不
完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）（同義語：Ｆｕｎｇｉ　ｉｍｐｅｒｆｅｃｔ
ｉ）のクラスのメンバーである〕に対する顕著な効力によって特徴付けられる。一部の殺
菌剤は、浸透移行的な活性を示し、そして、植物保護において、茎葉処理殺菌剤、種子粉
衣殺菌剤又は土壌殺菌剤として使用することができる。さらに、それらは、菌類、特に、
材木又は植物の根を侵襲する菌類を駆除するのに適している。
【０１６６】
　殺細菌剤（ｂａｃｔｅｒｉｃｉｄｅ）は、作物保護において、、シュードモナス科（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ）、リゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）、腸内
細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）、コリネバクテリウム科（Ｃｏｒｙｎ
ｅｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）及びストレプトミセス科（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔａｃ
ｅａｅ）を防除するために、使用することができる。
【０１６７】
　本発明に従って治療することが可能な菌類病の病原体の非限定的な例としては、以下の
ものを挙げることができる：
　・　例えば以下のような、うどんこ病病原体に起因する病害：　ブルメリア属各種（Ｂ
ｌｕｍｅｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ブルメリア・グラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉ
ａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）；　ポドスファエラ属各種（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えば、ポドスファエラ・レウコトリカ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃ
ｏｔｒｉｃｈａ）；　スファエロテカ属各種（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｓｐｅｃｉｅ
ｓ）、例えば、スファエロテカ・フリギネア（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉ
ｎｅａ）；　ウンシヌラ属各種（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウンシ
ヌラ・ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）；
　・　例えば以下のような、さび病病原体に起因する病害：　ギムノスポランギウム属各
種（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ギムノスポランギウ
ム・サビナエ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）；　ヘミレイア属各
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種（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ヘミレイア・バスタトリクス（Ｈｅ
ｍｉｌｅｉａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）；　ファコプソラ属各種（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　
ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｈｉｚｉ）及びファコプソラ・メイボミアエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍ
ｉａｅ）；　プッシニア属各種（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プッシ
ニア・レコンジテ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔｅ）、プッシニア・トリチシナ
（Ｐ．　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ）、プッシニア・グラミニス（Ｐ．　ｇｒａｍｉｎｉｓ）又
はプッシニア・ストリイホルミス（Ｐ．　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ）；　ウロミセス属各
種（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウロミセス・アペンジクラツス（Ｕ
ｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）；
　・　例えば以下のような、卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）の群の病原体に起因する病害
：　アルブゴ属各種（Ａｌｂｕｇｏ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アルブゴ・カンジダ（
Ａｌｂｕｇｏ　ｃａｎｄｉｄａ）；　ブレミア属各種（Ｂｒｅｍｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えば、ブレミア・ラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）；　ペロノスポラ
属各種（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ペロノスポラ・ピシ（Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）又はペロノスポラ・ブラシカエ（Ｐ．　ｂｒａｓｓｉ
ｃａｅ）；　フィトフトラ属各種（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、フィトフトラ・インフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ
）；　プラスモパラ属各種（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プラス
モパラ・ビチコラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）；　プセウドペロノスポ
ラ属各種（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プセウド
ペロノスポラ・フムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）又はプセ
ウドペロノスポラ・クベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉ
ｓ）；　ピシウム属各種（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピシウム・ウル
チムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）；
　・　例えば以下のものに起因する、斑点病（ｌｅａｆ　ｂｌｏｔｃｈ　ｄｉｓｅａｓｅ
）及び萎凋病（ｌｅａｆ　ｗｉｌｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）：　アルテルナリア属各種（Ａｌ
ｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アルテルナリア・ソラニ（Ａｌｔｅｒｎ
ａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；　セルコスポラ属各種（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉ
ｅｓ）、例えば、セルコスポラ・ベチコラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）
；　クラジオスポリウム属各種（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、クラジオスポリウム・ククメリヌム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒ
ｉｎｕｍ）；　コクリオボルス属各種（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、コクリオボルス・サチブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）（分
生子形態：Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ，　同義語：Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）、コ
クリオボルス・ミヤベアヌス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）；　
コレトトリクム属各種（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コ
レトトリクム・リンデムタニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈ
ａｎｉｕｍ）；　シクロコニウム属各種（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、シクロコニウム・オレアギヌム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｕｍ
）；　ジアポルテ属各種（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ジアポルテ
・シトリ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）；　エルシノエ属各種（Ｅｌｓｉｎｏｅ　
ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、エルシノエ・ファウセッチイ（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｆａｗｃｅ
ｔｔｉｉ）；　グロエオスポリウム属各種（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、グロエオスポリウム・ラエチコロル（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｌａｅｔ
ｉｃｏｌｏｒ）；　グロメレラ属各種（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、グロメレラ・シングラタ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）；　グイグ
ナルジア属各種（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、グイグナルジア・
ビドウェリ（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）；　レプトスファエリア属各種
（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、レプトスファエリア・マク
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ランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）、レプトスファエリア・ノド
ルム（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；　マグナポルテ属各種（Ｍａｇ
ｎａｐｏｒｔｈｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、マグナポルテ・グリセア（Ｍａｇｎａｐ
ｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）；　ミクロドキウム属各種（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ミクロドキウム・ニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖ
ａｌｅ）；　ミコスファエレラ属各種（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、ミコスファエレラ・グラミニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ）、ミコスファエレラ・アラキジコラ（Ｍ．　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌ
ａ）及びミコスファエレラ・フィジエンシス（Ｍ．　ｆｉｊｉｅｎｓｉｓ）；　ファエオ
スファエリア属各種（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ファエ
オスファエリア・ノドルム（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；　ピレノ
ホラ属各種（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピレノホラ・テレス
（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）、ピレノホラ・トリチシ・レペンチス（Ｐｙｒ
ｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｒｉｔｉｃｉ　ｒｅｐｅｎｔｉｓ）；　ラムラリア属各種（Ｒａｍ
ｕｌａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ラムラリア・コロ－シグニ（Ｒａｍｕｌａｒ
ｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）、ラムラリア・アレオラ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ａｒｅ
ｏｌａ）；　リンコスポリウム属各種（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、リンコスポリウム・セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌ
ｉｓ）；　セプトリア属各種（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、セプトリ
ア・アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ａｐｉｉ）、セプトリア・リコペルシイ（Ｓｅｐｔｏｒ
ｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｉ）；　チフラ属各種（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）；　ベンツリア
属各種（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ベンツリア・イナエクアリス（
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）；
　・　例えば以下のものに起因する、根及び茎の病害：　コルチシウム属各種（Ｃｏｒｔ
ｉｃｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コルチシウム・グラミネアルム（Ｃｏｒｔｉｃ
ｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）；　フサリウム属各種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えば、フサリウム・オキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕ
ｍ）；　ガエウマンノミセス属各種（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えば、ガエウマンノミセス・グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｓ）；　リゾクトニア属各種（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；　サロクラジウ
ム（Ｓａｒｏｃｌａｄｉｕｍ）病、これは、例えば、サロクラジウム・オリザエ（Ｓａｒ
ｏｃｌａｄｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ）に起因する；　スクレロチウム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕ
ｍ）病、これは、例えば、スクレロチウム・オリザエ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｏｒｙｚ
ａｅ）に起因する；　タペシア属各種（Ｔａｐｅｓｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、タ
ペシア・アクホルミス（Ｔａｐｅｓｉａ　ａｃｕｆｏｒｍｉｓ）；　チエラビオプシス属
各種（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、チエラビオプシス・バ
シコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、穂の病害（ｅａｒ　ａｎｄ　ｐａｎｉｃｌｅ　ｄｉ
ｓｅａｓｅ）（トウモロコシの穂軸を包含する）：　アルテルナリア属各種（Ａｌｔｅｒ
ｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アルテルナリア属種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　
ｓｐｐ．）；　アスペルギルス属各種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例
えば、アスペルギルス・フラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；　クラド
スポリウム属各種（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、クラドスポ
リウム・クラドスポリオイデス（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉ
ｄｅｓ）；　クラビセプス属各種（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ク
ラビセプス・プルプレア（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）；　フサリウム属各
種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、フサリウム・クルモルム（Ｆｕｓａ
ｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）；　ジベレラ属各種（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉ
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ｅｓ）、例えば、ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ）；　モノグラフ
ェラ属各種（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、モノグラフェラ
・ニバリス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）；　セプトリア属各種（Ｓ
ｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、セプトリア・ノドルム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ
　ｎｏｄｏｒｕｍ）；
　・　例えば以下のものなどの、黒穂病菌類（ｓｍｕｔ　ｆｕｎｇｉ）に起因する病害：
　スファセロテカ属各種（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ス
ファセロテカ・レイリアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）；　チレ
チア属各種（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、チレチア・カリエス（Ｔｉ
ｌｌｅｔｉａ　ｃａｒｉｅｓ）、チレチア・コントロベルサ（Ｔ．　ｃｏｎｔｒｏｖｅｒ
ｓａ）；　ウロシスチス属各種（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウロ
シスチス・オクルタ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）；　ウスチラゴ属各種（Ｕ
ｓｔｉｌａｇｏ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ウスチラゴ・ヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎ
ｕｄａ）、ウスチラゴ・ヌダ・トリチシ（Ｕ．　ｎｕｄａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）；
　・　例えば以下のものに起因する、果実の腐敗（ｆｒｕｉｔ　ｒｏｔ）：　アスペルギ
ルス属各種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アスペルギルス・フ
ラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；　ボトリチス属各種（Ｂｏｔｒｙｔ
ｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅ
ｒｅａ）；　ペニシリウム属各種（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば
、ペニシリウム・エキスパンスム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）及びペ
ニシリウム・プルプロゲヌム（Ｐ．　ｐｕｒｐｕｒｏｇｅｎｕｍ）；　スクレロチニア属
各種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、スクレロチニア・スクレロ
チオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）；　ベルチシリウム属
各種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ベルチシリウム・アルボア
トルム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａｌｂｏａｔｒｕｍ）；
　・　例えば以下のものに起因する、種子及び土壌が媒介する腐朽性、黴性、萎凋性、腐
敗性及び苗立ち枯れ性の病害（ｓｅｅｄ　ａｎｄ　ｓｏｉｌｂｏｒｎｅ　ｄｅｃａｙ，　
ｍｏｕｌｄ，　ｗｉｌｔ，　ｒｏｔ　ａｎｄ　ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ　ｄｉｓｅａｓｅ
）：　アルテルナリア属各種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アル
テルナリア・ブラシシコラ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）に起因
する；　アファノミセス属各種（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、
アファノミセス・エウテイケス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｅｕｔｅｉｃｈｅｓ）に起因
する；　アスコキタ属各種（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アスコキ
タ・レンチス（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｌｅｎｔｉｓ）に起因する；　アスペルギルス属各
種（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、アスペルギルス・フラブス（
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）に起因する；　クラドスポリウム属各種（Ｃｌ
ａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、クラドスポリウム・ヘルバルム（Ｃ
ｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）に起因する；　コクリオボルス属各種（Ｃ
ｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コクリオボルス・サチブス（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）に起因する；（分生子形態：Ｄｒｅｃｈｓｌｅ
ｒａ、Ｂｉｐｏｌａｒｉｓ　異名：Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）；　コレトトリ
クム属各種（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、コレトトリク
ム・ココデス（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｏｃｃｏｄｅｓ）に起因する；　フサ
リウム属各種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、フサリウム・クルモルム
（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）に起因する；　ジベレラ属各種（Ｇｉｂｂｅｒ
ｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅ
ａｅ）に起因する；　マクロホミナ属各種（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、マクロホミナ・ファセオリナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌ
ｉｎａ）に起因する；　モノグラフェラ属各種（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えば、モノグラフェラ・ニバリス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａ
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ｌｉｓ）に起因する；　ペニシリウム属各種（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えば、ペニシリウム・エキスパンスム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕ
ｍ）に起因する；　ホマ属各種（Ｐｈｏｍａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ホマ・リンガ
ム（Ｐｈｏｍａ　ｌｉｎｇａｍ）に起因する；　ホモプシス属各種（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ
　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ホモプシス・ソジャエ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａｅ
）に起因する；　フィトフトラ属各種（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えば、フィトフトラ・カクトルム（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）に
起因する；　ピレノホラ属各種（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、
ピレノホラ・グラミネア（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）に起因する；　
ピリクラリア属各種（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピリクラリ
ア・オリザエ（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）に起因する；　ピシウム属各種
（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ピシウム・ウルチムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｕｌｔｉｍｕｍ）に起因する；　リゾクトニア属各種（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐ
ｅｃｉｅｓ）、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ
）に起因する；　リゾプス属各種（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、リゾ
プス・オリザエ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）に起因する；　スクレロチウム属各
種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、スクレロチウム・ロルフシイ（
Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）に起因する；　セプトリア属各種（Ｓｅｐｔｏ
ｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、セプトリア・ノドルム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｎｏｄ
ｏｒｕｍ）に起因する；　チフラ属各種（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、
チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）に起因する；　ベルチシ
リウム属各種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ベルチシリウム
・ダーリアエ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）に起因する；
　・　例えば以下のものに起因する、癌性病害（ｃａｎｃｅｒ）、こぶ（ｇａｌｌ）及び
天狗巣病（ｗｉｔｃｈｅｓ’　ｂｒｏｏｍ）：　例えば、ネクトリア属各種（Ｎｅｃｔｒ
ｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ネクトリア・ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒｉａ　ｇａｌｌｉ
ｇｅｎａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、萎凋病（ｗｉｌｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）：　モニリニ
ア属各種（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）：　例えば、モニリニア・ラキサ（Ｍ
ｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、葉水泡性病害又は縮葉病（ｌｅａｆ　ｂｌｉｓｔｅ
ｒ　ｏｒ　ｌｅａｆ　ｃｕｒｌ　ｄｉｓｅａｓｅ）：　例えば、エキソバシジウム属各種
（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、エキソバシジウム・ベキサンス
（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｖｅｘａｎｓ）；　タフリナ属各種（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えば、タフリナ・デホルマンス（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｄｅｆｏｒｍａ
ｎｓ）；
　・　例えば以下のものに起因する、木本植物の衰退性病害（ｄｅｃｌｉｎｅ　ｄｉｓｅ
ａｓｅ　ｏｆ　ｗｏｏｄｅｎ　ｐｌａｎｔ）：　エスカ（Ｅｓｃａ）病、これは、例えば
、ファエオモニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅｍｏｎｉｅｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐ
ｏｒａ）、ファエオアクレモニウム・アレオフィルム（Ｐｈａｅｏａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ
　ａｌｅｏｐｈｉｌｕｍ）及びフォミチポリア・メジテラネア（Ｆｏｍｉｔｉｐｏｒｉａ
　ｍｅｄｉｔｅｒｒａｎｅａ）に起因する；ユーティパダイバック病（Ｅｕｔｙｐａ　ｄ
ｙｅｂａｃｋ）、これは、例えば、ユーティパ・ラタ（Ｅｕｔｙｐａ　ｌａｔａ）に起因
する；　ガノデルマ（Ｇａｎｏｄｅｒｍａ）病、これは、例えば、ガノデルマ・ボニネン
セ（Ｇａｎｏｄｅｒｍａ　ｂｏｎｉｎｅｎｓｅ）に起因する；リジドポルス（Ｒｉｇｉｄ
ｏｐｏｒｕｓ）病、これは、例えば、リジドポルス・リグノスス（Ｒｉｇｉｄｏｐｏｒｕ
ｓ　ｌｉｇｎｏｓｕｓ）に起因する；
　・　例えば以下のものに起因する、花及び種子の病害：　ボトリチス属各種（Ｂｏｔｒ
ｙｔｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉ
ｎｅｒｅａ）；
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　・　例えば以下のものに起因する、植物塊茎の病害：　リゾクトニア属各種（Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏ
ｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；　ヘルミントスポリウム属各種（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒ
ｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、ヘルミントスポリウム・ソラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈ
ｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）；
　・　例えば以下のものに起因する、根瘤病（ｃｌｕｂ　ｒｏｏｔ）：　プラスモジオホ
ラ属各種（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、プラスモジオホ
ラ・ブラシカエ（Ｐｌａｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）；
　・　例えば以下のものなどの、細菌性病原体に起因する病害：　キサントモナス属各種
（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、キサントモナス・カムペストリ
ス　ｐｖ．オリザエ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．　ｏｒｙ
ｚａｅ）；　シュードモナス属各種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ば、シュードモナス・シリンガエ　ｐｖ．ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙ
ｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．　ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ）；　エルウィニア属各種（Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば、エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌ
ｏｖｏｒａ）。
【０１６８】
　ダイズの以下の病害を、好ましくは、防除することができる：
　・　例えば以下のものに起因する、葉、茎、鞘及び種子の菌類病：
アルテルナリア斑点病（ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ａｌｔｅｒｎａ
ｒｉａ　ｓｐｅｃ．　ａｔｒａｎｓ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍａ）、炭疽病（Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｏｉｄｅｓ　ｄｅｍａｔｉｕｍ　ｖａｒ．　ｔｒｕ
ｎｃａｔｕｍ）、褐紋病（ｂｒｏｗｎ　ｓｐｏｔ）（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ）、紫斑病（ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ　ａｎｄ　ｂｌｉｇｈｔ）（
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）、コアネホラ葉枯病（ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒ
ａ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｉｎｆｕｎｄｉｂｕｌｉｆｅ
ｒａ　ｔｒｉｓｐｏｒａ（Ｓｙｎ．））、ダクツリオホラ斑点病（ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈ
ｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、べ
と病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ）、ドレクスレラ胴枯病（ｄｒｅ
ｃｈｓｌｅｒａ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ）、斑点病（
ｆｒｏｇｅｙｅ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ）、そば
かす病（ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｌｅｐｔｏｓｐｈ
ａｅｒｕｌｉｎａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、灰星病（ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃａ　ｌｅａｆ　
ｓｐｏｔ）（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　ｓｏｊａｅｃｏｌａ）、黒点病（ｐｏｄ　ａｎ
ｄ　ｓｔｅｍ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａｅ）、うどんこ病（Ｍｉ
ｃｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ）、ピレノカエタ斑点病（ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅ
ｔａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、葉腐病
（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ａｅｒｉａｌ，　ｆｏｌｉａｇｅ，　ａｎｄ　ｗｅｂ　ｂｌ
ｉｇｈｔ）（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、さび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ，　Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）、黒とう病（
Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ステムフィリウム葉枯病（ｓｔｅｍｐｈｙ
ｌｉｕｍ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｂｏｔｒｙｏｓｕｍ）
、褐色輪紋病（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏｌａ）；
　・　例えば以下のものに起因する、根及び茎基部の菌類病：
黒根腐病（Ｃａｌｏｎｅｃｔｒｉａ　ｃｒｏｔａｌａｒｉａｅ）、炭腐病（Ｍａｃｒｏｐ
ｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ）、赤かび病（ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｂｌｉｇｈｔ　
ｏｒ　ｗｉｌｔ，　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，　ａｎｄ　ｐｏｄ　ａｎｄ　ｃｏｌｌａｒ　ｒｏ
ｔ）（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｒｔｈｏｃｅｒａ
ｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｅｑｕｉｓｅｔｉ）
、ミコレプトジスクス根腐病（ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（
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Ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）、根腐病（ｎｅｏｃｏｓｍｏ
ｓｐｏｒａ）（Ｎｅｏｃｏｓｍｏｓｐｏｒａ　ｖａｓｉｎｆｅｃｔａ）、黒点病（Ｄｉａ
ｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ）、茎腐爛病（ｓｔｅｍ　ｃａｎｋｅｒ）（Ｄｉ
ａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　ｖａｒ．　ｃａｕｌｉｖｏｒａ）、茎疫病（
ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｒｏｔ）（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐｅｒｍ
ａ）、落葉病（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｇｒｅｇａ
ｔａ）、根茎腐敗病（ｐｙｔｈｉｕｍ　ｒｏｔ）（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｙａ
ｎｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）、
リゾクトニア根腐病（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，　ｓｔｅｍ　ｄｅｃ
ａｙ，　ａｎｄ　ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）
、菌核病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｔｅｍ　ｄｅｃａｙ）（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ
　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、スクレロチニアサウザンブライト病（ｓｃｌｅｒｏｔｉ
ｎｉａ　ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｂｌｉｇｈｔ）（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｒｏｌｆｓｉｉ
）、チエラビオプシス根腐病（ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（Ｔｈ
ｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）。
【０１６９】
　本発明の組成物は、植物病原性菌類を治療的又は保護的／予防的に防除するために使用
することができる。従って、本発明は、本発明の組成物を使用して植物病原性菌類を防除
するための治療的方法及び保護的方法にも関し、ここで、該組成物は、種子、植物若しく
は植物の部分、果実又は植物がそこで成育している土壌に施用される。
【０１７０】
　植物病害を防除するのに必要とされる濃度の該組成物に対して植物は充分な耐性を示す
という事実により、植物の地上部の処理、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｓｔｏｃ
ｋ）及び種子の処理、並びに、土壌の処理が可能である。
【０１７１】
　本発明に従って、全ての植物及び植物の部分を処理することができる。植物は、望まし
い及び望ましくない野生植物、栽培品種（ｃｕｌｔｉｖａｒ）及び植物変種（ｐｌａｎｔ
　ｖａｒｉｅｔｙ）（植物変種又は植物育種家の権利によって保護されても又は保護され
なくても）のような全ての植物及び植物個体群を意味する。栽培品種及び植物変種は、慣
習的な繁殖方法及び育種方法（これらは、１種類以上の生物工学的方法によって、例えば
、倍加半数体、プロトプラスト融合、ランダム突然変異誘発及び定方向突然変異誘発、分
子標識若しくは遺伝標識又は生物工学法及び遺伝子工学法などを使用して、補助すること
ができるか又は補うことができる）によって得られる植物であることができる。植物の部
分は、植物の地上及び地下の全ての部分及び全ての器官、例えば、枝条、葉、花及び根な
どを意味し、ここで、例えば、葉、針状葉、茎、枝、花、子実体、果実及び種子、並びに
、根、球茎及び根茎などを挙げることができる。作物並びに栄養繁殖器官及び生殖繁殖器
官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ａｎｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｎｇ　
ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば、挿木（ｃｕｔｔｉｎｇ）、球茎、根茎、匍匐茎及び種子な
ども、植物の部分に属する。
【０１７２】
　本発明の組成物は、植物が良好な耐性を示し、温血動物に対する毒性が望ましい程度で
あり、及び、環境によって充分に許容される場合、植物及び植物の器官を保護するのに適
しており、収穫高を増大させるのに適しており、収穫物の質を向上させるのに適している
。それは、好ましくは、作物保護組成物として使用することができる。それは、通常の感
受性種及び抵抗性種に対して有効であり、並びに、全ての発育段階又は一部の発育段階に
対して有効である。
【０１７３】
　本発明に従って処理することが可能な植物としては、以下の主要な作物植物を挙げるこ
とができる：トウモロコシ、ダイズ、アルファルファ、ワタ、ヒマワリ、アブラナ属油料



(70) JP 6242877 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

種子（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｏｉｌ　ｓｅｅｄｓ）、例えば、セイヨウアブラナ（Ｂｒａｓ
ｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）（例えば、カノラ、ナタネ）、カブ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐ
ａ）、カラシナ（Ｂ．ｊｕｎｃｅａ）（例えば、（フィールド）マスタード）及びアビシ
ニアガラシ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｃａｒｉｎａｔａ）、ヤシ科各種（Ａｒｅｃａｃｅａｅ
　ｓｐ．）（例えば、ギネアアブラヤシ、ココナツ）、イネ、コムギ、テンサイ、サトウ
キビ、エンバク、ライムギ、オオムギ、アワ及びソルガム、ライコムギ、アマ、ナッツ、
ブドウ及びブドウの木、並びに、種々の植物学的分類群に属するさまざまな果実及び野菜
、例えば、バラ科各種（Ｒｏｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、仁果、例えば、リンゴ及
びナシ、さらに、核果、例えば、アンズ、サクラ、アーモンド、プラム及びモモ、並びに
、液果（ｂｅｒｒｙ　ｆｒｕｉｔｓ）、例えば、イチゴ、キイチゴ、アカフサスグリ、ク
ロフサスグリ及びグーズベリー）、リベシオイダエ科各種（Ｒｉｂｅｓｉｏｉｄａｅ　ｓ
ｐ．）、クルミ科各種（Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、カバノキ科各種（Ｂｅｔ
ｕｌａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウルシ科各種（Ａｎａｃａｒｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ブ
ナ科各種（Ｆａｇａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クワ科各種（Ｍｏｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）、モ
クセイ科各種（Ｏｌｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、オリーブの木）、マタタビ科各種
（Ａｃｔｉｎｉｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クスノキ科各種（Ｌａｕｒａｃｅａｅ　ｓｐ．
）（例えば、アボガド、シナモン、樟脳）、バショウ科各種（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．
）（例えば、バナナの木及びプランテーション）、アカネ科各種（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ　
ｓｐ．）（例えば、コーヒー）、ツバキ科各種（Ｔｈｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、
チャ）、アオギリ科各種（Ｓｔｅｒｃｕｌｉｃｅａｅ　ｓｐ．）、ミカン科各種（Ｒｕｔ
ａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、レモン、オレンジ、マンダリン及びグレープフルーツ）
；ナス科各種（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トマト、ジャガイモ、カラシ
、トウガラシ、ナス、タバコ）、ユリ科各種（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、キク科各
種（Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉａｅ　ｓｐ．）（例えば、レタス、チョウセンアザミ及びチコリ
ー（これは、ルートチコリー（ｒｏｏｔ　ｃｈｉｃｏｒｙ）、エンダイブ又はキクニガナ
を包含する））、セリ科各種（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えば、ニンジン
、パセリ、セロリ及びセルリアック）、ウリ科各種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ　ｓｐ
．）（例えば、キュウリ（これは、ガーキンを包含する）、カボチャ、スイカ、ヒョウタ
ン及びメロン）、ネギ科各種（Ａｌｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、リーキ及びタマ
ネギ）、アブラナ科各種（Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えば、白キャベツ、赤キ
ャベツ、ブロッコリー、カリフラワー、芽キャベツ、タイサイ、コールラビ、ラディッシ
ュ、セイヨウワサビ、コショウソウ及びハクサイ）、マメ科各種（Ｌｅｇｕｍｉｎｏｓａ
ｅ　ｓｐ．）（例えば、ラッカセイ、エンドウ、ヒラマメ及びインゲンマメ（例えば、イ
ンゲンマメ（ｃｏｍｍｏｎ　ｂｅａｎ）及びソラマメ））、アカザ科各種（Ｃｈｅｎｏｐ
ｏｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、フダンソウ、飼料用ビート、ホウレンソウ、ビー
トルート）、アマ科各種（Ｌｉｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、アサ）、アサ科各種（
Ｃａｎｎａｂｅａｃｅａ　ｓｐ．）（例えば、タイマ）、アオイ科（Ｍａｌｖａｃｅａｅ
）（例えば、オクラ、ココア）、ケシ科各種（Ｐａｐａｖｅｒａｃｅａｅ）（例えば、ケ
シ）、クサスギカズラ科（Ａｓｐａｒａｇａｃｅａｅ）（例えば、アスパラガス）；庭園
及び森林における有用な植物及び観賞植物、例えば、芝生（ｔｕｒｆ）、芝生（ｌａｗｎ
）、牧草及びステビア（Ｓｔｅｖｉａ　ｒｅｂａｕｄｉａｎａ）；及び、いずれの場合に
も、これら植物の遺伝子組み換えが行われたタイプのもの。
【０１７４】
　好ましくは、本発明に従って処理することが可能な植物は、以下のものからなる群から
選択される：種々の植物学的分類群に属する果実及び野菜、例えば、バラ科各種（Ｒｏｓ
ａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、仁果、例えば、リンゴ及びナシ、さらに、核果、例えば
、アンズ、サクラ、アーモンド、プラム及びモモ、並びに、液果（ｂｅｒｒｙ　ｆｒｕｉ
ｔｓ）、例えば、イチゴ、キイチゴ、アカフサスグリ、クロフサスグリ及びグーズベリー
）、リベシオイダエ科各種（Ｒｉｂｅｓｉｏｉｄａｅ　ｓｐ．）、クルミ科各種（Ｊｕｇ
ｌａｎｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、カバノキ科各種（Ｂｅｔｕｌａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウ
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ルシ科各種（Ａｎａｃａｒｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ブナ科各種（Ｆａｇａｃｅａｅ　
ｓｐ．）、クワ科各種（Ｍｏｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）、モクセイ科各種（Ｏｌｅａｃｅａ
ｅ　ｓｐ．）（例えば、オリーブの木）、マタタビ科各種（Ａｃｔｉｎｉｄａｃｅａｅ　
ｓｐ．）、クスノキ科各種（Ｌａｕｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、アボガド、シナモ
ン、樟脳）、バショウ科各種（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、バナナの木及びプ
ランテーション）、アカネ科各種（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、コーヒー）
、ツバキ科各種（Ｔｈｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、チャ）、アオギリ科各種（Ｓｔ
ｅｒｃｕｌｉｃｅａｅ　ｓｐ．）、ミカン科各種（Ｒｕｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば
、レモン、オレンジ、マンダリン及びグレープフルーツ）；ナス科各種（Ｓｏｌａｎａｃ
ｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、トマト、ジャガイモ、カラシ、トウガラシ、ナス、タバコ）
、ユリ科各種（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、キク科各種（Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉａｅ　
ｓｐ．）（例えば、レタス、チョウセンアザミ及びチコリー（これは、ルートチコリー（
ｒｏｏｔ　ｃｈｉｃｏｒｙ）、エンダイブ又はキクニガナを包含する））、セリ科各種（
Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えば、ニンジン、パセリ、セロリ及びセルリア
ック）、ウリ科各種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、キュウリ（これ
は、ガーキンを包含する）、カボチャ、スイカ、ヒョウタン及びメロン）、ネギ科各種（
Ａｌｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、リーキ及びタマネギ）、アブラナ科各種（Ｃｒ
ｕｃｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えば、白キャベツ、赤キャベツ、ブロッコリー、カリフ
ラワー、芽キャベツ、タイサイ、コールラビ、ラディッシュ、セイヨウワサビ、コショウ
ソウ及びハクサイ）、マメ科各種（Ｌｅｇｕｍｉｎｏｓａｅ　ｓｐ．）（例えば、ラッカ
セイ、エンドウ、ヒラマメ及びインゲンマメ（例えば、インゲンマメ（ｃｏｍｍｏｎ　ｂ
ｅａｎ）及びソラマメ））、アカザ科各種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（
例えば、フダンソウ、飼料用ビート、ホウレンソウ、ビートルート）、アマ科各種（Ｌｉ
ｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば、アサ）、アサ科各種（Ｃａｎｎａｂｅａｃｅａ　ｓｐ
．）（例えば、タイマ）、アオイ科（Ｍａｌｖａｃｅａｅ）（例えば、オクラ、ココア）
、ケシ科各種（Ｐａｐａｖｅｒａｃｅａｅ）（例えば、ケシ）、クサスギカズラ科（Ａｓ
ｐａｒａｇａｃｅａｅ）（例えば、アスパラガス）；庭園及び森林における有用な植物及
び観賞植物、例えば、芝生（ｔｕｒｆ）、芝生（ｌａｗｎ）、牧草及びステビア（Ｓｔｅ
ｖｉａ　ｒｅｂａｕｄｉａｎａ）；及び、いずれの場合にも、これら植物の遺伝子組み換
えが行われたタイプのもの。
【０１７５】
　さらに好ましくは、本発明に従って処理することが可能な植物は、ハクサイ（Ｂｒａｓ
ｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）、トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｉｓ）及びワタ（Ｇｏ
ｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）の葉からなる群から選択される。
【０１７６】
　植物種又は植物品種、それらの生育場所及び生育条件（土壌、気候、生育期、養分（ｄ
ｉｅｔ））に応じて、本発明による組成物を使用又は利用した場合、本発明の処理により
、相加効果を超える効果（「相乗効果」）も生じ得る。かくして、例えば、本発明による
処理において本発明の組成物を使用又は利用することによって、施用量の低減及び／又は
活性スペクトルの拡大及び／又は活性の増強、植物の生育の向上、高温又は低温に対する
耐性の向上、渇水又は水中若しくは土壌中に含まれる塩分に対する耐性の向上、開花能力
の向上、収穫の容易性の向上、促進された成熟、収穫量の増加、果実の大きさの増大、植
物の高さの増大、葉の緑色の向上、より早い開花、収穫された生産物の品質の向上及び／
又は栄養価の増加、果実内の糖度の上昇、収穫された生産物の貯蔵安定性の向上及び／又
は加工性の向上などが可能であり、ここで、これらは、実際に予期されるであろう効果を
超える。
【０１７７】
　本発明による処理における本発明の組成物の特定の施用量は、植物において強化効果（
ｓｔｒｅｎｇｔｈｅｎｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）も示し得る。望ましくない植物病原性の菌
類及び／又は微生物類及び／又はウイルス類による攻撃に対して植物の防御システムが動
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員される。植物を強化する（抵抗性を誘導する）物質は、本発明に関連して、処理された
植物が、その後で望ましくない植物病原性の菌類及び／又は微生物類及び／又はウイルス
類を接種されたときに、それら植物病原性の菌類及び／又は微生物類及び／又はウイルス
類に対して実質的な程度の抵抗性を示すように、植物の防御システムを刺激することがで
きる物質又は物質の組合せを意味するものと理解される。かくして、本発明による処理に
おいて本発明の組成物を使用又は利用することによって、植物は、処理後ある一定の期間
、上記病原体による攻撃に対して保護され得る。保護がもたらされる期間は、植物が該活
性化合物で処理されてから、一般に、１～１０日間、好ましくは、１～７日間である。
【０１７８】
　本発明に従って処理するのが同様に好ましい植物及び植物品種は、１以上の生物的スト
レスに対して抵抗性を示す。即ち、そのような植物は、害虫及び有害微生物に対して、例
えば、線虫類、昆虫類、ダニ類、植物病原性の菌類、細菌類、ウイルス類及び／又はウイ
ロイド類などに対して、良好な防御を示す。
【０１７９】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、１以上の非生物的ストレスに対
して抵抗性を示す植物、即ち、ストレス耐性に関して、増進された植物の健康を既に示し
ている植物である。非生物的なストレス状態としては、例えば、渇水、低温に晒されるこ
と、熱に晒されること、浸透ストレス、湛水、土壌中の塩分濃度の上昇、より多くの鉱物
に晒されること、オゾンに晒されること、強い光に晒されること、利用可能な窒素養分が
限られていること、利用可能なリン養分が限られていること、日陰回避などを挙げること
ができる。好ましくは、本発明の組成物を用いて上記植物及び植物品種を処理することに
よって、付加的に、植物の全体的な健康が増進される（上記参照）。
【０１８０】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、増大した収量特性を特徴とする
植物、即ち、この特性に関して、増進された植物の健康を既に示している植物である。そ
のような植物における増大した収量は、例えば、改善された植物の生理機能、成長及び発
育、例えば、水の利用効率、水の保持効率、改善された窒素の利用性、強化された炭素同
化作用、改善された光合成、上昇した発芽効率及び促進された成熟などの結果であり得る
。収量は、さらに、改善された植物の構成（ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）によっても影響
され得る（ストレス条件下及び非ストレス条件下）。そのような改善された植物の構成と
しては、限定するものではないが、早咲き、ハイブリッド種子産生のための開花制御、実
生の活力、植物の寸法、節間の数及び距離、根の成長、種子の寸法、果実の寸法、莢の寸
法、莢又は穂の数、１つの莢又は穂当たりの種子の数、種子の体積、強化された種子充填
、低減された種子分散、低減された莢の裂開及び耐倒伏性などがある。収量についてのさ
らなる形質としては、種子の組成、例えば、炭水化物含有量、タンパク質含有量、油含有
量及び油の組成、栄養価、抗栄養化合物の低減、改善された加工性並びに向上した貯蔵安
定性などがある。好ましくは、本発明の組成物を用いて上記植物及び植物品種を処理する
ことによって、付加的に、植物の全体的な健康が増進される（上記参照）。
【０１８１】
　本発明に従って処理し得る植物は、雑種強勢（これは、結果として、一般に、増加した
収量、向上した活力、向上した健康状態並びに生物的及び非生物的ストレス因子に対する
向上した抵抗性をもたらす）の特性を既に呈しているハイブリッド植物である。そのよう
な植物は、典型的には、雄性不稔交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　ｍａｌｅ－ｓｔｅｒｉ
ｌｅ　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雌性親）を別の雄性稔性交配母体近交系（ｉｎｂｒｅ
ｄ　ｍａｌｅ－ｆｅｒｔｉｌｅ　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雄性親）と交雑させること
によって作られる。ハイブリッド種子は、典型的には、雄性不稔植物から収穫され、そし
て、栽培者に販売される。雄性不稔植物は、場合により（例えば、トウモロコシにおいて
）、雄穂を除去することによって〔即ち、雄性繁殖器官（又は、雄花）を機械的に除去す
ることによって〕、作ることができる。しかしながら、より典型的には、雄性不稔性は、
植物ゲノム内の遺伝的決定基の結果である。その場合、及び、特に種子がハイブリッド植
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物から収穫される所望の生産物である場合、典型的には、該ハイブリッド植物において雄
性稔性を確実に完全に回復させることは有用である。これは、雄性不稔性に関与する遺伝
的決定基を含んでいるハイブリッド植物において雄性稔性を回復させることが可能な適切
な稔性回復遺伝子を雄性親が有していることを確実なものとすることによって達成するこ
とができる。雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、細胞質内に存在し得る。細胞質雄性不
稔（ＣＭＳ）の例は、例えば、アブラナ属各種（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に
関して記述された。しかしながら、雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、核ゲノム内にも
存在し得る。雄性不稔性植物は、遺伝子工学などの植物バイオテクノロジー法によっても
得ることができる。雄性不稔性植物を得る特に有用な方法は、ＷＯ　８９／１０３９６に
記載されており、ここでは、例えば、バルナーゼなどのリボヌクレアーゼを雄ずい中のタ
ペータム細胞内において選択的に発現させる。次いで、タペータム細胞内においてバルス
ターなどのリボヌクレアーゼインヒビターを発現させることによって、稔性を回復させる
ことができる。
【０１８２】
　本発明に従って処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテクノロジ
ー法によって得られたもの）は、除草剤耐性植物、即ち、１種類以上の所与の除草剤に対
して耐性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形質転換によって得ることがで
きるか、又は、当該除草剤耐性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによ
って得ることができる。
【０１８３】
　除草剤耐性植物は、例えば、グリホセート耐性植物、即ち、除草剤グリホセート又はそ
の塩に対して耐性にされた植物である。植物は、種々の方法によって、グリホセートに対
して耐性にすることができる。例えば、グリホセート耐性植物は、酵素５－エノールピル
ビルシキミ酸－３－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）をコードする遺伝子で植物を形質転
換させることによって得ることができる。そのようなＥＰＳＰＳ遺伝子の例は、以下のも
のである：細菌サルモネラ・チフィムリウム（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕｒ
ｉｕｍ）のＡｒｏＡ遺伝子（突然変異ＣＴ７）、細菌アグロバクテリウム属各種（Ａｇｒ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）のＣＰ４遺伝子、ペチュニアのＥＰＳＰＳをコードする
遺伝子、トマトのＥＰＳＰＳをコードする遺伝子又はオヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ）の
ＥＰＳＰＳをコードする遺伝子。それは、突然変異ＥＰＳＰＳであることも可能である。
グリホセート耐性植物は、さらにまた、グリホセートオキシドレダクターゼ酵素をコード
する遺伝子を発現させることによって得ることもできる。グリホセート耐性植物は、さら
にまた、グリホセートアセチルトランスフェラーゼ酵素をコードする遺伝子を発現させる
ことによって得ることもできる。グリホセート耐性植物は、さらにまた、上記遺伝子の自
然発生突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることもできる。
【０１８４】
　別の除草剤抵抗性植物は、例えば、酵素グルタミンシンターゼを阻害する除草剤（例え
ば、ビアラホス、ホスフィノトリシン又はグルホシネート）に対して耐性にされている植
物である。そのような植物は、当該除草剤を解毒する酵素を発現させるか、又は、阻害に
対して抵抗性を示す突然変異グルタミンシンターゼ酵素を発現させることによって、得る
ことができる。そのような有効な一解毒酵素は、ホスフィノトリシンアセチルトランスフ
ェラーゼをコードする酵素である（例えば、ストレプトマイセス属各種（Ｓｔｒｅｐｔｏ
ｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に由来するｂａｒタンパク質又はｐａｔタンパク質）。外
因性のホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼを発現する植物も記述されている
。
【０１８５】
　さらなる除草剤耐性植物は、さらにまた、酵素ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシ
ゲナーゼ（ＨＰＰＤ）を阻害する除草剤に対して耐性にされている植物である。ヒドロキ
シフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ類は、パラ－ヒドロキシフェニルピルベート（Ｈ
ＰＰ）がホモゲンチセートに変換される反応を触媒する酵素である。ＨＰＰＤ阻害薬に対
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して耐性を示す植物は、自然発生抵抗性ＨＰＰＤ酵素をコードする遺伝子を用いて、又は
、突然変異ＨＰＰＤ酵素をコードする遺伝子を用いて、形質転換させることができる。Ｈ
ＰＰＤ阻害薬に対する耐性は、さらにまた、ＨＰＰＤ阻害薬による天然ＨＰＰＤ酵素の阻
害にもかかわらずホモゲンチセートを形成させることが可能な特定の酵素をコードする遺
伝子を用いて植物を形質転換させることによっても得ることができる。ＨＰＰＤ阻害薬に
対する植物の耐性は、さらにまた、、ＨＰＰＤ耐性酵素をコードする遺伝子に加えて酵素
プレフェナートデヒドロゲナーゼをコードする遺伝子を用いて植物を形質転換させること
によって改善することもできる。
【０１８６】
　さらに別の除草剤抵抗性植物は、アセトラクテートシンターゼ（ＡＬＳ）阻害薬に対し
て耐性にされている植物である。既知ＡＬＳ阻害薬としては、例えば、スルホニル尿素系
除草剤、イミダゾリノン系除草剤、トリアゾロピリミジン系除草剤、ピリミジニルオキシ
（チオ）ベンゾエート系除草剤、及び／又は、スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノ
ン系除草剤などがある。ＡＬＳ酵素（「アセトヒドロキシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）」と
しても知られている）における種々の突然変異体は、種々の除草剤及び除草剤の群に対す
る耐性を付与することが知られている。スルホニル尿素耐性植物及びイミダゾリノン耐性
植物の作製については、ＷＯ　１９９６／０３３２７０に記述されている。別のイミダゾ
リノン耐性植物についても記述されている。さらなるスルホニル尿素耐性植物及びイミダ
ゾリノン耐性植物は、さらにまた、例えば、ＷＯ　２００７／０２４７８２などにも記述
されている。
【０１８７】
　イミダゾリノン及び／又はスルホニル尿素に対して耐性を示す別の植物は、例えば、ダ
イズに関して、イネに関して、テンサイに関して、レタスに関して、又は、ヒマワリに関
して記述されているように、誘導された突然変異誘発、当該除草剤の存在下での細胞培養
における選抜又は突然変異育種によって得ることができる。
【０１８８】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、昆虫抵抗性トランスジェニック植物、即ち、特定
の標的昆虫による攻撃に対して抵抗性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形
質転換によって得ることができるか、又は、そのような昆虫抵抗性を付与する突然変異を
含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。
【０１８９】
　本明細書中で使用されている場合、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」には、以下
のものをコードするコード配列を含んでいる少なくとも１の導入遺伝子を含んでいる任意
の植物が包含される：
　（１）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する殺虫性結晶タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、オンライ
ン上で「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／Ｈｏｍｅ
／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／」において挙げられている殺虫性結晶タンパク
質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、Ｃｒｙタンパク質類（Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ
１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａａ、又は、Ｃｒｙ３Ｂｂ）のタンパク質
又はその殺虫活性を示す一部分；又は、
　（２）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する第２の別の結晶タンパク質又はその一部分の存在下において殺虫活性を示
す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に
由来する結晶タンパク質又はその一部分、例えば、Ｃｒｙ３４結晶タンパク質とＣｒｙ３
５結晶タンパク質で構成されているバイナリートキシン；又は、
　（３）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する種々の殺虫性結晶タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタ
ンパク質、例えば、上記（１）のタンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパ
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ク質のハイブリッド、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ９８０３４で産生されるＣｒ
ｙ１Ａ．１０５タンパク質（ＷＯ　２００７／０２７７７７）；又は、
　（４）　上記（１）～（３）のうちのいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種
に対するさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲
を拡大するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ
中に導入された変化に起因して、幾つかのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別の
アミノ酸で置き換えられていているもの、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ８６３若
しくはＭＯＮ８８０１７におけるＣｒｙ３Ｂｂ１タンパク質又はトウモロコシイベントＭ
ＩＲ６０４におけるＣｒｙ３Ａタンパク質；又は、
　（５）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する殺虫性分泌
タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅ
ｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／
ｖｉｐ．ｈｔｍｌ」において挙げられている栄養成長期殺虫性タンパク質（ｖｅｇｅｔａ
ｔｉｖｅ　ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄａｌ　ｐｒｏｔｅｉｎ）（ＶＩＰ）、例えば、ＶＩＰ３
Ａａタンパク質類のタンパク質；又は、
　（６）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する第２の分泌
タンパク質の存在下において殺虫活性を示す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃ
ｅｒｅｕｓ）に由来する分泌タンパク質、例えば、ＶＩＰ１Ａタンパク質とＶＩＰ２Ａタ
ンパク質で構成されているバイナリートキシン；又は、
　（７）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する種々の分泌
タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタンパク質、例えば、上記（１）の
タンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパク質のハイブリッド；又は、
　（８）　上記（１）～（３）のうちのいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種
に対するさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲
を拡大するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ
中に導入された変化（それでも、まだ、殺虫性タンパク質をコードしている）に起因して
、幾つかのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別のアミノ酸で置き換えられていて
いるもの、例えば、ワタイベントＣＯＴ１０２におけるＶＩＰ３Ａａタンパク質。
【０１９０】
　もちろん、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」は、本明細書中で使用されている場
合、上記クラス（１）～（８）のいずれか１つのタンパク質をコードする遺伝子の組合せ
を含んでいる任意の植物も包含する。一実施形態では、異なった標的昆虫種を対象とする
異なったタンパク質を使用した場合に影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するために、
又は、同一の標的昆虫種に対して殺虫活性を示すが作用機序は異なっている（例えば、当
該昆虫体内の異なった受容体結合部位に結合する）異なったタンパク質を用いることによ
って当該植物に対する昆虫の抵抗性の発達を遅延させるために、昆虫抵抗性植物は、上記
クラス（１）～（８）のいずれか１つのタンパク質をコードする２つ以上の導入遺伝子を
含んでいる。
【０１９１】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、非生物的ストレスに対して耐性を示す。そのよう
な植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのようなストレス抵抗
性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。特に
有用なストレス耐性植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　植物細胞内又は植物内におけるポリ（ＡＤＰ－リボース）ポリメラーゼ（ＰＡ
ＲＰ）遺伝子の発現及び／又は活性を低減させることが可能な導入遺伝子を含んでいる植
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物；
　（ｂ）　植物又は植物細胞のポリ（ＡＤＰ－リボース）グリコヒドロラーゼ（ＰＡＲＧ
）コード化遺伝子の発現及び／又は活性を低減させることが可能なストレス耐性を強化す
る導入遺伝子を含んでいる植物；
　（ｃ）　ニコチンアミダーゼ、ニコチン酸ホスホリボシルトランスフェラーゼ、ニコチ
ン酸モノヌクレオチドアデニルトランスフェラーゼ、ニコチンアミドアデニンジヌクレオ
チドシンテターゼ又はニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼを包含するニコ
チンアミドアデニンジヌクレオチドサルベージ合成経路の植物機能性酵素（ｐｌａｎｔ－
ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｅｎｚｙｍｅ）をコードするストレス耐性を強化する導入遺伝子
を含んでいる植物。
【０１９２】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、収穫された生産物の改変された量、品質及び／若
しくは貯蔵安定性、並びに／又は、収穫された生産物の特定の成分の改変された特性を示
す。例えば：
　（１）　野生型の植物細胞又は植物において合成された澱粉と比較して、その物理化学
的特性〔特に、アミロース含有量若しくはアミロース／アミロペクチン比、枝分かれ度、
平均鎖長、側鎖分布、粘性挙動、ゲル化強度（ｇｅｌｌｉｎｇ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ）、澱
粉粒径及び／又は澱粉粒子形態〕が変えられていて、特定の用途により適した変性澱粉を
合成するトランスジェニック植物；
　（２）　非澱粉炭水化物ポリマーを合成するか又は遺伝子組換えがなされていない野生
型植物と比較して改変された特性を有する非澱粉炭水化物ポリマーを合成するトランスジ
ェニック植物。その例は、ポリフルクトース（特に、イヌリン型及びレバン型のポリフル
クトース）を産生する植物、α－１，４－グルカン類を産生する植物、α－１，６－分枝
　α－１，４－グルカン類を産生する植物、アルテルナンを産生する植物である；
　（３）　ヒアルロナンを産生するトランスジェニック植物。
【０１９３】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変された繊維特性を有する植物（例え
ば、ワタ植物）である。そのよう植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、
又は、そのような改変された繊維特性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜するこ
とによって得ることができる。そのような植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　改変された形態のセルロースシンターゼ遺伝子を含んでいる植物（例えば、ワ
タ植物）；
　（ｂ）　改変された形態のｒｓｗ２相同核酸又はｒｓｗ３相同核酸を含んでいる植物（
例えば、ワタ植物）；
　（ｃ）　スクロースリン酸シンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）
；
　（ｄ）　スクロースシンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）；
　（ｅ）　繊維細胞に基づいた原形質連絡のゲーティングのタイミングが（例えば、繊維
選択的β－１，３－グルカナーゼのダウンレギュレーションを介して）改変されている植
物（例えば、ワタ植物）；
　（ｆ）　反応性が（例えば、ｎｏｄＣを包含するＮ－アセチルグルコサミントランスフ
ェラーゼ遺伝子の発現及びキチンシンターゼ遺伝子の発現を介して）改変されている繊維
を有する植物（例えば、ワタ植物）。
【０１９４】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変されたオイルプロフィール特性を有
する植物（例えば、ナタネ植物又は関連するアブラナ属植物）である。そのよう植物は、
遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのような改変されたオイル特性を
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付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。そのよう
な植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　オレイン酸含有量が高いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）；
　（ｂ）　リノレン酸含有量が低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）；
　（ｃ）　飽和脂肪酸のレベルが低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）。
【０１９５】
　本発明に従って処理し得る特に有用なトランスジェニック植物は、１種類以上の毒素を
コードする１種類以上の遺伝子を含んでいる植物、例えば、下記商品名で販売されている
以下のものである：ＹＩＥＬＤ　ＧＡＲＤ（登録商標）（例えば、トウモロコシ、ワタ、
ダイズ）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、ＢｉｔｅＧａｒｄ
（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、ＢＴ－Ｘｔｒａ（登録商標）（例えば、トウモ
ロコシ）、ＳｔａｒＬｉｎｋ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ
（登録商標）（ワタ）、Ｎｕｃｏｔｎ（登録商標）（ワタ）、Ｎｕｃｏｔｎ　３３Ｂ（登
録商標）（ワタ）、ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｐｒ
ｏｔｅｃｔａ（登録商標）及びＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（ジャガイモ）。挙げること
ができる除草剤耐性植物の例は、Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（登録商標）（グリホセー
トに対する耐性、例えば、トウモロコシ、ワタ、ダイズ）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌｉｎｋ（
登録商標）（ホスフィノトリシンに対する耐性、例えば、ナタネ）、ＩＭＩ（登録商標）
（イミダゾリノン系に対する耐性）及びＳＴＳ（登録商標）（スルホニル尿素系に対する
耐性、例えば、トウモロコシ）の商品名で販売されているトウモロコシ品種、ワタ品種及
びダイズ品種である。挙げることができる除草剤抵抗性植物（除草剤耐性に関して慣習的
な方法で品種改良された植物）としては、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）（例えば、
トウモロコシ）の商品名で販売されている品種などがある。
【０１９６】
　本発明に従って処理することができる特に有用なトランスジェニック植物は、下記のも
のを包含する形質転換イベント又は形質転換イベントの組合せを含んでいて例えば国又は
地域のさまざまな規制機関によるデータベースに記載されている植物である：
イベント１１４３－１４Ａ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ　０６／１２８５
６９に記載されている）；イベント１１４３－５１Ｂ（ワタ、昆虫防除、寄託されていな
い、ＷＯ　０６／１２８５７０に記載されている）；イベント１４４５（ワタ、除草剤耐
性、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００２－１２０９６４又はＷＯ　０２／０３４９４
６に記載されている）；イベント１７０５３（イネ、除草剤耐性、ＰＴＡ－９８４３とし
て寄託されている、ＷＯ　１０／１１７７３７に記載されている）；イベント１７３１４
（イネ、除草剤耐性、ＰＴＡ－９８４４として寄託されている、ＷＯ　１０／１１７７３
５に記載されている）；イベント２８１－２４－２３６（ワタ、昆虫防除－除草剤耐性、
ＰＴＡ－６２３３として寄託されている、ＷＯ　０５／１０３２６６又はＵＳ－Ａ　２０
０５－２１６９６９に記載されている）；イベント３００６－２１０－２３（ワタ、昆虫
防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－６２３３として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００７－１４
３８７６又はＷＯ　０５／１０３２６６に記載されている）；イベント３２７２（トウモ
ロコシ、品質形質、ＰＴＡ－９９７２として寄託されている、ＷＯ　０６／０９８９５２
又はＵＳ－Ａ　２００６－２３０４７３に記載されている）；イベント４０４１６（トウ
モロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０８として寄託されている
、ＷＯ　１１／０７５５９３に記載されている）；イベント４３Ａ４７（トウモロコシ、
昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０９として寄託されている、ＷＯ　１
１／０７５５９５に記載されている）；イベント５３０７（トウモロコシ、昆虫防除、Ａ
ＴＣＣ　ＰＴＡ－９５６１として寄託されている、ＷＯ　１０／０７７８１６に記載され
ている）；イベントＡＳＲ－３６８（ベントグラス、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－４
８１６として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００６－１６２００７又はＷＯ　０４／０５
３０６２に記載されている）；イベントＢ１６（トウモロコシ、除草剤耐性、寄託されて
いない、ＵＳ－Ａ　２００３－１２６６３４に記載されている）；イベントＢＰＳ－ＣＶ
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１２７－９（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　Ｎｏ．４１６０３として寄託されている
、ＷＯ　１０／０８０８２９に記載されている）；イベントＣＥ４３－６７Ｂ（ワタ、昆
虫防除、ＤＳＭ　ＡＣＣ２７２４として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００９－２１７４
２３又はＷＯ　０６／１２８５７３に記載されている）；イベントＣＥ４４－６９Ｄ（ワ
タ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２０１０－００２４０７７に記載されてい
る）；イベントＣＥ４４－６９Ｄ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ　０６／１
２８５７１に記載されている）；イベントＣＥ４６－０２Ａ（ワタ、昆虫防除、寄託され
ていない、ＷＯ　０６／１２８５７２に記載されている）；イベントＣＯＴ１０２（ワタ
、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００６－１３０１７５又はＷＯ　０４／０
３９９８６に記載されている）；イベントＣＯＴ２０２（ワタ、昆虫防除、寄託されてい
ない、ＵＳ－Ａ　２００７－０６７８６８又はＷＯ　０５／０５４４７９に記載されてい
る）；イベントＣＯＴ２０３（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ　０５／０５４
４８０に記載されている）；イベントＤＡＳ４０２７８（トウモロコシ、除草剤耐性、Ａ
ＴＣＣ　ＰＴＡ－１０２４４として寄託されている、ＷＯ　１１／０２２４６９に記載さ
れている）；イベントＤＡＳ－５９１２２－７（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、
ＡＴＣＣ　ＰＴＡ　１１３８４として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００６－０７０１３
９に記載されている）；イベントＤＡＳ－５９１３２（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤
耐性、寄託されていない、ＷＯ　０９／１００１８８に記載されている）；イベントＤＡ
Ｓ６８４１６（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１０４４２として寄託されてい
る、ＷＯ　１１／０６６３８４又はＷＯ　１１／０６６３６０に記載されている）；イベ
ントＤＰ－０９８１４０－６（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２９６
として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００９／１３７３９５又はＷＯ　０８／１１２０１
９に記載されている）；イベントＤＰ－３０５４２３－１（ダイズ、品質形質、寄託され
ていない、ＵＳ－Ａ　２００８－３１２０８２又はＷＯ　０８／０５４７４７に記載され
ている）；イベントＤＰ－３２１３８－１（トウモロコシ、ハイブリダイゼーション系、
ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９１５８として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００９－０２１０９７
０又はＷＯ　０９／１０３０４９に記載されている）；イベントＤＰ－３５６０４３－５
（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２８７として寄託されている、ＵＳ－Ａ　
２０１０－０１８４０７９又はＷＯ　０８／００２８７２に記載されている）；イベント
ＥＥ－１（ナス、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ　０７／０９１２７７に記載されて
いる）；イベントＦＩ１１７（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　２０９０３１とし
て寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００６－０５９５８１又はＷＯ　９８／０４４１４０に
記載されている）；イベントＧＡ２１（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　２０９０
３３として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００５－０８６７１９又はＷＯ　９８／０４４
１４０に記載されている）；イベントＧＧ２５（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　
２０９０３２として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００５－１８８４３４又はＷＯ　９８
／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＨＢ１１９（ワタ、昆虫防除－除草剤耐
性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８３９８として寄託されている、ＷＯ　０８／１５１７８０に記
載されている）；イベントＧＨＢ６１４（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－６８７
８として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１０－０５０２８２又はＷＯ　０７／０１７１
８６に記載されている）；イベントＧＪ１１（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　２
０９０３０として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００５－１８８４３４又はＷＯ　９８／
０４４１４０に記載されている）；イベントＧＭ　ＲＺ１３（テンサイ、ウイルス抵抗性
、ＮＣＩＭＢ－４１６０１として寄託されている、ＷＯ　１０／０７６２１２に記載され
ている）；イベントＨ７－１（テンサイ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　４１１５８又はＮＣ
ＩＭＢ　４１１５９として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００４－１７２６６９又はＷＯ
　０４／０７４４９２に記載されている）；イベントＪＯＰＬＩＮ１（コムギ、耐病性、
寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００８－０６４０３２に記載されている）；イベントＬ
Ｌ２７（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ４１６５８として寄託されている、ＷＯ　０６
／１０８６７４又はＵＳ－Ａ　２００８－３２０６１６に記載されている）；イベントＬ



(79) JP 6242877 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

Ｌ５５（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　４１６６０として寄託されている、ＷＯ　０
６／１０８６７５又はＵＳ－Ａ　２００８－１９６１２７に記載されている）；イベント
ＬＬワタ２５（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－３３４３として寄託されている、
ＷＯ　０３／０１３２２４又はＵＳ－Ａ　２００３－０９７６８７に記載されている）；
イベントＬＬＲＩＣＥ０６（イネ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ－２３３５２として寄託されて
いる、ＵＳ　６，４６８，７４７又はＷＯ　００／０２６３４５に記載されている）；イ
ベントＬＬＲＩＣＥ６０１（イネ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２６００として寄託
されている、ＵＳ－Ａ　２００８－２２８９０６０又はＷＯ　００／０２６３５６に記載
されている）；イベントＬＹ０３８（トウモロコシ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－５６
２３として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００７－０２８３２２又はＷＯ　０５／０６１
７２０に記載されている）；イベントＭＩＲ１６２（トウモロコシ、昆虫防除、ＰＴＡ－
８１６６として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００９－３００７８４又はＷＯ　０７／１
４２８４０に記載されている）；イベントＭＩＲ６０４（トウモロコシ、昆虫防除、寄託
されていない、ＵＳ－Ａ　２００８－１６７４５６又はＷＯ　０５／１０３３０１に記載
されている）；イベントＭＯＮ１５９８５（ワタ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２５１
６として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００４－２５０３１７又はＷＯ　０２／１００１
６３に記載されている）；イベントＭＯＮ８１０（トウモロコシ、昆虫防除、寄託されて
いない、ＵＳ－Ａ　２００２－１０２５８２に記載されている）；イベントＭＯＮ８６３
（トウモロコシ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２６０５として寄託されている、ＷＯ　
０４／０１１６０１又はＵＳ－Ａ　２００６－０９５９８６に記載されている）；イベン
トＭＯＮ８７４２７（トウモロコシ、授粉制御、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７８９９として寄託
されている、ＷＯ　１１／０６２９０４に記載されている）；イベントＭＯＮ８７４６０
（トウモロコシ、ストレス耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１０として寄託されている、Ｗ
Ｏ　０９／１１１２６３又はＵＳ－Ａ　２０１１－０１３８５０４に記載されている）；
イベントＭＯＮ８７７０１（ダイズ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８１９４として寄託
されている、ＵＳ－Ａ　２００９－１３００７１又はＷＯ　０９／０６４６５２に記載さ
れている）；イベントＭＯＮ８７７０５（ダイズ、品質形質－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　Ｐ
ＴＡ－９２４１として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１０－００８０８８７又はＷＯ　
１０／０３７０１６に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７０８（ダイズ、除草剤耐
性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ９６７０として寄託されている、ＷＯ　１１／０３４７０４に記載
されている）；イベントＭＯＮ８７７５４（ダイズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９３
８５として寄託されている、ＷＯ　１０／０２４９７６に記載されている）；イベントＭ
ＯＮ８７７６９（ダイズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１１として寄託されている
、ＵＳ－Ａ　２０１１－００６７１４１又はＷＯ　０９／１０２８７３に記載されている
）；イベントＭＯＮ８８０１７（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴ
Ａ－５５８２として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００８－０２８４８２又はＷＯ　０５
／０５９１０３に記載されている）；イベントＭＯＮ８８９１３（ワタ、除草剤耐性、Ａ
ＴＣＣ　ＰＴＡ－４８５４として寄託されている、ＷＯ　０４／０７２２３５又はＵＳ－
Ａ　２００６－０５９５９０に記載されている）；イベントＭＯＮ８９０３４（トウモロ
コシ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７４５５として寄託されている、ＷＯ　０７／１４
０２５６又はＵＳ－Ａ　２００８－２６０９３２に記載されている）；イベントＭＯＮ８
９７８８（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－６７０８として寄託されている、Ｕ
Ｓ－Ａ　２００６－２８２９１５又はＷＯ　０６／１３０４３６に記載されている）；イ
ベントＭＳ１１（ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８５０又はＰＴＡ
－２４８５として寄託されている、ＷＯ　０１／０３１０４２に記載されている）；イベ
ントＭＳ８（ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７３０として寄託され
ている、ＷＯ　０１／０４１５５８又はＵＳ－Ａ　２００３－１８８３４７に記載されて
いる）；イベントＮＫ６０３（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２４７８
として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２００７－２９２８５４に記載されている）；イベン
トＰＥ－７（イネ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ　０８／１１４２８２に記載され
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ている）；イベントＲＦ３（ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７３０
として寄託されている、ＷＯ　０１／０４１５５８又はＵＳ－Ａ　２００３－１８８３４
７に記載されている）；イベントＲＴ７３（ナタネ、除草剤耐性、寄託されていない、Ｗ
Ｏ　０２／０３６８３１又はＵＳ－Ａ　２００８－０７０２６０に記載されている）；イ
ベントＴ２２７－１（テンサイ、除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ　０２／４４４０
７
又はＵＳ－Ａ　２００９－２６５８１７に記載されている）；イベントＴ２５（トウモロ
コシ、除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ－Ａ　２００１－０２９０１４又はＷＯ　０
１／０５１６５４に記載されている）；イベントＴ３０４－４０（ワタ、昆虫防除－除草
剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８１７１として寄託されている、ＵＳ－Ａ　２０１０－０７
７５０１又はＷＯ　０８／１２２４０６に記載されている）；イベントＴ３４２－１４２
（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ　０６／１２８５６８に記載されている）；
イベントＴＣ１５０７（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ
－Ａ　２００５－０３９２２６又はＷＯ　０４／０９９４４７に記載されている）；イベ
ントＶＩＰ１０３４（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－３９２
５として寄託されている、ＷＯ　０３／０５２０７３に記載されている）、イベント３２
３１６（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－１１５０７として寄託されてい
る、ＷＯ　１１／０８４６３２に記載されている）、イベント４１１４（トウモロコシ、
昆虫防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－１１５０６として寄託されている、ＷＯ　１１／０８４
６２１に記載されている）。
【０１９７】
　本発明に従って処理し得る特に有用なトランスジェニック植物は、形質転換イベント又
は形質転換イベントの組合せを含んでいる植物であり、それらは、例えば、国又は地域の
さまざまな規制機関によるデータベースに記載されている〔例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｇ
ｍｏｉｎｆｏ．ｊｒｃ．ｉｔ／ｇｍｐ＿ｂｒｏｗｓｅ．ａｓｐｘ」及び「ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ａｇｂｉｏｓ．ｃｏｍ／ｄｂａｓｅ．ｐｈｐ」を参照されたい〕。
【実施例】
【０１９８】
　実施例
　全ての実施例に関して、少なくとも１種類のＢＣＡと少なくとも１種類の特定の殺虫剤
を含んでいる組成物の効力は、「Ｃｏｌｂｙの式」によって求めた：２種類の化合物の所
与の組合せに対して期待される効力は、以下のように計算する（以下のものを参照された
い：Ｃｏｌｂｙ，Ｓ．Ｒ．，　“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａ
ｎｄ　Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃ
ｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ”，　Ｗｅｅｄｓ　１５，　ｐｐ．２０－２２，　１９６７）：
　Ｘは、ｍ（ｐｐｍ）の濃度（又は、ｍ（ｇ／ｈａ））の被験化合物Ａに関する、無処理
対照の％死亡率で表された効力であり；
　Ｙは、ｎ（ｐｐｍ）の濃度（又は、ｎ（ｇ／ｈａ））の被験化合物Ｂに関する、無処理
対照の％死亡率で表された効力であり；
　Ｅは、それぞれ、ｍ及びｎ（ｐｐｍ）の濃度（又は、ｍ及びｎ（ｇ／ｈａ））のＡとＢ
の混合物を用いた場合の、無処理対照の％死亡率で表された効力である；
とした場合、
【数１】

【０１９９】
である。
【０２００】
　該組合せの観察された殺虫効力が「Ｅ」として算出された効力よりも高い場合、該２種
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【０２０１】
　以下においては、下記化合物／化合物に対する略語が使用されている：
　「Ｓｅｒｅｎａｄｅ　ＭａｘＴＭ」は、株「バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＱＳＴ７１３」（本発明では、「Ｂ９」とも称される）を含んでい
る市販製品である。
【０２０２】
　「ＳｏｎａｔａＴＭ」は、株「バシルス・プミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕ
ｓ）ＱＳＴ２８０８」（本発明では、「Ｂ３」とも称される）を含んでいる市販製品であ
る。
【０２０３】
　上記において「Ｂ１９」として言及されている株「バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ＡＱ３０００２」は、以下の表においては、「ＱＳＴ３００
２」と称されている。８．５・１０８ＣＦＵ／ｇ（１．３４％）のこの株を含んでいる溶
液を使用した。
【０２０４】
　以下に記載されている全ての「比」は、該生物的防除剤の調製物１ｇ当たり約１０１０

の細胞又は胞子の個々の生物的防除剤の生物的防除剤／胞子調製物を示している（「比」
に関する上記定義を参照されたい）。
【０２０５】
　実施例Ａ
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験（ＭＹＺＵＰＥ）
　　溶媒：　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　０．５重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を乳化剤を含有している水で稀釈して所望の濃度とす
る。胞子懸濁液の適切な調製物を調製するために、該胞子を乳化剤を含有している水で稀
釈して所望の濃度とする。
【０２０６】
　全ての齢のモモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が感染しているハク
サイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の活性成
分の調製物を噴霧する。
【０２０７】
　指定されている期間が経過した後、死亡率（％）を求める。１００％は、全てのモモア
カアブラムシが死んだことを意味し、０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったこと
を意味する。求められた死亡率の値を、Ｃｏｌｂｙの式（上記を参照されたい）を用いて
、再度計算する。
【０２０８】
　本出願によれば、この試験において、例えば、以下の組み合わせは、単独の化合物と比
較して相乗効果を示す。
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【表１】

【表２】

【０２０９】
　実施例Ｂ
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　マスタードビートル（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）－噴霧試験
　　溶媒：　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　０．５重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を乳化剤を含有している水で稀釈して所望の濃度とす
る。胞子懸濁液の適切な調製物を調製するために、該胞子を乳化剤を含有している水で稀
釈して所望の濃度とする。
【０２１０】
　ハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性成分の調製物を噴霧する。乾燥後、その葉のディスクに、マスタードビートル（Ｐｈ
ａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）幼虫を寄生させる。
【０２１１】
　指定されている期間が経過した後、死亡率（％）を求める。１００％は、全てのマスタ
ードビートル幼虫が死んだことを意味し、０％は、死んだマスタードビートル幼虫が無か
ったことを意味する。求められた死亡率の値を、Ｃｏｌｂｙの式（上記を参照されたい）
を用いて、再度計算する。
【０２１２】
　本出願によれば、この試験において、例えば、以下の組み合わせは、単独の化合物と比
較して相乗効果を示す。
【表３】

【０２１３】
　実施例Ｃ
　ツマジロクサヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）－噴霧試験
　　溶媒：　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　０．５重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
び乳化剤と混合し、得られた濃厚物を乳化剤を含有している水で稀釈して所望の濃度とす
る。胞子懸濁液の適切な調製物を調製するために、該胞子を乳化剤を含有している水で稀
釈して所望の濃度とする。
【０２１４】
　トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）の葉の切片に、所望濃度の活性成分の調製物を噴霧
する。乾燥後、その葉の切片に、ツマジロクサヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇ
ｉｐｅｒｄａ）幼虫を寄生させる。
【０２１５】
　指定されている期間が経過した後、死亡率（％）を求める。１００％は、全てのツマジ
ロクサヨトウ幼虫が死んだことを意味し、０％は、死んだツマジロクサヨトウ幼虫が無か
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ったことを意味する。求められた死亡率の値を、Ｃｏｌｂｙの式（上記を参照されたい）
を用いて、再度計算する。
【０２１６】
　本出願によれば、この試験において、例えば、以下の組み合わせは、単独の化合物と比
較して相乗効果を示す。
【表４】

【表５】

【０２１７】
　実施例Ｄ
　ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　　　７重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　　２重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を調製するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒及
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る。胞子懸濁液の適切な調製物を調製するために、該胞子を乳化剤を含有している水で稀
釈して所望の濃度とする。必用に応じて、１０００ｐｐｍの薬量のアンモニウム塩及び／
又は浸透増強剤を添加して所望の濃度とする。
【０２１８】
　ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）が重度に発生しているワタ（Ｇｏｓ
ｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）の葉を、所望濃度の活性化合物の調製物を噴霧するこ
とにより処理する。
【０２１９】
　指定されている期間が経過した後、死亡率（％）を求める。１００％は、全てのワタア
ブラムシが死んだことを意味し、０％は、死んだワタアブラムシが無かったことを意味す
る。求められた死亡率の値を、Ｃｏｌｂｙの式（上記を参照されたい）を用いて、再度計
算する。
【０２２０】
　本出願によれば、この試験において、例えば、以下の組み合わせは、単独の化合物と比
較して相乗効果を示す。
【表６】
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